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プロローグ







「かつて世界には魔ま力りよくが満ち、我らは世界の中心にあった」

　執しつ務む室しつに独り佇たたずみ、男は舞ぶ台たい俳優のように両手を広げ朗々と謳うたい上げる。

「しかし、時代を経へるごとに世に満ちていたはずの魔ま法ほうエネルギーは減少していき……。魔法国家の工こう房ぼうたる我わがダラ＝カーハをしても、魔法具の製造は困難となりつつある」

　男の表情が、苦しげに歪ゆがんだ。

「それはすべて、愚おろかなる人類の自然破は壊かいがもたらした結果であるにもかかわらず、近きん隣りん諸国はオイルマネーだ、ヘッジファンドだと悪あしき世の流れにうかれている始末」

　男の瞳ひとみには、深い憎ぞう悪おと狂きよう気きが宿っていた。

「だが安心せよ、イレーヌ。余は完かん璧ぺきなる解決策を見み出いだしたのだ」

　男は高級机の背後、白い壁かべを振ふり返かえり語りかける。

「邪じや神しんを復活させ解き放てば、再び世に魔力が満ちるであろう。それと同時に、愚かなる者どもを完かん膚ぷなきまでに叩たたき潰つぶし、汚きたない者どもがいかさまで手に入れた栄えい華がは、地に落ちるであろう」

　男は独善的な思考を披ひ露ろうし続ける。

「なぁイレーヌ。其そ方ちが余の前で笑わなくなったのは、いつからであったかな？」

　呼びかけに答える声は上がらない。

「余は其方の笑え顔がおを必ずや取とり戻もどしてみせるぞ？　待っていてくれ」

　男の濁にごった瞳に映るのは長身の美しい女性。

　たとえそれが、男にしか見えない幻まぼろしであっても。







第一章　嵐あらしの前の……







　エルキシュ公国へ向かう。

　邪神復活を目もく論ろむ黒幕がエルキシュ公国の女大公だとわかった以上、俺おれたちの次なる目的地は明白だった。

　女大公本人からも、口頭で直々に招待を受けてしまっているのだ。

　ソフィアとマリーがあわや一生魔法を使えなくされるところだったうえに、桜さくら子ことモモ、ファルバザード三皇女までが邪神復活の生いけ贄にえにされようとしている。

　これはもう、頼たのまれなくても速そつ攻こうで乗り込んで、コテンパンにのしてやらないと気が済まないレベルだ。

　結果、俺たちはアシエルの待つ高こう速そく艇ていに戻るため、行きは一泊ぱく二日だった道のりを半日足らずで帰ろうとしていた。

　もちろん普ふ通つうに歩いたのでは、そんな超ちようスピードで移動なんかできるわけはない。

　その秘密は、茜あかねの発した次のような一言にあった。

「姫ひめ様さまたちも戻ってきたんだし、残ってる魔ま法ほう制せい御ぎよチップ、全部使っちゃっても大だい丈じよう夫ぶよねっ？」

　茜は、一時期離はなれ離ばなれになっていたものの俺の幼なじみで、親おや父じさんは魔法科学界の権けん威いだったりする。

　栗くり色いろのツインテールの髪かみに愛あい嬌きようのある庶しよ民みん的てきな顔立ち。胸のボリュームはやや残念だが、全体としては健康的な魅み力りよくで十分カバーできていると思う。

　とはいえ、未使用の魔法制御チップの残り数は、さすがに全員分とまではいかなかった。

　それにたとえ全員分あったとしても、魔法制御チップを装着した一人一人が飛行魔法を使ったのではあまりにも効率が悪い。

　そこで、俺たちが取った方法は……。

「なんか悪いな、ラニタ。君にだけこんな重労働を押おしつけちまって……」

　俺たちは、海の部族族長の後こう継けい者しやであるラニタが召しよう喚かんした空飛ぶクジラ――トライホーンホエールの背に乗って移動していた。

「いえ、召喚魔法は魔力の消費以外は特に身体に負担がかかるものではありませんし。こうして魔力をチップで補えれば、お安い御ご用ようですよ」

　笑顔で気さくにそう言ってくれたラニタが、実は女の子だというのは、一応今のところこの中では俺だけが知る事実だ。

　七しち分ぶ丈たけのズボンとゆったりとした神官服のせいで一見わからないが、けっこうたわわなバストやむっちりとしたお尻しりが隠かくされていたりなんかする。

　褐かつ色しよくの肌はだ、後ろで三つ編みにした銀ぎん髪ぱつ。男の子にしては可愛かわい過ぎるだろ。

　よくみんな怪あやしまないな、という気もするが、俺たちの友人には最強の男の娘こたるモモがいるので、「こんなに可愛いのだから女の子のはずがない」とおかしな常識が蔓まん延えんしてしまっているのかもしれない。

「う～っ、ボクがラフレシアドラゴンを召喚して、みんなを乗せてあげてもよかったのになぁ～っ……」

　俺たちの中で最年少にして天才フルート奏者兼けん将来有望な召喚士であるコレットが、ちょっぴり拗すねた様子で呟つぶやく。

　後ろで短く縛しばったピンクの髪に赤みがかった鳶とび色いろの瞳。まだ幼さの抜ぬけ切らない、キュートな俺の妹分だ。

　しかし残念ながら、魔法制御チップの力を借りて初めて最上級の魔ま物ものを召喚できたコレットに、この緊きん迫ぱくした状じよう況きよう下で重要な役目を任せるにはいささかの不安があった。

　ここは素す直なおに、召喚士としても先せん輩ぱいであるラニタにお願いするのがやはり得策だろう。

「姫様、少しお休みになられますか？」

　ソフィアとマリーの世話係である雪ゆき花かが、二人を気き遣づかう。

　黒くろ髪かみのショートボブに黒い瞳。無表情で儚はかなげな雰ふん囲い気きだが実はとってもしっかりさんの切れ者である。

「よければ私の肩かたにお身体を預けてください」

　ソフィアとマリーの近衛騎き士しを務めるクリスが、恭うやうやしく側に控ひかえる。

　金きん髪ぱつのポニーテールと青い瞳。鍛きたえ上あげられた肢し体たいでありながらおっぱいも大きい、さすがの破は壊かい力りよくだ。

「ありがとう、二人とも。でも、大丈夫よ」

　マリーが気き丈じように、にっこりと微ほほ笑えむ。

　ふんわりとしたマリングリーンの長ちよう髪はつにエメラルドグリーンの瞳。こぼれそうなバストとおっとりした性格で、癒いやし系けいのお姫様なマリーだが、ときに芯しんの強さを覗のぞかせるのだ。

「うむ、そんなに心配せずとも、ミナトのおかげで魔力も戻ったでな。体調は悪くない。むしろすこぶる快調なくらいじゃ」

　ソフィアも冗じよう談だんめかして、明るい声を上げる。

　スカイブルーのセミロングの髪に、サファイアブルーの瞳。立派な双そう丘きゆうと気の強さはまさに高貴なお姫様そのものといったソフィアだが、その実けっこうナイーブで女の子らしい一面も垣間かいま見みせたりなんかする。

　現在、ソフィアとマリーはアシエルが用意してくれていた、二人の正装であるいつものドレスを着ていた。

　どちらも、俺が神しん託たくの騎士として仕える、大切な主君であり将来の嫁よめ!?　っていうドキドキな関係なんである。

「そうは言うけど、ソフィア、マリー、ここ何日かは色々とキツかっただろ？　ほんと、よければ俺にでも寄っかかって楽にしてくれよ」

　言いながら俺は、己おのれの目の前で二人を攫さらわれたことを思い出し、痛つう烈れつな悔かい恨こんの念に襲おそわれた。

　もう二度と、ソフィアとマリーに辛い思いをさせるもんか！　俺は胸の内で固く決意する。

「み、ミナトさんがそう仰おつしやるなら……」

「そ、そうじゃな、せっかくのミナトの厚こう意いをむげにはできぬなっ」

　クリスの申し出は断ったというのに、マリーとソフィアは頬ほおを赤く染めつつ、そそっと俺にくっついてきた。

　うほっ、マジで!?　なんかソフィアとマリーってば、ずいぶん積極的になってない？

　やっぱり人ひと質じちにされて、魔力も一時的にとはいえまったく使えない状態にされて、よっぽど心細かったんだろうか。

　と考えると、俺としても二人をできるかぎり安心させてあげたい。

　ありがたいことに、トライホーンホエールの背中は広く、みんなが座すわってくつろぐには十分なのだ。

　そうとなれば、俺はもう、逃にげないぞ！

　今までは恥はずかしかったり踏ふん切ぎりがつかなかったりで、曖あい昧まいな態度しか示せない俺だったけど。

　俺はソフィアとマリー、二人のお姫様と結けつ婚こんして、シャルスティア王国の王ってやつになってやろうじゃねーか！

　俺が鼻息荒あらく、興奮している間に。

　ソフィアとマリーは俺に寄より添そい、すーすーと可愛らしい寝ね息いきを立て始めていた。

「姫様たち、いい寝ね顔がおです」

「本当に、湊みなと殿どのを信しん頼らいしきっていますね」

　雪花とクリスが近寄ってきて、ソフィアとマリーの顔を覗き込む。

「そ、そうなのかな……？」

　俺が信頼されている、と言われて悪い気はしないが、なんだかくすぐったくもある。

　頭を掻かく俺の耳に、

「「うらやましい……」」

　ぽつりと、雪花とクリスの呟きが入ってきた。

「えっ？」

「いっ、いえっ、なんでもっ」

　赤くなり、首をぶんぶんと振って否定するクリスはともかく、

「は？　何かありましたか？」

　何事もなかったかのようにポーカーフェイスを決め込む雪花が、なんとも憎にくらしい。

　それでもほんのりと、雪花のほっぺが桜色に染まっているように見えるのは、たぶん気のせいではないだろう。

　こういう、雪花の表情の些さ細さいな変化もわかるようになってきたわけで。

　俺が、どれだけこのシャルスティアのお姫様二人とその従者二人と親密になったかを物語っている。

　そして、こんなふうにみんなでじゃれ合っているのが、いつもの俺たちの風景なわけで。

　ソフィアとマリーが帰ってきて、本当によかった。

　ほんの一時ではあるかもしれないが、俺は心から、今ある幸せを噛かみ締しめるのだった。

「どうかしたのぉ、アカネ？」

「う、ううんっ、別に？　どうもしないわよっ？」

　少し離れて座っていたコレットと茜の声に俺が振り返ると、茜ははっとしたように俺から視線を逸そらした。

　今までだったら、茜が「ちょっと湊ぉぉぉ!?　姫様たちに、何いやらしいことしてんのぉぉぉ!?」とか言って割って入ってくるところなのに。

　茜は、何も言ってこない。

　ソフィアとマリーに、遠えん慮りよしているのか？

　それを少し寂さびしいと感じている自分に、俺は気がつくのだった。




　　　　　◇




　ラニタが魔法制御チップを何度か付つけ替かえ、トライホーンホエールが海の部族の村に帰き還かんしたのは、もうすぐ日付が変わりそうな深夜に近い時刻だった。

「父上！　ぼくをミナトさんたちに同行させてください！　邪神の復活を、なんとしても阻そ止ししなければ！」

　開口一番、ラニタは自身の父親、族長に進言する。

「行ってきなさい、おまえの力が役に立つのなら。海の部族の名にかけて、見事世界を守ってみせよ！」

　族長は二つ返事で了りよう承しようしてくれた。

「ありがとうございます！　このご恩はシャルスティア王族として、代々忘れませぬゆえ！」

　感謝するソフィアに、

「なに、魔法国の一員として、当然の責務じゃよ」

　族長はどうということもなさそうに答える。

「それよりも、まだまだ一刻を争あらそう事態が続いておるのだろう？　こんなところでのんびり油を売っている暇ひまは、ないのではないかな？」

　族長は老人とは思えぬ鋭するどい眼光で、それでいて悪いた戯ずらっ子みたいなお茶ちや目めな表情で、問い返してきた。

「その通りですね、さぁ皆みなさん、急いで高速艇に！」

　ラニタが父親の意図にいち早く反応し、

「「「「「「「おおっ！」」」」」」」

　俺たちは一いつ斉せいに気勢を上げる。

　かっかっかっ、と族長は顔中の皺しわをくちゃくちゃにして、駆かけ出していく俺たちを見送っていた。

　邪神に立ち向かおうとする一人息むす子こ――本当は娘――の成長ぶりを喜ぶと同時に、自分の若き日を思い出し、血がたぎっているのかもしれない。




　海の部族の村は海岸沿いにあり、そこからすぐの沖おき合あいに、アシエルが待つ俺たちの前線基地でもある高速艇は停てい泊はくしていた。

　ようやくこれでしばらくはお役御ご免めんとなるだろうトライホーンホエールに乗って、俺たちは高速艇への帰艦を果たした。

「姫様方、よくぞご無事で……！」

　アシエルにしては珍めずらしく、相当感情が籠こもった出で迎むかえである。

　その瞳には、薄っすらと涙なみださえ滲にじんでいるように見えた。

　このシャルスティア王国の若き宰さい相しよう代理は、男なのにサラサラロングの銀髪が似合うイケメン様なんだぜコンチクショウ！

「心配をかけましたね、アシエル」

「この度の作戦指揮、大たい儀ぎであったなアシエル」

　マリーもソフィアも、久しぶりに再会した頼たよれる家臣、アシエルの労を労ねぎらう。

「そういう意味では、まだ作戦は続行中ですね。直ちにエルキシュ公国へと、出発します！」

　それでもすぐに、アシエルはアシエルらしいそつのなさを発揮し、指揮官兼けん操そう舵だ手しゆとして行動を開始する。

　帰還中のトライホーンホエールの上で、無線機を使ってアシエルにはすでに新たに判明した敵の情報と目的地を告げてあったので、話は早い。

　乗組員が総勢九名へと増えた高速艇は、深夜の海うな原ばらを北へと進路を取って漕こぎ出したのである。




　事件は、それから数十分後に起こった。

「うぇぇっ!?　ラニタと同じ部屋にぃぃぃっ!?」

　激しく動どう揺ようする俺に対して、

「何をそんなに驚おどろいているのだ？　ミナトよ」

「そうよ、男の子同士なんだから何の問題もないでしょっ？」

　ソフィアと茜が、怪け訝げんそうに俺を見つめてくる。

　高速艇内での、部屋割りを設定し直す必要が発生したための一ひと悶もん着ちやくである。

「なんなら、アシエル先輩と同室って手もあるけど、そっちがよかった？」

　きょとんとした顔で聞き返してくる茜に、

「いやいやいやっ、それはマズいって！　やっぱ俺の部屋だな、うん！」

「いえっ、それは困りますっ！　……というか、ぜひミナトさんでっ！」

　俺とラニタは焦あせって首を横に振るほかなく。

「ん～～～？　なんだか二人とも、雰ふん囲い気き怪あやしくないぃ？」

　なぜかこんなときばかり鋭く、茜が疑ぎ惑わくを投げかける。

「やはり湊殿は……相手が男性でもＯＫなのですかっ!?」

　すかさずクリスが、妙みような期待が込められているような口調で問い、

「ラニタ様も、男性にしてはどちらかというと可愛らしい顔立ちをなさっていますし……。あ、気を悪くなさったら相済みません」

　後を継ついだ雪花が、ラニタにも言げん及きゆうしたところで、失言だったというように頭を垂れた。

「あははっ、大丈夫ですよ、気にしてませんからっ。よく言われるんですよっ」

　ラニタは笑って誤ご魔ま化かすも、実際は心臓バクバクなのではないだろうか？

　性別を偽いつわって生きるって、難なん儀ぎな人生だよなぁ。

　ここは素す早ばやく退散するにかぎる。

「さーて、んじゃあ寝ねるとすっかぁっ、なっ？　ラニタ？」

「そうですねぇっ、それでは皆さん、おやすみなさーいっ」

「「あははははっ、あはははははっ」」

　俺とラニタは顔を見合わせ、乾かわいた笑い声を響ひびかせながら、阿あ吽うんの呼吸でこの場を強ごう引いんに離り脱だつすることにした。

　背後には、ぽかーんとした表情の七人を残して。




　ガチャッ、バタンッ。

「ふぃ～～～っ、どうにか煙けむに巻けたみたいだなっ」

「はぁ～～～っ、あ、危ないところでしたっ。ありがとうございます、ミナトさんっ」

　俺の部屋に入り、ドアを閉めると、俺とラニタは大きく息を吐はき出した。

「いやぁ、俺の不注意のせいで、秘密を知ってしまった、せめてものお詫わびだよ」

　そもそも俺が、ラニタは女の子だと気づいていなければ、焦る必要などなかったんだもんな。

　ラニタはこれまでずっと男として暮らしてきたんだから、実は女の子であることを隠す所作にも慣れているだろう。

　それを、素しろ人うとの俺が掻き乱みだしてしまっているのが、現状だと思われる。

「ふ、不ふつ束つか者ものですが、よろしくお願いします、ミナトさん……」

　するとラニタは、改まって深々と俺にお辞じ儀ぎをしてきた。

　まるで、俺と結婚して、初夜でも迎むかえるみたいに……。

「あっ、ああ。ほんの二、三日のルームメイトだろうけど、よろしくなっ、ラニタ」

　俺は、変に意識してしまいそうになるのを、必死に堪こらえる。

「ぼっ、ぼくっ、シャワーを浴びようと思うんですけどっ」

「おおっ、そこがシャワールームだから、行ってこいよっ」

「先に使ってしまっても、いいですか？」

「もちろんさっ、自分の部屋だと思って、自由にしてくれよっ」

「は、はいっ、じゃあっ」

「ん、ごゆっくり～」

　ぎこちない会話のオンパレードを終え、ラニタはシャワールームへと消えた。

　俺おれは、ほっと一息つきながら、ベッドの上に腰こしを下ろす。

　ってか、部屋の中に女の子と二人っきりで、女の子がシャワーを浴びるのを待ってるって、どんな状況だよ!?

　普ふ通つう、そんな状況で思おもい浮うかぶのって、ひとつしかないよな。言わせんな恥ずかしい。

　つーか、妄もう想そうが止まらなくなっちまうじゃねーかっ！

　いつぱんつ脱ぬげばいいの？　全ぜん裸ら待機？　早くして寒い。

　……違ーーーうっ！　俺にはっ、ソフィアとマリーがいるのにっ！

　どうしてこんなにも、世界は誘ゆう惑わくに満ちているんだぁぁぁぁぁっ!?

　俺はベッドにばったりと倒たおれ込み、ごろごろと転げ回って身み悶もだえる。傍はたから見ると、相当に気色悪いのではないだろうか。




　そうして二、三十分が過ぎ――。

「ふぅ、さっぱりしました。どうぞミナトさんも」

　バスタオルを巻いただけの姿のラニタが、シャワーから出てきたのだ。

　いつもの三つ編みが解けていて、まだ濡ぬれた髪がとても色っぽい。

「ぱっ、パジャマ！　さっき雪花に渡わたされたパジャマがあったよねぇっ!?」

　俺がとっさに目を逸らしつつ指し摘てきすると、

「あっ、すみません。持って入るのを忘れてしまって……」

　まさにてへぺろっという表情で、ラニタが舌を出した。

　かっ、可愛いのは悪いことではない、っていうか正義なんだが。

　ラニタってば、変なところで隙すきがあるっつーか、うっかりさん？

　そのせいで、もしかして誘さそわれてるんじゃないかと勘かん違ちがいしちまいそうなんだぜ？

「じゃ、じゃあ俺も入ってくるかっ」

　俺は逃げるようにして、シャワールームへと駆け込むのだった。
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　バシャバシャと頭からお湯をかぶる。

　一日の、いや、ここ数日間の張はり詰つめた疲つかれが、すぅっと取れていくようだ。

　事態は、さして好転もしていないどころか、どちらかというと悪化しているというのに。

　三つあるという邪じや神しんの封ふう印いんの一つがすでに解かれ、残りの二つの封印がある聖地へ向かうのも、敵にリードされている展開なのだ。

　それでも、ソフィアとマリーが俺たちのもとに戻もどってきた安心感は、計り知れない。

　本当は、まだ人質となっている硯すずり姉きよう弟だいとファルバザード三皇女の身を案じれば、心が張り裂さけるような思いでいなければならないのかもしれないが。

　とはいうものの、邪神の封印が解かれた際の、ソフィアとマリーの扱あつかわれ方を見てしまった後では、多少気が抜けてしまったのも正直なところだ。

　なんというか、ただのエッチなシチュエーションプレイ？　って感じで、差さし迫せまった生命の危険は、皆かい無むといってよかったのだから。

　だが、封印の解き方がどれだけおバカであろうと、邪神の復活という恐きよう怖ふは、一いつ切さい去っていないのである。

　人類の未来は、俺たちの双そう肩けんに懸かかっているといっても過言ではないわけで。

　責任の重大さを直視すると、改めて身が縮む思いだ。

　なんて考え込んでいる間に、気がつけば俺の手は、無意識のうちに身体からだ中じゆうきれいに洗い終えていたのだった。

　さ、上がるとするか。

　俺はシャワーの蛇じや口ぐちを捻ひねり、お湯を止める。

　そこでふと、俺の脳のう裏りにある疑問が浮かんだ。

　ラニタは、どうしてるだろうか？

　むしろ、先に眠ねむっちゃっててくれたりすると気が楽だな～。とか思いながら、俺はシャワールームを出る。

　いやでも、寝込みを襲われるのを警けい戒かいして、眠い目を擦こすりつつ無理して起きてたりなんかして？

　っていうかそれじゃあ俺、全然信用されてないみたいっつーか、完全に変質者扱い!?

　だとしたら凹へこむわー。マジ凹むわー。

　っと、何をくだらんことを考えているんだ俺はぁっ!?

　濡れた犬がよくやるようにぶんぶんと激しく首を振ふった後、俺が室内に視線を向けるとそこには――。

　なぜかカチコチに緊きん張ちようした様子のラニタが、ぽつんとベッドの上で正座していたのだ。

　ナニコレ。どういう状じよう況きよう？　意味がわからないよっ!?

　それはともかく。

　湯上りからまだそれほど時間の経たっていないラニタは、まだ湿しめっているうなじとか、ほつれ毛とか、すごく色っぽい。

　じゃなくてっ！

「ままままま、まだ起きてたのかいっ？　ラニタ」

　うわずった声で、俺は呼びかける。

「ミナトさん……」

　俺を見上げたラニタの瞳ひとみは、心なしか少し潤うるんでいて。

　ズッキュン！　テラズッキュン！

　思わず俺は、主に八王子の一部の人にしかわからない萌もえ寺のテーマソングを口ずさんでしまいそうになる。

　しかも、パジャマに着き替がえた、ラニタのおおお、おっぱい……！

「？　どうかしましたか、ミナトさん？」

　ラニタはまったく気にしていない表情で、問いかけてくる。

「んあぁっ!?　いやっ、その、ラニタの胸が、ふくらんでるから……ってあああ、ごっ、ごめんっ！」

　って何正直に答えてんだぁぁ俺ぇぇ！

「えっ……？　あっ……！」

　カァーッ、と。

　みるみる赤くなりながらラニタは初めて自身の胸むな元もとに目を遣やり、ふんわりと柔やわらかそうな双そう丘きゆうを両手で押おさえたのである。

「普ふ段だんは布をきつく巻いて、平らになるようにしているので。でも、寝るときにはやっぱり苦しいから、外しちゃうんです」

　そんな必要はないのに、言い訳っぽく説明するラニタ。

　ううっ、やっぱり、普通の女の子なら何でもないようなところで、苦労してるんだなぁ。

　俺はラニタを不ふ憫びんに思い、ひとり涙ぐみそうになる。

　こんな健気けなげな女の子に、俺ってやつは、欲情しそうになるなんて！　バカバカバカ！　俺のバカ！

　と反省しようとしたそのとき、

「ぼくの胸、どうですか？」

　唐とう突とつに、ラニタが尋たずねてきた。

「へ？　どう、って？」

　とっさに意味が理解できず、俺は聞き返す。

「形とか、おかしくありませんか？　あ、服を着たままではわかりませんよね……」

　あろうことかラニタは、ごそごそとパジャマを脱ごうと裾すそに手をかけ始めた。

　うそっ!?　これってどういう幻げん術じゆつの一種!?

　天てん狗ぐじゃ！　天狗様の仕し業わざじゃ！

　ラニタの奇き抜ばつな行動に、俺は完全にパニックに陥おちいりながらも、

「全っっっ然っ！　おかしくないＹＯ！　大だい丈じよう夫ぶ！　とってもきれいな形してるヨ？」

　あれ？　なんで俺、女の子のおっぱいの形について、力説してるのん？

「本当ですか？　……触さわってみないと、よくわからないかもっ」

　ラニタは疑いの眼まな差ざしで、さらに無理難題を俺に突つきつけようとする。

「ぶふっ!?　ちょっ、ちょっとちょっとラニタ!?　いったいどうしたんだよいきなりっ!?」

　さすがにそろそろ止めないと、冗じよう談だんでは済まない事態に発展してしまいそうだと、俺は危機感を覚える。

　それでも、ラニタの態度は真しん剣けんそのものだった。

「ぼく、女性の胸って、見たことがなくって……。自分のがちゃんとしているか、自信がないんです」

　ラニタの数すう奇きな運命に特有の、深刻な悩なやみであるらしかった。

「そんなん、気にすんなって！　誰だれだって、思春期には一度は通る道だからっ！」

　俺は努めて明るく、ラニタを励はげます。

　なんだろうこの、修学旅行のお風ふ呂ろで同級生の身体をチラ見してしまうみたいな相談は。

　だんだん、ラニタと二人だけで寝るのが不安になってくるな……。

　と、だいぶ弱気になってきたところで、俺は今さらながらある事実に思い至る。

　この部屋には、一いち目もく瞭りよう然ぜんなことに、ベッドが一つしかない。

　それも、そんなに広くはない、せいぜいセミダブルといったサイズだ。

　これでは、一いつ緒しよにベッドに入ると、寝ね返がえりでも打った際には絶対に身体と身体が触ふれ合あうに決まっている。

「よ～し、そろそろ寝るかぁっ。んじゃ俺、床ゆかで寝るわっ」

　できるだけさり気なく言ったつもりだったのだが、

「えっ？　そんなミナトさん、どうぞベッドで眠ってください。お邪じや魔までしたら、ぼくが床で寝ますから」

　やはりラニタに引き留められてしまった。

　もちろんラニタを床に寝かせるわけにはいかない。そしてラニタの性格からして、俺が床に寝るのも頑がんとして認めないだろう。

　しかた、ないのか。

「ラニタは、俺と一つのベッドで寝ても、平気なのか……？」

　一応俺は、最終確かく認にんを取ってみる。

「何を言ってるんですかミナトさん。嫌いやだったら初めからこの部屋にいませんよ？」

　きょとんとした顔で、ラニタが首を傾かしげる。

「そ、それはラニタが、実は女の子だってみんなにバレないための苦肉の策で……」

　しどろもどろになりつつ、俺がなおも続けると、

「それはそうですけど、ぼく、村の男衆だけで野営した経験だってありますし、気にしたことないですよ？　安心してください、男だけで寝るのは、慣れてますから」

　逆にラニタに諭さとされてしまった。

　そっか、意識し過ぎているのは、俺の方か。俺はようやく、踏ふん切ぎりがついた。

「わかった。ごめんな？　変なこと聞いて」

「いえ、気を遣つかってもらって、嬉うれしいです。それじゃあ、寝ましょうか。おやすみなさい、ミナトさん」

「あ、ああっ、おやすみっ、ラニタ」

　そう言って、部屋の電気を消し、俺たちはベッドに潜もぐり込んだ。

　そうだよ。ちょっと考え過ぎだったんだよ、俺。

　戦いの疲れもあるし、きっとこのまま、あっという間に睡すい魔まに襲おそわれ、泥どろのように眠れるさ。

　そうに違ちがいない。




　しーんと静まり返った、真まっ暗くら闇やみの室内。

　眠れねぇぇぇぇぇ！

　なんか隣となりのラニタから、いい匂においが流れてくるんですし。

　これで村の男たちと一緒に寝ていたとか、ヤバくないかラニタ？

　ってあの話は、そもそもいつ頃ごろのことだったんだろう。ラニタがもっと子供だったときなんじゃあ……？

　どう考えても今のラニタからは、ぴちぴちの女の子の色いろ香かってやつが、ダダ漏もれってくらい、漂ただよいまくっている気がするんだよなぁ。

　それとも、ラニタと一緒に寝た村の男たちは、「おかしい。なんで俺、男のラニタにこんなにドキドキしちゃうんだ!?　俺って、もしかしてホモ!?」って苦く悩のうしたりしてたんだろうか。

　だとしたら、罪なやつだぜ、ラニタ。

「ん、うぅん……」

　ラニタがドキッとするような可愛かわいらしい声を漏らし、ごろんと寝返りを打つ。

　そのせいで、ラニタとの距きよ離りが俺と身体が触れ合うか触れ合わないか、ぎりぎりにまで近づいたっぽい。

　おおおおおお落ち着け俺！

　俺の嫁よめはソフィアとマリー、俺の嫁はソフィアとマリー、俺の嫁はソフィアとマリー！

　念仏でも唱えるように、俺は心の中で呟つぶやく。

　それに、ジャングルのテントで、ファルバザード三皇女とだって、一緒に寝たじゃないか！

　女の子と寝るくらい、俺にとっては何でもないはずだろ？　そんなふうに、自分に言い聞かせようとする俺だったが。

　とは言っても、ファルバザード三皇女とは、総勢四人で寝たんであり。

　そりゃあブリジッタのおっぱいはふかふかだったし、エルッカの太ももはつるつるだったし、アリッサのほっぺはぷにぷにだったし。

　三皇女の肌はだ触ざわりは、確かにとっても気持ちよかったけど、到とう底ていそれ以上進展するような状況ではなかったというのが実情である。

　しかし今は正しよう真しん正しよう銘めい、ブレーキとなりうるのは俺の理性のみ。

　うぉぉぉぉぉ、がんばれ俺、超ちようがんばれ！

　が、そんな気合いを入れる必要はなかった。

　ファルバザード三皇女のことが思い浮かんだ時点で、俺のエッチな気分は、どこかへ飛んでいってしまったのだから。

　ファルバザード三皇女に対して、俺は多大な恩義を感じている。

　彼かの女じよたちがいてくれなかったらシャルスティア王国は、アシエルの父親である元宰さい相しよう、アベラルド・アルカサルのクーデターによって、もしかしたら転てん覆ぷくしていたかもしれないのだ。

　その彼女たちは現在、エルキシュ公国の大公が率いる空母に囚とらわれ、さらには邪神の第二、第三の封印を解くために、魔ま力りよくを吸いつくされる危機に陥っている。

　それを思えば、こうして心ここ地ち好よいベッドで眠るのさえ、申し訳ない気持ちになろうというものだった。

　俺にできるのは、しっかりと力を蓄たくわえ、必ずやファルバザード三皇女と硯姉弟を救い出すこと、それだけである。

　よし、寝るぞ！

　俺が雑念を払はらい、今度こそ眠りに就つこうとした、そのとき。

　ぴとっ。

　ふぉぉっ!?　俺の身体の左側に、何やら温かくて柔らかい物体が!?

　寝ね相ぞうなのだろうか、ラニタが俺に、くっついてきたのだ。

　気にしちゃダメだ。ほら見ろ、ラニタはすでに、ぐっすり寝てるんだぞ？　俺もいい加減、見習わなければ！

　ところが、

「もう、ミナトさんの意地悪……。まだ、起きているんでしょう？」

　甘あまえたような、拗すねたような声で、ラニタが問いかけてきた。

「うへぇぇっ!?　ねっ、眠ったんじゃなかったのかっ、ラニタぁっ!?」

　心臓が口から飛び出しそうになり、俺はがばっと身を起こしてしまう。

「こんな、至し近きん距きよ離りにミナトさんと二人っきりで、眠れっこありませんよ」

　さっきと言ってることが、違いやしませんかぁぁ!?

　パチッと、ベッドのそばに備え付けられた、ライトが点灯した。

　ラニタがスイッチをオンにしたのだろう。

　浮かび上がる、ラニタの思いつめたような表情。そこには、何か並々ならぬ決意が見て取れた。

「ミナトさん、ぼくに思い出をくれませんか？」

　ラニタが、熱の籠こもった瞳で俺を見つめる。

　俺は、ラニタの美しさに見蕩れてしまう。

「ミナトさんが、ぼくを女にしてくれたら、残りの一生を悔くいなく男として生きていける気がするんですっ！」

　口にしている論理は滅め茶ちや苦く茶ちやな気がするものの、ラニタの思いが、痛いほど伝わってきた。

　本当は女の子なのに、族長である父のため、一族のため、男として十五年間を生きてこなければならなかったラニタ。

　悲しいことも、辛いことも、たくさんあっただろう。

　それでもなお、ラニタは己おのれの運命に従い、自身に与あたえられた責務をまっとうしようとしている。

　その、手助けを、俺がしてやれるというなら――。

　って無理無理無理無理！

「待てっ、待つんだラニタ！　一時の気の迷いで間ま違ちがいを起こしちゃいけないっ！」

　ぐっと近寄ってくるラニタを、俺は必死になって制する。

「そんなっ、気の迷いなんかじゃありませんよっ！　ぼくはっ、本当にミナトさんがっ、すっ――」

　ラニタがムキになって、俺にのしかかろうとした、そのとき。

　ぐらり、とラニタの身体がバランスを崩くずし、ベッドの端はしから転げ落ちそうになる。

「ラニタっ!?」

「ミナトさっ、きゃぁぁっ!?」

　とっさに手を伸のばす俺と、それに掴つかまろうとするラニタ。

　だが、

「うわぁっ!?」

　無理な体勢で踏ん張ばりが利きかず、ラニタに引かれ、俺までがベッドの下へと転落する破目になってしまった。

　ドタバタバサッ、ドスンッ！

　ずるぅっ、ブチブチブチッ！

「痛たたた……」

　落下の音だけじゃなく、なんか変な音まで追加でしたけど、どうなったんだ？

　俺は床にぶつかった腕うでを摩さすりながら身体を起こし、目を凝こらすと。

　落ちるときにずれたのだろう、ラニタのパジャマのズボンが少し脱げ、白いぱんつとお尻しりがちょろっとはみ出していた。

　しかし、それ以上に、上半身に問題があったのである。

　あーあ、おへそまで丸見えになっちゃって……、と視線を上げていきつつ、俺は気づく。

　ラニタの身体の肌はだ色いろが、おへその周りだけでなく、どこまでも広がっていることに。

　あろうことか、ラニタの立派な胸の圧力で、パジャマのボタンが全部、千切れ飛んでしまっていたのだ。

　ラニタってば、なんという凶きよう器きを隠かくし持もっていやがったんだ。ふぅ、こいつは厄やつ介かいだぜ。

　などと言っている場合ではない。

　ラニタのパジャマは、中央が全開になってしまったものの、ギリギリ大事なおっぱいの頂点はガードされていた。

　が、わずかでも身体を動かしたら、見えてしまうかもしれない。

「あわわわわっ、ラニタ、前、前っ！」

　注意を促うながすため、俺は大おお慌あわてで指摘した。

　にもかかわらず、ラニタが取った行動は――。

「ちょうどよかった、ミナトさん、ぼくの胸がおかしくないか、この機会にしっかり確認してくださいっ！」

　がばぁっ、とせっかく胸を隠してくれていたパジャマを、自らの手で左右に開き切ってみせたのである。

　ピンクだし！　とってもきれいだし！

「どぉぉぉぉぉぉぉっ!?　らめぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　驚きよう愕がくのあまり、呂ろ律れつの回らない舌で俺が絶ぜつ叫きようした、直後。

　ガチャッ。

　なんの前まえ触ぶれもなく、突とつ然ぜん部屋のドアが開いた。

「むにゃむにゃ……。あれぇ？　アカネ……どこぉー？」

　登場したのは、眠そうな目を擦り、ふらふらとした足取りのコレットだった。

　ヤバい！　ラニタのとっても女性らしい胸が、コレットに見られてしまったぁぁぁっ！

　と一いつ瞬しゆん青ざめる俺だったが、よくよく見ると、コレットは明らかに寝ねぼけている。

　神はまだ俺たちを見捨てていない。

　これなら、まだどうにか、誤ご魔ま化かせるのではないだろうか？

「ん～？　ラニタ……おっぱいがふくらんじゃったの……？　病気？」

「そっ、そうなんだよ、コレット。でもこの病気は、すぐに治るから、なんの心配も要いらないんだぜっ？」

　このまま自分の部屋に帰せば、ぐっすり眠って朝起きたコレットは今のラニタの姿を夢だと思ってくれるはず。あるいは、きれいさっぱり忘れてくれるかも！　俺おれマジ策士！

　ところが。

「コレットぉーっ？　もう、こんなところで寝ぼけて、ダメじゃないっ！」

　最悪のタイミングで、どうやら茜がコレットを捜さがしにやってきたのだ。

「ごめんね、湊、ラニタさんっ。眠ってるの、邪魔しちゃった？」

　開いたドアから、茜がひょっこり顔を覗のぞかせる。

　ぎょえぇぇぇぇっ！　ここで茜にまでバレてしまったら、万ばん事じ休きゆうすだっ！

　だが、コレットに見つかってから茜が来るまで、ほんのわずかながら時間差があった。

　その間にラニタなら、海の部族一の召しよう喚かん士しであり、その名に恥はじぬ勇者たらんとするラニタなら、きっとなんとかしてくれるっ！

　俺が一いち縷るの望みをかけて振り返かえるのと同時に、

「って……ラニタ、さん……？　その、胸……」

　茜の茫ぼう然ぜんとした声が、俺を追おい越こしていった。

　ぜ、全然隠せていない……。

　ラニタはさらしを巻こうと思ったのだろう。キョロキョロと首を左右に振ってお目当てのものを捜していた。

　が、その男として生きるにはもったいなさ過ぎる立派な胸を、惜おしげもなく晒さらしたままだったのである。

　オワタ。完全にオワタ。

　俺は、がっくりと肩かたを落とす。

「みぃ～なぁ～とぉ～？　あんた、知ってたのねぇ～～～？」

　そして、いつものごとく、背筋も凍こおる茜の最初は怒いかりを押し殺ころした言葉が、俺に降ふりかかるのだ。

「おかしいと思ったのよっ！　あんた、ラニタさんが女性だって知ってて、みんなに内ない緒しよにして、自分はやらしいこと、しようとしてたってわけねぇぇぇ～～～っ!?」

「違うんだっ！　誤解だ！　これには深いわけがぁぁぁっ!!」

　両手をバタつかせて弁解する俺に、ぷるぷると握にぎった拳こぶしを震ふるわせる茜が、

「問答無用っ！」

　まさに腕を振り上げようとした、そのときだった。

「どうしたのですか、湊殿どの？」

「何を騒さわいでおるのじゃ？　こんな夜中に」

　クリスと、ソフィアが、いやよく見ればぞろぞろと、雪花もマリーもアシエルも、結局乗組員全員が、この場に集まってきてしまっていた。

　まぁ、これだけうるさくすれば当然か、はぁ。




「ラニタ殿は、女ぁ～～～～～っ!?」

　素す直なおに驚おどろくクリスと、

「言われてみれば、これほど可愛らしい顔立ちをなさっているラニタ様です。まったく違い和わ感かんありませんね」

　あっさりと納なつ得とくする雪花が対照的だ。

　ボタンが取れてしまったパジャマの前をやっと手で閉じたラニタは、みんなに向かって自身の数奇な生おい立たちを説明し終えたのだった。

「あの、皆みなさん、どうかこのことはここだけの話として、くれぐれもご内密に……」

　最後に、深刻な表情でラニタが懇こん願がんする。

「ええ、もちろんです」

「大恩あるラニタ殿の不利益となるような言動を、私たちが取るはずもありますまい」

　マリーとソフィアが、即そく座ざに了りよう承しようの意を示した。

「さ、じゃあラニタさんは、あたしとコレットの部屋で寝ましょっ」

　茜が、残るとっても基本的な問題の、解決案を述べる。

　あれれ？　みんな、もうおしまい？

　俺は、ラニタの秘密についてのみんなの反応が予想外に薄うすいことに、びっくりするものの。

　まぁ、そりゃそうか。

　よく考えたら、みんな、こんだけ邪じや神しん復活阻そ止しに尽じん力りよくしてくれているラニタに、協力してくれるに決まってるよな。

　バレたら大変なことになるなんて、俺の取とり越こし苦ぐ労ろうだったわけだ。

　無論、海の部族の村でバレた日には、致ち命めい的てきなんだろうけど。

　ここが、俺たちしかいない船の中で、本当によかった。

「ラニタ、女の子だったんだねっ。今までお兄ちゃんみたいに思ってたけど、これからはお姉ちゃんだねっ」

　むしろ嬉しそうに、コレットもラニタに話しかけたりなんかしている。

「ごめんね、コレット。ずっと騙だましてて……」

　一方ラニタは、後ろめたそうに、詫わびる。

「ううん、なんで？　ラニタが男だって女だって、ボクとラニタが仲良しなのは、変わらないでしょっ？」

「うん、そうだね」

　二人は、にっこりと満面の笑えみを浮うかべた。

　てんやわんやの一夜は、こうしてようやく幕を引いたのである。
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　俺たちを乗せた高こう速そく艇ていは、アフリカ大陸東岸沿いを北上した。

　エルキシュ公国は、ヨーロッパ大陸の、地中海に面した小国なのだそうだ。

　高速艇は、これから紅海へと入り、エジプトを目指す。

　エジプトには、かの有名なスエズ運河が通っている。

　スエズ運河は、紅海から地中海へと出ることができる、まさに今の俺たちにはうってつけの便利な航路だ。

　と、アシエルが教えてくれた。

　そして地中海に出たら、そのまま地中海を縦断してエルキシュ公国へと上陸を果たす心づもりだ。

　一夜明け、俺たちは今後の作戦会議に臨のぞんでいた。

「邪神復活を企たくらむ犯人が、エルキシュの大公だってわかったのはいいけど、ダラ＝カーハにも邪神を封ふう印いんした聖地はあるんだよな？」

　尋たずねる俺に、

「そうですね」

　アシエルが淡たん々たんと頷うなずく。

「エルキシュ大公は、エルキシュで待つって言ってたけど、すでに敵がダラ＝カーハにも部隊を派は遣けんしていて、エルキシュとダラ＝カーハの封印を同時に解くつもりだっていう可能性はないのかな？」

　続ける俺の質問に、

「まったくもってミナトくんの指し摘てきは、もっともだと思います」

　特に取り乱しもせず、アシエルは答えた。

「それって、めっちゃヤバくね？」

「めっちゃヤバいです」

　俺に合わせて、アシエルはお茶ちや目めな言こと葉ば遣づかいでオウム返ししてみせる。

「おぃぃっ!?　だったらそんな、落ち着いている場合じゃないんじゃないのかぁぁっ!?」

　我が慢まんの限界を迎むかえ、声を大にして叫さけぶ俺に対して、

「かと言って、我々の現有戦力を二手に分けるのは得策ではありません」

　アシエルは難しい顔をして、解説を始めた。

「こちらも隊を分けるとなると、各個撃げき破はされてしまうリスクが高過ぎるのです。敵は、ファルバザード三皇女様方を捕とらえるほどの軍備を有しているのですから」

　アシエルから発せられたその言葉を聞き、全員の表情が曇くもるのが見て取れた。

　そう、俺たちと別行動を取って敵空母を急きゆう襲しゆうすると意い気き揚よう々ようと出かけていったファルバザード三皇女は、ついに俺たちのもとへと戻もどってくることはなかったのである。

　空母の撃げき沈ちんも、人ひと質じちの奪だつ還かんも失敗し、逆に自分たちがまんまと捕つかまってしまった。

　そしてファルバザード三皇女は、今や自分たちが邪神復活のために利用され、魔力を根こそぎ奪うばわれようとしているのだ。

「だ、だからって、何もしないでダラ＝カーハの封印を解かれてしまうのは、あんまりにも無策が過ぎるんじゃないか？」

「これまたミナトくんの言う通りですね」

「だ、だったらっ……！」

「はい。そう思ってすでに、頼たよりになる助すけっ人とにダラ＝カーハへの潜せん入にゆうを要よう請せいしました」

　な、なんだよアシエルぅー、人が悪いぜーっ？　さすが未来の名めい宰さい相しようアシエルさんやっ！

　でも、助っ人って誰だれなんだろう？　ちょっと気になるな……。

　俺は、安あん堵どの溜ため息いきを漏らしかけたのだが、

「とはいえ、私が手回しした策で邪神の復活を阻止できるかどうかは、正味五分五分といったところでしょう。間に合わない場合も十分に考こう慮りよし、邪神との直接対決の覚かく悟ごも決めておかなければなりません」

　アシエルの冷静な分ぶん析せきは、決して楽観できない現状を如によ実じつに物語っていた。

「邪神との……」

「直接対決……」

　ソフィアとマリーが、ごくりと喉のどを鳴らす。

「私たちも」

「お役に立てるでしょうか？」

　クリスと雪花が、やや自信なさげに問う。

「あっ、あたしも戦うわよっ？」

　茜だって怖こわいんだろうに、それでも精いっぱい強がって。

「ボクも戦うっ！」

「ぼくも、もちろん戦います」

　コレットとラニタは、むしろやる気満々といった風ふ情ぜいで、名乗りを上げた。

　大だい丈じよう夫ぶだ。絶対になんとかなる。いや、なんとかしてみせる。

　俺には、こんなに頼たのもしい仲間たちが、ついていてくれるのだから。

　俺たちは全員、無言のまま視線を交かわし、頷き合う。

「それでは今日一日、ミナトくんと姫ひめ様さま方は、魔ま法ほう制せい御ぎよチップへの魔ま力りよく充じゆう填てんに励はげんでください」

　アシエルは、そんなことを言って締しめ括くくった。

　この高速艇には、魔ま法ほうエネルギー変へん換かん抽ちゆう出しゆつ装置が設置されていて、空になった魔法制御チップへのエネルギー充填が可能なのだ。

　ただ、当然ながら、魔力を放出できる人間が必ひつ須すである。

　その気になれば、ラニタやコレットからも魔力は抽出できるだろうが。

　俺とソフィアとマリーは、シャルスティアの神々から魔力を引き出せるため、他の術者より魔力量が豊富であるらしい。

　なので、魔法エネルギーの充じゆう電でん器きとしては、適任なのだ。

「装置は一台しかないから、一人ずつ、一時間ごとに交代でね」

　魔法エネルギー変換抽出装置に関してはエキスパートの茜が、場を仕切ってくれそうだ。

　邪神の復活阻止、それに失敗した際は邪神の討とう伐ばつ。今回のミッションは、用意できる魔法制御チップの数が、勝敗を決するかもしれない。

　備えあれば憂うれいなし。これは、責任重大だ。

　高速艇は順調に、紅海へと近づいていた。
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　俺たちは、再び高速艇内での夜を迎えていた。

　俺とソフィアとマリーの三人は、けっこう遅おそくまで魔法制御チップへの魔力充填に精を出した。

　と言っても交代制なので、魔力の抽出中は独りでぽつんと装置に座すわって、ぼーっと魔力が身体から抜ぬかれていくだけ。

　別に痛くもなく、まして気持ちいいわけでもなく、単に退たい屈くつな時間を過ごした。

　まぁ、装置に座っている間は、読書してたって寝てたっていいのだが、いまいちそういう気分にはなれなかった。

　もうすぐ敵てき陣じんに乗り込むのだと思うと、どうにも落ち着かない心ここ地ちだった。

　さて、俺は自室に戻り、シャワーも浴び終え、あとは寝るだけという状態である。

　戦いに備えしっかりと休息するのも、また騎き士しの務め。

　昨晩は、不測の事態で夜よ更ふかししちゃったしな。今夜こそは、昨日のぶんまで爆ばく睡すいしてやるぜ。

　と意気込んで、俺はベッドに潜もぐり込――もうとしたのだったが。

　コンコンッ。

　唐とう突とつに、ノックの音で、俺の安あん眠みんへの第一歩は見事に妨さまたげられたのだ。

「んあー？　誰だよぉ、こんな時間にぃ？」

　少しばかりセリフに不ふ機き嫌げんさをトッピングして、俺はドアを開けつつ尋ねる。

　ガチャッ。

　現れたのは、

「ミナトよ、まだ起きておったか？」

「すみません、ミナトさん」

　意外にもソフィアとマリーだった。

　二人ともネグリジェ姿で、心なしか顔を紅潮させているように見える。

「どうしたんだよ二人とも、もしかして夜よ這ばい？」

　理由はわからないが、二人が訪ねてきてくれて嬉うれしいような、それでいてソフィアとマリーの魔力を取り戻した一件以来、二人と会話を交わすのがちょっぴり照てれ臭くさくなってしまったというか。

　なので俺は、軽口を飛ばして雰ふん囲い気きを和やわらげようと思ったのだが、

「なんてな～、ははは……は？」

　図星を突つかれた様子で、ソフィアとマリーのただでさえ赤みが射さしていた顔は、カァァーッとさらに真っ赤になったのである。

「ふぉぉぉぉっ!?　まっ、マジなのっ!?」

　俺は衝しよう撃げきのあまり、船内に響ひびき渡わたるような大声で聞き返してしまう。

　ドタドタドタッ、バタンッ！

「さ、叫ぶでないっ、ミナト！」

「お静かに、ミナトさん！」

　二人は俺の口を塞ふさぎ身体を引っ張って、室内に入りドアを閉めた。

　ふんふんっ、と俺は言葉を発することができないので、頭だけを縦に振ふる。

「そ、それでじゃな、ミナトよ」

「ミナトさん、お邪じや魔ましても、いいですか？」

　すでに部屋の中にいるのに、ソフィアとマリーは改まって俺に許可を求める。

　俺が断ろうはずもない。

「あ、ああ。じゃ、まぁ、座ろっか」

「うむ」

「はい」

　口にあてがわれていた二人のたおやかな手を取り、俺はベッドへと二人を導き、腰こしかけた。

　気まずい沈ちん黙もくが流れる。

　緊きん張ちようが、俺たちを包つつんでいた。

　ふわっと、シャンプーと、それだけじゃない何かが混ざったような甘あまい香かおりが、ソフィアとマリーから漂ただよってくる。

　二人の、整いまくった美しい横顔に、今さらながら見蕩れてしまう俺である。

　やっぱり、ソフィアとマリーは紛まごうことなき、本物のお姫様なんだよな。思わず、感かん嘆たんの溜め息を吐つきそうになる。

　それに引きかえ、俺ときたら、ほんの数すうヶか月げつ前まで、日本で普ふ通つうの高校生をやってたっていうのに。

　何をどう間違ったのか、神しん託たくの騎士なんてもんになっちまって、気がついたらお姫様二人といい感じになっちゃうなんてなぁ。

　どうしてこうなった。

　これ以上相応ふさわしい言葉を、俺は知らない。

「ミナト」

「ミナトさん」

　静せい寂じやくを破ったのは、お姫様たちだった。

「は、はひっ！」

　舌を噛かみそうになりつつ、俺は返事をする。

「その……じゃな」

「私たちの初めてを、今夜もらってくれませんか？」

　もうだいぶ予想はついていたものの、ソフィアとマリーから発せられたセリフは、非常に刺し激げき的てきだった。

「どぅえぇぇぇぇっ!?　そんなっ、俺たちまだ、高校生だしっ!?」

　高校生なら、別段早過ぎるとも言えないだろう。
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　それに、せっかくソフィアとマリーが、女の子の方から積極的にアプローチしてくれたのだ。

　俺としても、嫌いやであるはずがない。

　だがしかし。

　俺はたじろいでしまう。

　なぜなら俺には、まだ一度たりともそういう経験がないのだから。

「それは重々承知しておる」

「結けつ婚こん前にこんなこと、はしたないって思うかもしれませんけど……」

　ほっ、よかった。

　二人が奥おくゆかしい貞てい操そう観念を披ひ露ろうしてくれ、俺は胸を撫なで下おろす。

　も、束つかの間ま――。

「じゃがな、考えてみるがよい、ミナト」

「私たちには、時間がないんです」

「じ、時間がないっ!?」

　二人の穏おだやかでない発言に、俺の心音はまた急速に跳はね上あがった。

「このチャンスを逃のがせば、明日はもうエルキシュ公国に上陸なのだぞ？」

「きっとエルキシュ公国では、これまでとは比べものにならないほどの強敵が、待ち構えているでしょう」

　ソフィアとマリーは、いつになく真しん剣けんな表情で、俺を見つめる。

　強敵……か。

　ならばリアマと戦ったときだって、なにしろ相手は神様なんだし、相当にデカくて手て強ごわかったはずだ。

　それでも、俺とソフィアとマリーの三人で力を合わせて、リアマにさえ、俺たちの力を認めてもらえたじゃないか。

　と反論しようかと思ったのだが。

　俺は根本的な違ちがいに、気づいてしまった。

　リアマはもともと邪神ではなかったわけだし、シャルスティア王国を守る女め神がみ様のひとり――つまりは俺たちに協力してくれるのが本来の姿で、そもそも敵対する関係ではなかったのだ。

　だが、エルキシュ公国の大公には、友好的な意思など端はなから微み塵じんもない。

　ガチで俺たちとやり合う気満々、それどころか最終的には世界を滅ほろぼしてしまっても構わないと考えている、狂きよう気き的なテロリストだ。

「そ、そうだよな……。考えたくはないけど、もしかしたら俺だけでなく人類の多く、下手したらすべてが、邪神によって殺されてしまうなんてこともないとは限らないか……」

　項うな垂だれる俺に、二人はこくりと無言で頷いた。

　なるほど。

　ソフィアとマリーがどれだけの覚悟をもって、俺の部屋まで来てくれたのか、しっかと伝わったんだぜ。

　今やることをやっておかなければ、俺も、ソフィアも、マリーも、清い身体のまま死んでしまうかもしれないってかぁぁぁっ!?

　さぁ、いよいよ重大な一線を踏ふみ越える大義名分が、揃ってきたんですがががっ！

「だっ、だけど魔ま力りよくはっ!?　処……女じゃなくなるとソフィアもマリーも、魔力が低下しちまうんじゃないのかっ!?」

　俺は、はっとして叫ぶ。

　と同時に、自分で口にしてみて初めて、あのとき同じ言葉を言いい淀よどんだブリジッタの気持ちが、ようやく理解できたのだった。

「ミナトとであれば、それは問題ないのだ」

「ミナトさんとなら、それは大丈夫なんです」

　しかも、ソフィアとマリーはとっても落おち着つき払はらった口調で、そう言ってのけた。

「えぇっ!?　なんでっ!?」

　まったく、わけがわからないよ。

　と困こん惑わくするばかりの俺に、

「うむ、例外的にな」

「ミナトさんが、神託の騎士だからなんです」

　ソフィアとマリーの、親切な解説講座が始まったのである。

「シャルスティアの空と海の女神から加護を受ける私たち王女は、神託の騎士――即すなわち火山神顕現騎士ヴオルカエクエスとなる素質を持った者と結ばれても、魔力を失うことはない」

「それどころか、次に空と海の女神の加護を受ける子が産まれるまで、一時的に魔力が高まるとさえ教えられています」

　そっか、言われてみれば、火山神顕現騎士ヴオルカエクエスのパワーだって、ソフィアとマリーとムフフなイベントをこなす度に、どんどんアップしていったんだもんな。

　神様同士がラブラブだと、その加護を受けた人間同士がイチャイチャするとプラスの影えい響きようが出るって、すごい仕組みだよな～。

　と、ひとまず納得したところで。

　これで、すべての障害は取り除かれたように思われる。

　ってことは……。

　いいのか？　本当にいいんだよな？

　ソフィアとマリーの、ふっかふかのおっぱいを揉もみしだいたり、ぷりんっぷりんのお尻しりを撫で回まわしちゃったり。

　それから、それから、それ以上にエッチなことをしちゃっても、誰にも咎とがめられたり、しないってことなんだよなぁぁぁぁぁっ!?

　いかん。妄もう想そうだけで鼻血が出そうだ。早く実行に移さなくては。

「じゃ、じゃあ、ソフィア！　マリー！」

「うむ、ミナトよ！」

「はい、ミナトさん！」

　俺とソフィアとマリーは、意思を確かめ合うように、声をかけ合い。

　俺が二人を抱だきしめようとした、刹せつ那な。

　ガチャッ。

「むにゃむにゃ……。あれぇ？　アカネ～？　ラニタ～？」

　昨晩とそっくりな状じよう況きようで、コレットがまた寝ねぼけて俺の部屋のドアを開けたのである。

　コレット……、わざとやってるんじゃないだろうなぁ～～～？

　そこに。

　バタバタバタッ！

　誰かが駆かけてきた足音が響いたかと思うと、

「すっ、すみません姫様っ！　あのっ……ごゆっくりっ！」

　コレットを連つれ戻しにきたのは、やっぱり茜だった。

　いつもなら「湊ぉ～～～っ、姫様たちに、なに破は廉れん恥ちなことしてんの～～～っ!?」とか雷かみなりを落とすはずなのに。

　どういう風の吹ふき回しか、茜はコレットの手を引き、そそくさと退散してしまう。

　もう茜でさえ、俺とソフィアとマリーの仲を、邪魔する気はないってわけか……。

　なぜか少し寂さびしい気分になりつつ、俺はドアを閉める。

　そして、ソフィアとマリーに向き直った。

「えっと、じゃ、もっかい、気を取り直して……ソフィア！　マリー！」

「そ、そうじゃな。ミナト！」

「え、ええ、ミナトさん！」

　が、

「「「……」」」

　何か違い和わ感かんというか妙みような気配というか、を感じ俺は黙だまったまま、忍しのび足あしで再びドアへと接近する。

　ガチャッ！

　勢いよくドアを引くと、

「きゃぁっ!?」

「はわぁっ!?」

　帰っていったはずの茜と、いつのまにやってきたのかクリスと、

「これは湊様、姫様、失礼致いたしました」

「あはは、こんばんはミナトさん……」

　さらには雪花と、ラニタが、どさどさと前のめりに崩くずれ落ちてきたのだ。

　四人はおそらく、ドアにへばりついて聞き耳を立てていたのだろう。

　なんてはしたない！　せっかくの美少女たちが、台無しじゃないか！

「「「「それではまた～。存分にお楽しみください～」」」」

　起き上がった四人は、からかうようなセリフを言い残して、ぴゅーっと走り去っていく。

「ちょっ、それってどういう意味っ!?」

　俺は赤面しながら、言葉を投げたが、返事は返ってこなかった。

「はぁっ……」

　一気に脱だつ力りよくし、俺は三度ドアを閉める。

　ソフィアとマリーは、行ぎよう儀ぎよくベッドに腰かけたままだ。

　俺たち三人は、顔を見合わせると、

「ははっ」

「ふふっ」

「うふふ」

　なんだか無む性しようにおかしくなって、笑い出してしまった。

「やはり、今夜はやめておくとしようか」

「そうですね。そういう雰囲気じゃなくなっちゃいましたものね」

　ソフィアとマリーに言われ、ほっとした思いともったいない思いが交こう錯さくした末、

「えっ!?　でも魔力を強化するためにも、しなくていいのっ!?」

　俺は聞き返してしまう。

　すると、

「私たちとミナトは、すでに十分通い合っておろう？　たとえさらに先へ進んだとて、さしたる効果は、望めなかろうて」

「ええ、わざわざ今夜、皆みなに変な気を遣つかわせてまで、することではありませんよね」

　ソフィアとマリーは、もう完全にお開きモードに入っていた。

「そっか……そうだよな」

　俺おれも、ようやく賛成するだけの、心の余よ裕ゆうが出てくる。

「こんなときに抜け駆がけしないで、みんなで無事、シャルスティアに帰ってから、もっと解放感に包つつまれたムーディな場所がいいよなっ？　せっかくの初めてなんだしっ！」

　と俺は何の気なしに提案したのだが、

「うむ、というかミナトよ……。『みんなで』とはそなた、よもや初夜からハーレム状態で事に及およぼうというのではあるまいなっ!?」

「そんなひどいですミナトさんっ！　私とソフィアだけじゃ、物足りないっていうんですかっ!?」

　ソフィアとマリーは、想定外に想像力を逞たくましくして、怒いかりを露あらわにする。

「ほげぇぇぇぇっ!?　そっ、そんなつもりは、まったくっ、これっぽっちもっ！」

　俺は慌あわてて全力で、否定するも。

　ぷっ、と俺たち三人は、またそこで吹き出してしまう。

　こんないつも通りのやり取りが、なによりも愛いとおしい。

「まぁよかろう。それについては、いずれ、徐じよ々じよにな。私とマリーがミナトを独どく占せんし続けては、茜にもクリスにも雪花にも、後ろめたいでな」

　ふぅっとソフィアが、諦あきらめの籠こもった溜め息を漏もらした。

「そうですね。みんな、ミナトさんのことが、大好きなんですもの」

　マリーは、どちらかというと楽しそうに言う。

「しかし、ミナトを甘やかし過ぎるのもな……。そなたの欲望には、際限がないゆえ……」

　今度はじとっとした視線を、ソフィアから突き刺さされる。

「ほんとですよ、ミナトさん？　ファルバザード三皇女様や、ラニタさんまで新しく候補に入りそうになってるんじゃないんですか？」

　マリーにまで厳しい追つい及きゆうを受け、

「げっふんっ、ごっふんっ！　なっ、なんのことかなぁっ!?　ははっ、なははははっ」

　もはや俺は笑って誤ご魔ま化かすしかない。

　ソフィアとマリーは、そんな俺の様子をやれやれといった風情でしばし眺ながめていたが。

「なぁ、ミナトよ」

　ソフィアが、おもむろに俺の名を呼ぶ。

「ソフィア、マリー」

　俺もそれに応こたえ、二人の名前を口にする。

「ミナトさん」

　そしてマリーも、俺に呼びかけた。

「なにはともあれ、誰ひとり欠けることなく、きっと帰ろうぞ、シャルスティアへ」

「ああ、絶対にな」

「はい、必ず」

　強い意志が込められたソフィアの言葉に、俺とマリーはしっかりと頷うなずくのだった。







第二章　封ふう印いん攻こう防ぼう戦せん！







　夜のうちに、高速艇は順調にスエズ運河を抜け、ついに地中海へと出た。

　航海に関しては、すべてアシエルが仕切ってくれているので、何の心配もない。

　一分一秒さえ時間を無む駄だにすることなく、俺たちは順調にエルキシュ公国へと向かっていた。

　それにしても、地中海の景色は、さすがになかなかのものだ。

　トルコ、ギリシャ、イタリア半島――、観光にはもってこいの地域ばかりなのに残念ながら今は華か麗れいにスルーするしかない。

「くぅ～っ、余裕があったら、観光でもしたいとこだよなぁ～っ」

　高速艇の側面にある外部通路にみんなで並んで真っ青な空と海を眺めつつ、俺は正直な感想を口にする。

　潮風と太陽の光が心地いい。

　現在ただ一人、操そう舵だ室しつを守っているアシエルと、後で一時交こう替たいしてやらなければならないと思う俺である。

「でしたらミナトさん、新しん婚こん旅行はこの辺りにしましょうか？」

　不意に、マリーが無む邪じや気きに、そんなことを尋たずねてきた。

「「「「ししししし新婚旅行っっっ!?」」」」

　俺とソフィアと茜あかねとクリスが、素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「ええ、もちろん、みんなで一いつ緒しよに」

　にっこりと天使のように微ほほ笑えむマリー。

「みみみみみんな一いつ緒しよ一緒一緒ってっ……！」

　さらに壊こわれた音楽プレーヤーみたいになりながら、俺はみんなに視線を泳がせる。

「私たちも、同どう伴はんしてよろしいのですか？」

　雪ゆき花かが、遠えん慮りよがちに主君であるソフィアとマリーの顔色を窺うかがった。

「むぅぅ、ミナトの後宮を本格的に実現するのだとしたら……、そういう流れに、なるのかのぅ……」

　難しい表情を浮うかべ、ソフィアが唸うなる。

「それがいいですよっ！　みんなでの方が絶対に楽しいですしっ！」

　すかさずクリスが、マリーの意見を後あと押おしした。

「いいなぁ～っ、ボクもっ、ボクも行きたいっ！」

　そうなってくると、コレットも黙ってはいられなくなるのは必然であり、

「そっ、そうよねっ、結婚とか後宮とかはともかく、みんなで旅行したら楽しいわよねっ？」

　茜はまだ納なつ得とくしきれていないながらも、仲間外れになるのはやっぱり嫌だという複雑な様子で、意思を表明する。

「ぼくも、せっかくだからこれを機会に、もっと色々な国々を見て回ろうかなぁ」

　ラニタまでが、誘さそってほしそうに呟つぶやくのだった。

　俺の後宮――いやそんなもん本当に作っちゃっていいのかよって思うんだが――に入るかどうかは置いておくとして、ラニタが見聞を広めるという方針には俺も賛成だ。

　これまでラニタは、ずっとトランカナンの海の部族という、狭せまい世界の中だけで暮らしてきたのだろうから。




　そんなふうに俺たちは、邪じや神しん復活を阻そ止しするミッション中だとは信じられないくらい和なごやかな一時を過ごしつつ、地中海を進んでいく。

　エルキシュ公国にだいぶ近づいてきた頃ころ。高こう速そく艇ていは、一隻せきの軍ぐん艦かんとすれ違った。

　アシエルが、スペイン海軍の軍艦であることを告げる。

「スペイン海軍より入電。『貴艦の作戦の成功を祈いのる』とのことです」

「うぇっ!?　もしかして俺たち今、世界中から注目されちゃったりしてんのっ!?」

「いえ、特にそういうわけでは」

　俺の問いは、速そつ攻こうでアシエルに否定される。

　え～、そうなの？　それはそれで、全世界の危機だってのに他の国、呑のん気き過ぎない？

　腑ふに落ちない思いでいる俺にアシエルが説明をしてくれ始めた。

　アシエルが言うには、魔法国同士の諍いさかいは魔法国の間で解決する、という不文律があるのだそうで。

　各国は、俺たちが問題に決着をつけるのを静かに見守っている段階なのだそうだ。

　もし俺たちが失敗して邪神が復活し、邪神が俺たちの手に負えなかった場合には、世界各国が総動員で、乗り出してくることになるだろうという。

　しかしぶっちゃけ、近代兵器が邪神なんて存在にどこまで通用するものなのか、とんと見当がつかない。

　ここはやはり、なんとしてでも俺たち魔法国のメンバーで、しっかりと事態を収束させなければ！

　俺のやる気は、俄が然ぜん上がってきた。

「あれ？　でもそういや、シャルスティア王国はかつてスペインに、半分植民地みたいな扱あつかいを受けてた、って話じゃなかったっけ？　それなのに普通に、俺たちを応おう援えんしてくれるのか？」

　まぁ、世界全体の一大事なのだから、当然なのかもしれないが。と感じつつも、俺はついつい尋ねてしまう。

「シャルスティアとスペインは、すでにかつての禍か根こんを水に流し、良好な関係を築いていますよ」

　アシエルは穏やかに言った後、表情を引ひき締しめ、

「あと一時間ほどで、エルキシュ公国に上陸します」

　そう皆に宣言した。

　一いつ瞬しゆんにして、空気がピンと張りつめる。

　ついに、決戦のときが近づきつつあった。




　　　　　◇




　肩かた透すかしなほどに何の妨ぼう害がいもなく、高速艇はエルキシュ公国の領海に侵しん入にゆうし、俺たちは高速艇を降り上陸を果たした。

　エルキシュ公国は、国土も小さく人口も少ないので、国力自体は大して高くないのだそうだ。だから軍隊なども強力ではない。

　このへんの事情は魔法国全体に当てはまることで、シャルスティアだって似たようなものなわけで。魔法国はその名の通り、連綿と受うけ継つがれてきたその国独自の魔法体系だけが誇ほこりであり、それでいいのだそうだ。

　と、エルキシュ公国がいくら小国だからといって。

　もちろんさすがに港にそのまま入ったりはできなかったので、人気のない海岸に俺たちは今立っている。

　見上げると小高い丘おかの上に、立派な王宮が聳そびえていた。

「あそこに、エルキシュの大公がいるってわけか」

　トランカナンの聖地で対たい峙じした、長身の女性の姿を思い出しながら、俺は呟く。

　ソフィアとマリーにボンデージ衣装を着せるなんて……すごいお宝画像、じゃなかった、屈くつ辱じよく的てきな目に遭あわせるなんて……脳内フォルダに光速で保存した、じゃなかった、絶対に許さない。絶対にだ。

　などと俺が少々思考を混乱させていると。

「シャルスティアの方々ですか？」

　突とつ然ぜん、俺たちに声をかける者があった。

　俺たちは心臓が止まりそうになるほど驚おどろいて、一いつ斉せいに振り返かえる。

　そこには、エルキシュ大公に似た顔立ちの、小こ柄がらな少女が佇たたずんでいた。

　ソフィアと同じくらいの、緩ゆるくウェーブのかかったセミロングでブラウンの髪かみ。水色の瞳ひとみがくりくりと愛らしい、小動物のような雰囲気の少女だ。服装は質素だが品がある感じで、おそらく貴族なのだろうと思う。

　ソフィアやマリーと生活を共にする間に、セレブな人たちの特とく徴ちように敏さとくなった俺なのである。

　身構えようとする俺たちの中で唯ゆい一いつアシエルのみが、自然なまま口を開いた。

「あなたが、連れん絡らくをくださった方ですか？」

「はい。私は、ミレーユ・グリニャールと申しますです。エルキシュ大公イレーヌ・グリニャールの妹でございますです」

　アシエルの問いに、ぺこりとお辞じ儀ぎをしながら、少女は答える。

　すると、ソフィアとマリーは顔を見合わせる。

「じゃ、じゃあ……ソフィア……？」

「う、うむ……」

　と、マリーとソフィアはなぜか少々恥はじらいつつ、至し近きん距きよ離りにまで近づき。

　マリーは、とても小さな声で二、三言呪じゆ文もんを呟くと――。

　ちゅっ。

　ソフィアの唇くちびるに、自身の唇を軽く触ふれさせたのだ。

　どわぁぁぁっ!?　なにこの百ゆ合り百合な展開っ!?

　俺は一いつ瞬しゆん動どう揺ようするも、すぐに理解する。

　他のみんなは、トランカナンの地でファルバザード三皇女に、言語万ばん能のう化の魔法をかけてもらっていたのだが。

　ソフィアとマリーは、その場にいなかった。

　なので、マリーは自分とソフィアに、言葉が通じるようになる魔法をかけたのである。

　俺が、初めてシャルスティア王国王立プリムヴェール学園に登校した日、マリーからかけてもらった同じ魔法を。

「ご安心ください。この方、ミレーユさんは我々の味方です」

　アシエルは、今目の前で起こったことに何の興味もないかのように平然と、皆を振り返った。

「数日前、ファルバザード皇国からシャルスティアに、ある情報がもたらされました。エルキシュ大公がエルキシュ王宮の閉へい鎖さを一方的に宣言したのだそうです」

「王宮をっ!?」

「閉鎖っ!?」

　俺とクリスが、思わず短く叫さけぶ。

　すぐさま、ソフィアと雪花が人差し指を唇に立て、しーっと俺たちを諫いさめた。

　辺りに俺たち以外の人間がいる気配はないが、大声などの目立つ振ふる舞まいは極力避さけたいところではある。

「すべての貴族などの関係者は王宮に立ち入り禁止となってしまったとのことで、現在王宮周辺は二十四時間、憲兵たちが取り囲み、侵しん入にゆう者しやを許さぬよう見張っているのだとか」

　アシエルの言を、

「只ただ今いま、エルキシュ公国の行政機関は、完全に機能停止の状態に追い込まれてしまっているのでございますです」

　ミレーユさんが引き継ぐ。

「それは……国が大混乱になるんじゃ……!?　だ、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　俺が目を丸くして聞き返すと、

「大丈夫ではないのです。エルキシュは今、大変なことになっているのです。姉上がそんな命令をするはずがないのです！」

　ミレーユさんは小声ながら語気を強め、訴うつたえるような視線を俺に向けた。

「そのため、ミレーユさんが国の異常事態を案じて、魔ま法ほう国家の監かん視し者たるファルバザード皇国に連絡を取り、そこからシャルスティアへとさらに情報が伝わったわけです」

　アシエルは経けい緯いを説明し、

「ミレーユさんは、安全かつ確実に王宮内へと入る手段をご存じだそうですが、教えていただけますか？」

　ようやく本題へと移った。

　なるほど、そのためにこの少女と待ち合わせていたのか。

　だが、俺の脳のう裏りにふと、一つ疑問が浮かぶ。

「な、なぁアシエル、よく考えたら、今俺たちが行かなきゃならないところって、聖地だよな？　エルキシュ大公も聖地にいるんじゃ……」

「おや、さっきのミナトくんの口ぶりから、てっきり知っているのかと思ったのですが。エルキシュの聖地は、王宮の地下にあるのだそうですよ」

　意外そうな顔をして、アシエルが答えた。

　んもぉぉぉ、そういうことは早く言ってよぉぉぉ。不必要に、俺は赤面する破目になるのだった。

「こちらへ」

　ミレーユさんは手招きしつつ、鬱うつ蒼そうとした森の中へと入っていく。

　完全アウェーである俺たちに他に選せん択たく肢しはない。俺たちはぞろぞろと、その後をついていった。




　十分ほど歩いただろうか。

　森の中で、少し拓ひらけた場所に出た。

「非常時のために、王宮へと続く秘密の抜ぬけ道みちがあるのでございますです」

　そう言って、ミレーユさんが指差したのは――。

「古ふる井い戸どとは、また古風な仕し掛かけですね」

　ぼそっとクリスが呟いた通りの代しろ物ものだった。

　うん、いかにも秘密の抜け道の出口って感じだ。

「参りましょうです」

　ミレーユさんは、井戸へと身を乗り出し、そのまま井戸の中へと身体を潜もぐらせ始める。

　近寄って見ると、井戸の中には錆さびた手すりが等とう間かん隔かくに設置されていて、下へと降りていけるようになっていた。

　これまた、俺たちは素す直なおに、順にその後に続くのだった。

　井戸の底に降りると、そこからは横方向に石造りのトンネルが伸のびていた。

　ミレーユさんは予あらかじめ用意していたランタンを取り出し、火を灯ともす。

　おどろおどろしい雰ふん囲い気きだが、この程度ならもう慣れっこだ。俺たちは黙もく々もくと、進んでいった。




　ガコッ。

　石壁かべの一部が開き、光が漏れる。

「出ますです」

　ミレーユさんは言うが早いか、開いた隙すき間まに身体を滑すべり込ませる。

　俺たちも倣ならって、外に出ると。

　そこは、荘そう厳ごんな王宮の回かい廊ろうの一角だった。

「さぁ、こちらから王宮の中へ入れますです」

　中庭などをのんびりと眺める暇ひまなど当然なく、ミレーユさんの案内はまだ続くのだった。

　無人の王宮内は、しんと静まり返っていて、まるで廃はい墟きよみたいだ。

「エルキシュ大公はどういうつもりなんだ？　俺たちを妨害するなら、兵士で固めた方がよさそうな気もするのに」

「まるで、私たちと魔法による対決を望んでいて、決けつ闘とうの場を整えてくれているかのようですね」

　俺とアシエルは顔を見合わせる。

　ソフィアとマリーがボンデージ衣装を着せられた、トランカナンの聖地で第一の封ふう印いんが解かれたときもそうだったが、エルキシュ大公はわざわざ俺たちが聖地に到とう着ちやくするのを待っていたふしがある。

　えらい余裕っつーか、演出好きというか。

　そして俺たちが悔くやしがるのを酒の肴さかなにしながら、自分が描えがいたシナリオに酔よっている。そんな感じなのだ。

　むかっ腹の立つ話だが、俺たちは今のところ、敵の思い通りに弄もてあそばれている。どこかで逆転して、鼻を明かしてやらないと気が済まない。

「王宮地下へは、ここから」

　ミレーユさんが指し示した先には、大きくて立派な階段が下方へと続いていた。

　一歩一歩降りる度に、ひんやりとした空気が足元から流れてくる。

　目的の場所は、もうすぐと思われた。




「着きましたです」

　ミレーユさんが静かに告げた。

　直後。

　カツンッ、と降りる動作を繰くり返していた俺の足が、段差がなくなった平へい坦たんな石の床ゆかに、つんのめりそうになる。

　そこは、相当な広さの空間だった。

　天てん井じようも壁も床も、石で組まれた巨きよ大だいな聖堂。壁には等間隔に松たい明まつが灯っている。

　俺が初めて火山神顕現騎士ヴオルカエクエスになった、シャルスティアの地下神しん殿でんに、かなり似た雰囲気だ。

　俺たちは、ぐるりと周囲を見回す。

　すると、数十メートル先の薄うす暗くらがりに、ぼぅっと浮かび上がる三つの白い物体があった。

「騎き士し様っ！」

「遅せぇぞこのすっとこどっこい！」

「早く助けるのだ、貴様！」

　なんとその白っぽい何かは、次々に言葉を発したのである。

「!?　……ブリジッタ、エルッカ、アリッサ！」

　目を凝こらし、俺はようやくそれが人間、しかもファルバザード三皇女であることに気づく。

　白く見えているのは、透すき通とおるような美しさの、三皇女の素す肌はだだったのだ。

　長女ブリジッタは、とってもアダルティな黒いレースのブラジャーとショーツのみを身につけていた。ゴージャスな縦ロールの金きん髪ぱつと、ペパーミントグリーンの瞳がキラリと映はえる。

　うぉ～～～っ、色っぺぇ～～～っ！

　ゴクリと喉のどを鳴らしそうになるのを、俺はグッと堪こらえた。状況が状況である。エッチな気分に浸ひたっている場合ではない。

　次女エルッカは、グレーのスポーツブラと女性用ブリーフというカッコ可愛かわいい下着姿だ。ショートの金髪とささやか過ぎる胸とが相まって、ボーイッシュな魅み力りよく全開である。

　三女アリッサは、白色無地の女児用ブラジャーと綿ぱんつというお子様な格好。

　姉たちと同じ金きん髪ぱつ翠すい眼がん。髪かみ型がたはストレートロングで頭のてっぺんにちょこんと一ひと房ふさがアンテナのように立っている。

　そして三人の手足には――ソフィアとマリーもそうだったように――バネのような奇き妙みような器具が装着させられていた。

　三皇女のすぐ後ろには、墓標のようなものが見える。

　あれがやはり、邪神を封印したエルキシュの英えい雄ゆうの墓なのだろう。

「待ってろブリジッタ！　エルッカ！　アリッサ！　すぐに助けてやるっ！」

　俺は叫びつつ、三皇女へと駆け出す。

　が、この展開は――。

　ズズズズズッ、ゴボゴボゴボッ、ゴォォォォッ、ビュォォォォッ！

　地下の闇やみの中からおびただしい数の、黒い汚お泥でいのようなものが、黒い汚お水すいのようなものが、黒い業ごう火かが、黒い腐ふ臭しゆうを放つ風が、現れたのだ。

　エルキシュ公国お得意の、暗黒精せい霊れい魔ま法ほうによって召しよう喚かんされた、暗黒精霊たち。嫌いやな予感が的中し、俺は歯を食いしばりつつ、急きょ反転する。

「ソフィア！　マリー！　儀ぎ式しきを！」

「うむ！」

「はいっ！」

　俺は走りながら、ソフィアとマリーのふくよかな胸へと両りよう腕うでを伸ばす。

　二人の姫ひめ様さまは、並んで俺を迎むかえた。

　ふかぁっ、ふにゅぅぅっ。

　おおっ、久々のこの感触っ！　などと感動してもいられない。

「我は天空を司つかさどる乙おと女めなり」

「我は大海を司る乙女なり」

　厳おごそかな二人の声が、響ひびき渡わたった。

「「戦火巻き起こりて　我に降りかからんとする害意あり　汝なんじ　我の永遠の半身として　我わが剣けんとなり　我が盾たてとなり　我が仇きゆう敵てきを滅ほろぼさんことを誓ちかうや？」」

　問われた俺の身体の奥おく底そこから、超ちよう人じん的てきな力が、湧わき上がってくる。

「誓わん　我は噴ふき上げる炎ほのおを司る勇者なり」

「「ならばよし」」

　ソフィアとマリーの唇が、俺の左右の頬ほおに触れる。

　ブォォォォォッ！

　真しん紅くのオーラが俺の全身から燃え盛り。

　懐なつかしささえ覚える、火山神顕現騎士ヴオルカエクエスへと、俺は変身したのだった。

　間かん髪はつ入いれず、

「初源には紅血の海　毀撤には紅炎の空　締てい封ふう　聖焔輝エラシツカア盾鎧装スピデイオ！」

　俺はオーラを鎧よろい化する。

　うん、このずっしりとした重量感！　聖焔輝エラシツカア盾鎧装スピデイオは、やっぱこうでなくっちゃなぁっ！

　リアマに力を借りた火山神顕現騎士ヴオルカエクエスだったときの鎧は、ここだけの話、正直頼たよりない感じだった。

　しかし、本家とも言うべき火山神顕現騎士ヴオルカエクエスの鎧を纏まとい、俺の士気はいい具合に高まってくる。

　一方、

「なっ、なんですのっ!?　身体が勝手にっ!?」

「おっ、おいおいっ!?　どうなってやがるんだぁっ!?」

　ブリジッタとエルッカが、よろよろと左右からアリッサに近寄りつつあった。

「よ、寄るな貴様馬ば鹿かが移る！　い、いけません姉様っ……！」

　頬を真っ赤にしてアリッサは拒きよ絶ぜつするも、姉二人の四本の手が迫せまる。

「やっ、ダメです！　ひぁぁっ!?」

　両りよう肩かたを掴つかまれ、頬にも手を添そえられ、アリッサの首筋にブリジッタとエルッカの顔が接近し。

　ぺろっ。

　ブリジッタとエルッカは、妹に舌を這はわせ始めた。

「ふわぁっ!?　んっ、くぅっ！」

　ぺろぺろぺろ、ぺろぉんっ。

　姉二人による、執しつ拗ような舌技わざがアリッサを襲おそう。

　首筋から鎖さ骨こつへ。脇わきからおへそまで。アリッサの幼さの残る身体は、みるみる唾だ液えきに塗まみれていく。

　普ふ段だんから仲がいいファルバザード三皇女ではあるが、下着姿でイチャイチャ……ってレベルじゃねーぞ！　ってくらい濃のう厚こうな絡からみをみせるのはいかがなものだろうか？

　まぁもちろん、自分たちの意思とは関係なく、操あやつられているのだろうことは容易に想像できるのだったが。

　邪神の封印を解く方法とは、邪神を倒たおした英雄が眠ねむる聖地で、英雄の魂たましいに揺ゆさぶりをかけることなのだという。

　残念ながら、邪神を倒した三人の英雄には、絶対に人には知られたくない特とく殊しゆな性せい癖へきがあったのだそうだ。

　その性癖を突つけば、英雄の魂にいとも簡単にダメージを与あたえられるらしく。

　つまり、かつて邪神を封印したエルキシュの英雄の性癖は、なんだろう、女の子同士のラブラブ？　百ゆ合りとか、レズとかってジャンルですかぁぁぁっ!?

　刹せつ那な。

　ビュバァァッ！

　三皇女に気を取られていた俺に、汚水でできた直立するカエルのような姿の穢水精霊が吐はき出した黒い液体が降りかかる。

「うわぁっとっ!?」

　すんでのところで、俺は聖焔輝エラシツカア盾鎧装スピデイオによって装着した盾によって、それを防いだ。

　ジュゥゥゥゥゥゥッ！

　盾が嫌な音を立てると同時に、黒こく煙えんが上がる。

　この黒い液体は、触れたものを腐ふ食しよくさせるらしい。

「聖なる炎ほのお充みたし内ない宮ぐうより　焦誕焔えん晶しようせよ　紅玉灼苛神剣レヴアンデミトレイ！」

　俺はリアマを剣へと変化させ、穢水精霊に斬きりつける。

　ザッシュゥゥッ！

　一刀両断。

　ブシュゥオォォォッ！

　さらに火か炎えん効果のおまけつきで、穢水精霊はたちどころに蒸発してしまった。

　そこに、

「ひぁぁぁぁんっ！」

　戦いの緊きん張ちようをぶった切るような、喘あえぎ声が木こ霊だまする。

　もみもみもみもみもみもみ。

　振ふり向むけば、今度はブリジッタが、妹二人から羽は交がい絞じめにされるような格好で、豊かな双そう丘きゆうを揉もみしだかれていた。

「らっ、らめれすわぁっ、エルッカちゃん、アリッサちゃんっ！」

「すみません姉様、決してわざとではないのです！　ですが、ああ、柔やわらかい！」

「しっかし羨うらやましい胸だぜ……じゃなかった、すまねぇ姉貴っ！」

　呂ろ律れつが回らなくなるほどに、ブリジッタのおっぱいは揉み倒され、白い肌はだが赤く変色してしまっている。

「なっ、なんですのそれはっ!?　いやぁっ、怖こわいっ！」

　ブリジッタが悲鳴を上げた。

　操られているアリッサが、英雄の墓標に立てかけられていた、英雄愛用の武器と思おぼしきものを手に取ったのである。

　それは、黒光りする金属製の大きな鎌かま――まるで死神が持っていそうなおどろおどろしい形だ。

　それを、エルッカとアリッサは、ブリジッタの胸の谷間にあてがう。

「ひゃんっ、つ、冷たいっ！」

　エルッカとアリッサは大鎌の柄えをブリジッタの胸に挟はさませたまま――。

　にゅっ、にゅにゅっ、にゅぷぷっ。

　どういう意味があるのか、上下にピストン運動を始めたのである。

「くぅんっ、硬かたくて、大きいっ……！」

　ブリジッタが刺し激げきに、顔を歪ゆがめる。

　どう見てもただの鉄の棒です。本当にありがとうございました。

　ってうわぁぁぁぁぁぁぁ！　だから、三皇女に注目してちゃいけないんだってヴぁ！

「はぁぁぁぁぁっ！」

　我に返った俺の横では、クリスが魔ま法ほう制せい御ぎよチップを発動させる。

　バシュゥゥゥンッ！

　クリスは、もうお馴な染じみとなった、薄うす紅べに色のミニスカ巫み女こ服の戦装束へとコスチュームチェンジを果たし。

「でぇぇいぃっ！」

　ザンッ！

　泥どろ人形のような瘴地精霊を袈け裟さ懸がけに切きり伏ふせた。

　さらに、

「出いでよ、バイコーンドルフィン！」

　ラニタが、

「行けぇっ、暴食のフレツシユ色情狂群・パンデミツク！」

　コレットが、オカリナのような笛を吹ふき、それぞれ魔ま物ものを召喚する。

　立ちはだかるのは、実体のない、人型の黒い炎の塊かたまりである汚火精霊と、小型の黒い竜たつ巻まきのような腐風精霊。

　ラニタが呼び出したのは、巨大なトライホーンホエールではなく、人間くらいの大きさの、二本の角を生やした空飛ぶイルカだ。

　王宮地下という限られた空間と、暗黒精霊の群れという数は多いが小さな標的を相手にするため、それに適した魔物を選せん択たくしたのだろう。

「食くらえっ、閃魔破インフイニア砕双角・バニツシユ！」

　腐風精霊に突とつ進しんし、バイコーンドルフィンは角を突き立たてる。

　が、全身が風でできている腐風精霊に、おそらく手て応ごたえはないはずだ。

　すると同時に、バイコーンドルフィンの二本の角が、共鳴するように振しん動どうした。

　ブゥゥゥゥゥゥンッ、ザァァァァァァッ！

　一瞬目を疑うような光景。

　黒い竜巻が、腐風精霊が、砂粒つぶのようにぼろぼろと消しよう滅めつしていく。

　バイコーンドルフィンは、どうやらエネルギー体のような魔ま力りよくそのものの塊とでもいうべき物体を、分解できるのだろう。

「ボクだって、え～いぃっ！」

　負けじとコレットも、暴食のフレツシユ色情狂群・パンデミツクを汚火精霊に飛びこませる。

　ぐにょぉ～んっ、とアメーバ状の暴食のフレツシユ色情狂群・パンデミツクは、伸びるように汚火精霊に触れようとするのだが。

　ボォォォォォッ！

　先せん端たんから、汚火精霊の火力に焼かれ、黒い炎に包くるまれてしまう。

　にもかかわらず。

　がばぁぁっ、ジュォォォッ、ブスブスッ、バシュンッ！

　暴食のフレツシユ色情狂群・パンデミツクは全身をめいっぱい広げ、風ふ呂ろ敷しきのように汚火精霊に覆おおい被かぶさり。

　自身が焼き尽つくされるのも構わず汚火精霊を呑のみ込み、最後は諸もろ共ともに消え去ってしまった。

　な、なんという相あい討うち戦法……！　コレットの暴食のフレツシユ色情狂群・パンデミツクの奥おくの手ては、いっそ清すが々すがしいまでの力技じゃないか。

　でもこれじゃあ、敵の数だけこっちの手て駒ごまも必要になって、完全な消しよう耗もう戦せんだなぁ。

　見ればラニタもコレットも、バイコーンドルフィンと暴食のフレツシユ色情狂群・パンデミツクをそれぞれ五匹ひきずつくらい召喚しつつ、奮戦中である。

　だというのに、暗黒精霊の数は、一向に減る様子がない。いたるところから、次々に湧き出してくるのだ。

「湊みなと殿どの！　これではきりがありませんっ！」

　剣を振るいながら、クリスが叫ぶ。

　落ち着け、まだ慌あわてるような時間じゃない。と言いたいところだが、現実はなんとかしないとヤバい状じよう況きようだ。

「ミナトよ、道を作るゆえ、突とつ破ぱせよ！」

　ソフィアが勇ましく、俺おれに命じたかと思うと、

「暴ぼう虐ぎやくなる輩やから　後こう悔かいせよ　我らが母　女め神がみの怒いかり　逆巻き　嬲なぶり　翻ほん弄ろうせよ　風の牢ろう獄ごくに繋つなぎ　帰順せしめよ　破陣竜エスパデイア旋疾風ル・ルシユツト！」

　詠えい唱しように乗せて、空の女神の力を解き放つ。

　ビュォォォォォォォーーーーーッ！

　突とつ如じよ竜たつ巻まきが荒あれ狂くるい、暗黒精霊たちを宙に巻き上げ、左右に薙なぎ払はらった。

　ファルバザード三皇女までの、隙間が開く。

「うぉぉぉぉぉっ！」

　この機を逃のがしてはならない。

　俺はオーラを迸ほとばしらせ、疾しつ走そうする。

　ところが。

　ゾゾゾゾゾゾゾォッ！

　三皇女との距きよ離りを半分くらい詰つめた辺りで、俺の眼前に黒い壁とも見み紛まがう、無数の暗黒精霊が再び湧き出てきたのだ。

「こんのぉぉぉっ！」

　俺は紅玉灼苛神剣レヴアンデミトレイを構え、

「暁あかつきの睥へい睨げい　焔ほむらの轍わだち　絢けん爛らんたる冥府へと誘いざなわん　灼華閻獅咆斬レヴイルバルタザン！」

　大出力の炎を刀身に纏わせ、一いつ閃せんする。

　ゴォォォォォッ！

　暗黒精霊の半数ほどは、焼やき払うことに成功した。

　だが、残る半数が一斉に俺に襲いかかってくる。

「くぅぅっ！」

　バキバキと聖焔輝エラシツカア盾鎧装スピデイオが軋きしみ、ひびが入った。

　人海戦術で体当たりしてくる暗黒精霊の圧力に、俺は押おし戻もどされる。

　畜ちく生しよう！　これじゃあ、ソフィアとマリーのときと同じじゃないか！

　こっちだって戦力をほぼ総動員してるってのに、暗黒精霊のディフェンスラインをまったく崩くずせない！

　不ふ甲が斐い無なく俺たちが手こずっている間に、ファルバザード三皇女のレズプレイは、最後の次女エルッカまで進行してしまっていた。

「本当はこのような真ま似ねしたくないのだ！　なのに身体が、いうことを聞かぬ！　……貴様の、ぺったんこな胸を大きくしてやろう。く、口が勝手に!?」

　アリッサは必死に抵てい抗こうするも、操られたその手はエルッカのスポーツブラの中へと潜り込んでいく。

「ば、バカ、やめろってっ……。はぁぁんっ！　ち、乳ち首くび引っ掻かくなぁっ！」

　エルッカが、ビクンと身体を仰のけ反ぞらせた。

　それでも、無む慈じ悲ひな攻めは止まない。

「ではこちらも、マッサージをしてあげますわ……。ああっ、こんな殺せつ生しような、ごめんなさいエルッカちゃんっ！」

　ブリジッタは、自身の胸に挟まれていた大鎌を持ち、その柄を今度はエルッカの股こ間かんへと押しつける。

　そして。

　シュッ、シュッ、シュッ。

　と擦すりつけるように、上下に動かし始めた。

「んはぁっ！　姉貴ぃ、それっ、強過ぎぃっ！」

　いつもとは比べものにならないしおらしさで、エルッカが切なげな吐と息いきを漏もらす。

「このあたりなんかどうですかしらっ？」

　くにくにっ、と大鎌の柄を掴んだブリジッタの腕うでが、細かくテクニカルな動きで、エルッカの大事な部分をさらに刺激する。

「くふぅっ、もぉやめてぇぇぇっ……！」

　泣きそうなほどに瞳を潤うるませ、エルッカは懇こん願がんした。

　さわさわっ、つつぅーっ、むにゅっ、むにぃぃっ。

　気がつけばもはやエルッカにだけではなく、ブリジッタにも、アリッサにも、三人の手は互たがいに伸び合って、それぞれの敏びん感かんな場所をまさぐっていた。

「姉様、好き、好きですっ！」

「はぅぅ、わたくしもでしてよ、アリッサちゃん！」

　ノリノリにさえ見えるアリッサとブリジッタ。

「ふぁぁっ、ぁんぅぅっ！」

　すでに言葉を失い、くぐもった喘ぎ声を上げるだけのエルッカ。

　三人は、キスできそうなくらい、顔を近づけている。

　ぺちゃ、ぴちゃ、くちゅっ。

　ついに三姉妹は、互いの頬を舌で舐なめ合あい出す。

「姉様ぁ、はんっ、そこはっ、そんなところぉっ！」

「ひぅっ、姉貴、アリッサぁ！」

「ふぁぁっ、エルッカちゃんも、一いつ緒しよにぃっ！」

　三皇女の声のトーンが、どんどん高くなっていき――。

　ビクビクビクビクッ、ビクンッ、ビクンッ！

　ブリジッタが、エルッカが、アリッサが、長い長い痙けい攣れんを起こし、正気を失う。

　王宮地下、聖地全体が、クライマックスを迎えるかのように、この場に集められた魔力が一気に凝ぎよう縮しゆくし張はり詰めるのが、直感的にわかった。

　ダメだ！　間に合わっ――！

　絶望が怒ど涛とうとなって押し寄よせる、俺の目の前で。

　バシュゥゥゥゥゥゥゥーーーーーーーッ！

「あぁぁぁぁぁぁーーーーーーーっ！」

「うぁぁぁぁぁぁーーーーーーーっ！」

「きゃぁぁぁぁぁーーーーーーーっ！」

　ブリジッタ、エルッカ、アリッサの身体から、黄こ金がね色いろのオーラが噴出し、石造りの天井を突き抜けたのだ。

　立ち昇のぼる太いオーラの柱が、地下を眩まばゆく照らす。

　バシュゥンッ！

　オーラを最後の一滴てきまで搾しぼり取とられ、ファルバザード三皇女が冷たい石の床に崩れ落おちた。

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴッ……！

　それから数秒と経たたず、大地が激しく震しん動どうし始める。

　トランカナンの聖地で起こったことと、まったく同様の現象。

　邪神の第二の封印が解かれてしまったのは、疑いようもなかった。

　そのときだった。

「お楽しみいただけましたでしょうか？　シャルスティア、トランカナンより、遥はる々ばるお越こしくださった皆みな様さま！」

　英雄の墓の前に突とつ如じよとして姿を現し、芝しば居いじみた口上を読み上げたのは憎にくきエルキシュ大公、イレーヌ・グリニャール！

　笑えば相当な美人なんだろうに、この金属製の胸当てをつけた長身の女性に、仏ぶつ頂ちよう面づら以外の表情を目にした記き憶おくがない。

　大願である目的にまた一歩近づいたはずなのに、今もやはり顔色一つ変えずエルキシュ大公はなおも口を開く。

「さて、二度も最上級の催もよおしを特等席でご覧なさったのですから、思い残すこともないかと存じます！」

　勝手なことをぺらぺらと、エルキシュ大公は放言し続ける。

「されど、これより先は新世界の創造を許された者のみが辿たどり着つける場所。シャルスティアの騎士も王女も、トランカナンの召喚士も、ここエルキシュで朽くち果はてるがよいでしょう！」

　グォォォォォッ！

　まるで演説に耳を傾かたむけているかのようにやや沈ちん静せい化かしていた暗黒精霊たちの動きが、エルキシュ大公の口調の昂たかぶりに合わせて再び活発化しようとした、刹那。

「姉上！　ダラ＝カーハ大統領閣下とはっ、シャムス様とはお別れになられたのではないのですか!?」

　こんなときにどういう意味があるのか、と首を傾かしげたくなるような問いをミレーユさんはエルキシュ大公に投げかけたのだ。

「シャムスとは……」

　一いつ瞬しゆん、エルキシュ大公は、はっとしたように言いい淀よどむ。

「ガッ、ピピッ……、私はシャムス様を……永遠に愛して……ガガッ、いるのでございます……！」

　そこから、エルキシュ大公は奇妙な反応を示し始めた。

　なんだか機械音みたいな？　ものを発しつつ、惚のろ気けたセリフを？　吐いている。しかも身体も、ガクガクと小刻みに震ふるえているような……。

　ナニコレ？　エルキシュ風のギャグなの？　文化が違ちがうの？

　俺の頭上に、ハテナマークが乱らん舞ぶしそうになったところで、

「シャルスティアの皆様！　あれは姉上ではないのです！」

　エルキシュ大公の妹、ミレーユさんから驚おどろきの告発がなされたのだった。

「実の姉を偽にせ者もの呼ばわりとは、我が妹とはいえ聞き捨てなりません！　そのような無礼者は、刃は向むかう者どもとともに、物言わぬ肉にく片へんにおなりなさい！」

　ゴボゴボゴボゴボッ！

　エルキシュ大公が両腕を振り上げると、王宮地下をさらに大量の暗黒精霊が埋うめ尽くしていく。

　これは、マズい！　戦うスペースさえもなくなるほどの物量の前に、俺たちはこのままでは暗黒精霊の波に呑み込まれ、押し潰つぶされてしまう。

　地下から一時撤てつ退たいするか？　いや、それではファルバザード三皇女を助けられない！

　暗黒精霊の波は俺たちへと殺さつ到とうしているので、今はまだ英雄の墓の前、エルキシュ大公のそばに倒れている三皇女を狙ねらう様子はない。

　だが、俺たちが逃にげ出したら、まずは近くの獲え物ものに矛ほこ先さきを向けるのではないか？

　現状を打開する手立てが思おもい浮うかばず、焦しよう燥そう感だけが募つのる。

　そんな俺とは対照的に、ミレーユさんの表情は、なぜかむしろ出会ったときよりも覇は気きに満ちて見えたのである。

「確かにこれほどの暗黒精霊を一度に召喚できるのは、魔ま界かいの門を開閉する技を伝承する私たちエルキシュ王族のみ。その力はまさに姉上のものなのです」

　ミレーユさんは、凛りんとした眼まな差ざしでエルキシュ大公を見つめていた。

「ですが、姉上の心の内は、誰だれよりも私が知っているのです！　姉上は、ご自分の理想を押しつけるようになったシャムス様に、もうついていけないと私に打ち明けられましたのです！　外見は姉上そのものですが、あなたは断じて姉上ではないのです！」

　俺たちが知るよしもない情報から、姉が本人ではないと確信したらしい。

「私も王族の端はしくれ、姉上の名めい誉よのために、私があなたの嘘うそを暴あばきますです！」

　ミレーユさんが大おお見み得えを切る。

　この、圧あつ倒とう的てきに不利と思える状況を、逆転できるとでもいうのだろうか？

「ただ、魔界の門を閉じるには、時間がかかるのが難点なのです。ですがようやく、準備が整いましたのです！　後は発動の呪じゆ文もんを詠唱するだけなのです！」

　ついさっきまでミレーユさんが息を潜ひそめ、戦いに加わらずにいたのは、彼かの女じよに戦う力がなかったのではなく。

　彼女にしかできない最強の一手を、最高のタイミングで打ち込もうとしていたのだ。

「常とこ世よ　常とこ闇やみ　夕ゆう凪なぎ　陽炎かぎろひ　永久とこしえの脈動　旋じて栓せんじ轟とどろかさん　魔道関バデイエ・ド閂棘牢ウア・グランザ！」

　ミレーユさんが両腕を前に突き出し、手を開く。

　その手のひらから――漆しつ黒こくの閃せん光こうが、迸った。

　ズゾッ、ズズズズズズゾゾゾゾゾゾゾゾゾォォォッ！

　前方、全方向に広がった黒い閃光は、巨大な渦うずとなって王宮地下の隅すみ々ずみまでを包つつみ込んでいく。

　無数の暗黒精霊が、渦に巻き込まれるように、黒い閃光の中に沈しずみ、同化するように消滅していく。

「騎士様、今なのです！」

　ミレーユさんに振り返られるまでもなく、

「おぉぉっ、今度こそぉぉぉぉぉっ！」

　俺はエルキシュ大公目がけ、一直線に駆かけた。

　ミレーユさんによって、見事暗黒精霊は送そう還かんされたわけだが、エルキシュ大公が何かまだ対たい抗こう策さくを講じてくるかもわからない。

　まずは可か及きゆう的てき速すみやかに、エルキシュ大公を武装解除させなくては！

　ガッキィィィィィンッ！

　俺は、瞬またたく間まにエルキシュ大公の間合いに飛び込み、大公が手にした剣を構える暇も与えず、剣に苛か烈れつな一いち撃げきを叩たたき込む。

　ブゥーーーーーンッ、ザシュッ！

　エルキシュ大公の剣は真っすぐに後方へ弾はじき飛とばされ、そのまま石の床だというのに、きれいに突き立ったのだった。

　さすがの切れ味、などと感心するのも時間が惜おしい。

「妙みような動きをしたら、容よう赦しやしないぜ？」

　俺は険のある声こわ色いろで、エルキシュ大公の喉のど元もとに切っ先を突きつけ、睨にらみつける。

　ソフィアとマリーが受けた仕打ちを考えると、それだけでも腸が煮にえくり返りそうなほどだが、さらに今回ファルバザード三皇女にまで行った狼ろう藉ぜきが追加されている。

　俺のエルキシュ大公への憎しみは、うなぎのぼりだ。

　タタタタタタッ。

　俺が怒りの持っていき場に苦心しているところに、ミレーユさんが小走りに駆け寄ってきた。

　そういえば、このエルキシュ大公が偽者であることを暴いてみせるって、豪ごう語ごしていたっけ。

　いったい、どうするつもりなんだろう？

　エルキシュ大公に注意を払いつつ、俺はミレーユさんを横目で追う。

　がっばぁぁぁっ！

　走り込んできたミレーユさんは、いきなりエルキシュ大公に抱だきついたのだ。

　そして、続けざま。

　むっちゅぅぅぅぅぅ～～～～～っ。

　その柔らかそうな唇くちびるを、実の姉の唇に、熱ねつ烈れつに押しつけたのである。

　美女と美少女の濃厚なキス。

　くぱぁっ、れろれろれろっ。

　それだけでは飽あき足たらなかった。

　ミレーユさんは、エルキシュ大公の口の中に、自身の舌を強ごう引いんに押し入れたのだ。

　ほわぁぁっ!?　なんじゃそりゃぁぁぁぁぁっ!?

　俺は目の前で展開される光景に、愕がく然ぜんとするほかない。

　もしかして、ミレーユさんってガチレズ!?　しかも自分のお姉さんに!?　百ゆ合り嗜し好こうはエルキシュ王族に連綿と受うけ継つがれる、伝統なんですかぁぁっ!?

　と、そこで。

　はぷっ、きゅぅぅぅっ、カチッ。

　ミレーユさんは、エルキシュ大公の舌を歯で甘あま噛がみし、そのまま引っぱるような仕草をした。

　すると、何かのスイッチが切れたような音がしたかと思うと。

　プッシュゥーーーッ、キュゥゥゥゥゥゥンッ……。

　全身の関節から空気を排出し、エルキシュ大公――だと思われていたそれは、ゆっくりと直立姿勢を取り、電源を落とされたようにそのままぱったりと動かなくなってしまった。

「なっ、なっ、なぁぁぁっ!?」

　驚きのラッシュで、軽く失しつ語ご症しように陥おちいる俺に、

「ダラ＝カーハ製の魔動人形は、舌の部分がスイッチになっていて、舌を引っぱると活動を停止するのです」

　ミレーユさんは、さらっと言ってのける。

「魔動人形!?」

「魔力を動力とする自動人形なのです」

「それって、ロボットみたいなものってことかっ!?」

　質問を連発する俺に、ミレーユさんはこくんと頷うなずいた。

　ダラ＝カーハ首長国連れん邦ぽうが得意とするのは、アーティファクト魔法だとは聞いていたけど。マジックアイテム創造技術に優すぐれているというのは、伊だ達てではなかったってことか。

「でっ、でも暗黒精せい霊れい魔ま法ほうを使ってただろっ!?　人形なのに、そんなことできんのっ!?」

　とはいえまだ納なつ得とくがいかず、俺はさらに尋たずねる。

「ダラ＝カーハの魔動人形の中でも、特定の人物を真似て造られる最高級のものは、その人物の魂を複製し封ふう入にゆうするのです。そうして造られた魔動人形は、もとの人物の能力が完かん璧ぺきに受け継がれますです」

　ミレーユさんの解説に、俺は唖あ然ぜんとするほかない。

　すごい、凄すご過ぎる、ダラ＝カーハの魔動人形！

「ミナトよ、やったのか!?」

「ミナトさんっ！」

　ソフィアとマリーが、駆け寄ってくる。

「ファルバザード三皇女様も、なんとかご無事ですっ！」

　クリスと雪花と茜は、ブリジッタとエルッカとアリッサを助け起こしていた。

「こういうこともあろうかと一応、替かえの服も用意してきました」

　アシエルが探検服の上着とズボンを三組、差し出す。

　予備として、高こう速そく艇ていに積んであったのを持参したのだ。用よう意い周しゆう到とうである。

　そうだよなぁ……、ソフィアとマリーのボンデージ衣装も大たい概がいだったが、ファルバザード三皇女なんか、まんまブラジャーとぱんつだけの完全な下着姿だもんなぁ。

　ソフィアとマリーのためにドレスも持ってきていたし、人ひと質じちがエッチな格好にされるのを想定していたアシエルさん、マジパネェっす！

　ラニタとコレットも、召喚していた魔物たちを戻して、やってきた。

　これで全員集合ってところか。

「それにしても、エルキシュ大公が魔動人形とは……」

　アシエルが、動かなくなるとすごく出来のいいマネキンのようにさえ見えるそれを、まじまじと眺ながめつつ言葉を絞しぼり出した。

「っていうか、エルキシュ大公とダラ＝カーハの大統領は、恋こい仲なかだったのか？　それってつまり、二人が共きよう謀ぼうして、邪じや神しんを復活させようとしていたんじゃないのかっ!?」

　いまいち事件の真相が掴めないでいる俺に、

「それではエルキシュ大公が魔動人形であったことの説明がつきませんよ」

　アシエルが反論を述べる。

「ん～？　なら、本物のエルキシュ大公はどこにいるんだ？」

「おそらく、ダラ＝カーハに囚とらわれているのです」

　次の疑問に答えてくれたのは、ミレーユさんだった。

「ダラ＝カーハ大統領が、恋こい人びとを監かん禁きんしてるっていうのか!?」

「残念ながら、元恋人なのです」

　俺より年下と思われる女の子に、淡たん々たんと言われてしまう。

　愛あい憎ぞうが交差する複雑な人間関係ってやつなのか……。俺には、正直よくわからない。

「えっと、その、なんだ、まぁなんにしろ、俺たちもすぐにダラ＝カーハに向かわないといけないよなっ？」

　なんとなくこれ以上立ち入った話を聞くのは気まずい気がして、俺はあたふたと話題を変える。

　とは言っても、むしろこっちの方が急を要する本題である。

「ここからダラ＝カーハまでって、何時間くらいかかるんだ？」

　高速艇で世界地図を広げて、みんなに教えてもらったところ、昨夜通ってきた紅海の辺りが、ダラ＝カーハにだいぶ近いことがわかった。

　だとすると、今から高速艇を飛ばしてとんぼ返りしても、半日はかかってしまう距離ということになる。

　あまりにも、絶望的な遠さ。

　残る邪神の封ふう印いんは、ダラ＝カーハの聖地、一つのみ。

　これはもう、絶対に間に合わないと考えるのが普ふ通つうだろう。

　俺たちは、詰んでしまったのか……？

　皆みな、信じたくない結論を口に出せず、重苦しい雰ふん囲い気きが流れようとした、そのとき。

「皆様、急にお通つ夜やみたいになって、どうしたのですか？　エルキシュ王宮には、ダラ＝カーハの大統領府と通じる、瞬しゆん間かん転送装置がありますです！」

　ミレーユさんが、これまたどえらい隠かくし玉を取り出してみせたのだ。

「「「「「「「「「「「「瞬間転送装置!?」」」」」」」」」」」」

　全員が声を揃そろえて聞き返す。

「はい、エルキシュとダラ＝カーハは国同士も大変親密な関係を維い持じしてきたのですが、かつてシャムス様と姉上はそれはもうラブラブな仲で、お互い毎日のように……どころか数時間おきに、転送装置を使ってお互いに行き来していたのです」

　ミレーユさんは、遠くを見るような目で、過去を楽しげに語った。

「ありがたい、では早さつ速そくその転送装置とやらを、使わせてもらおうではないか！」

　ソフィアは、意い気き揚よう々ようと提案したのだが。

「あの……わたくしたちはここに残った方がよろしいですかしら？　もう、わたくしたちは、皆様のお役には立てそうもありませんし……」

　ようやく口を開いたブリジッタの顔色は、蒼そう白はくそのものだった。

　いや、ブリジッタだけではない。エルッカもアリッサも、この世の終わりみたいな、思いつめた表情をしている。

　ファルバザード三皇女は、邪神の封印を解く贄として、自身が持てる魔力すべてを吸い取られてしまったのだ。

　現在彼女たちは、いつもは内側から溢あふれ出さんばかりに感じているはずの魔力を、微み塵じんも放出できないことに、衝しよう撃げきを受けていると思われる。

　しかもこの魔力の枯こ渇かつは、何もしなければ決してもとに戻りはしない、永続的な消失であるのだから。

　だが、俺にはある考えが浮かぶ。

「なぁリアマ？　ファルバザード三皇女の魔力って、ソフィアとマリーと同じように、俺が精神体になって取り戻しにいくことはできるのかな？」

　俺は、俺の手に握にぎられた、神しん剣けんに姿を変えたままのリアマに尋ねてみる。

『ふぁるばざーどコウコクノマホウタイケイモ、ワガしゃるすてぃあトオナジク、シンカイニあくせすスルたいぷデアルユエ、カノウデアロウナ』

　脳内に直接響ひびいてくるリアマの声は、実にあっさりと希望を運んできた。

「本当かいっ!?　だったら頼たのむよ、リアマ！」

『ヨカロウ。デハ、サンコウジョトヤラ、ソコニアオムケニネテメヲトジヨ』

　リアマは事務的にテキパキと指示する。

「本当に……本当に魔力が戻るんですのっ!?」

「マジかよ!?　マジなんだろうなぁっ!?」

「でかしたぞ騎き士しよ！　褒ほめてつかわすぞ！」

　対する三皇女は、激しく取り乱しての喜びようだ。

「ああ、ですけれど、わたくしたちの魔力を取り戻していただくのに、時間がかかるのではありませんの……？」

　が、はっとしたようにブリジッタが、遠えん慮りよがちに問う。

「今は一刻を争あらそうとき、わたくしたちは後回しでもいいので、皆様はすぐにダラ＝カーハに向かわれるべきなのでは？」

　ソフィアとマリーもだったけど、魔ま法ほう国の姫様って、魔法を失うと途と端たんに自信も喪そう失しつしちゃうみたいだなぁ。

「や、大だい丈じよう夫ぶだって、ブリジッタ。魔ま力りよく取とり戻すのは数分で済むらしいし。それに、ファルバザード三皇女の力は、俺たちだって頼たよりにしてるんだぜ？」

　俺は事実を伝えつつ、ブリジッタたちの自尊心の回復にも努めた。

「騎士様……」

　ブリジッタは大きな瞳ひとみを潤ませ、俺を見つめてくる。

　ヤバい！　俺、ブリジッタを泣かしちゃった!?

　とドギマギしていると、

「み、ミナトよ、ファルバザード三皇女殿どのの魔力を取り戻すのはよいのだが、その……」

　ソフィアが、何事かを言いにくそうに、

「ミナトさん、私たちのときのように……ああいう、ことを……？」

　マリーもなぜか心配そうに、尋ねてきた。

　ど、どうしたっていうんだ、二人とも？　一いつ瞬しゆん悩なやんだところで、俺はピンとくる。

　精神体になって神界へ行くのは、もれなく全ぜん裸ら状態なのだった。

　俺だけが裸はだかならば、やや変態っぽいけどまだいいとしよう。あんまりよくないけど。

　だが、たぶん神界で会うであろうファルバザード三皇女の精神体もまた、きっと裸に違いないのだ。

「だっ、大丈夫だって、ソフィア、マリー！　ブリジッタたちとは絶対に、ヘンな気持ちになんかならないからっ！」

　俺は姫ひめ様さま二人の胸の内を察して、予防線を張る。

　ただ、そもそも神界で全裸のまま抱きついてきたのは、ソフィアとマリーの方からだったわけだが。とは、みんながいる前では口にできない。

「ご安心くださいな。何が起こるのかはわかりませんけれど、魔力を取り戻す以外は何もしないと誓ちかいますわ。騎士様に心を奪うばわれるなどということは、たとえ太陽が西から昇ったとしてもありませんから」

　理解の早いブリジッタは、しかしちょっと棘とげのある口調で、同意した。

　え、俺、なんか怒おこらせるようなこと、言ったっけかな？

「オレも、こんなヘタレ騎士は願い下げだぜっ」

　エルッカも、姉に倣ならう。

「私も、姉様一筋です！」

　最後のアリッサの言は、少しズレていたが。

　酷ひどい言われようだった気もするが、ファルバザード三皇女にいつもの高こう慢まんとさえ思えるほどの元気が戻るなら安いものだ。

「よし、じゃあさくっと行ってくるわっ、頼むぜリアマ！」

『ココロエタ』

　俺はこうして、シャルスティアの神界のみならず、ファルバザードの神界にまで小さな旅をすることになった。




　　　　　◇




「どうだっ!?　ブリジッタ、エルッカ、アリッサ！」

　神界から帰り、意識を回復した俺は起き上がるなり、同じように身体を起こしたばかりの三皇女に問う。

　まだ半分寝ねぼけているような三皇女だったが、徐じよ々じよに真しん剣けんな表情になり、魔力を練り始める。

　ブォォォォォッ！

　ただ呼吸をするというくらい簡単に、黄金色のオーラが三皇女の全身から迸り出た。

「魔力が戻りましたわぁっ！」

「やったなぁおぃっ！」

「よかったです姉様！」

　ブリジッタもエルッカもアリッサも、歓かん喜きに沸わく。

　本来、ファルバザード三皇女にとって魔力とはあって当然のものであるのに。

　俺は、ファルバザード三皇女と、ソフィアとマリーに、たとえ一時でも魔力を完全に失う恐きよう怖ふを与あたえた敵に、改めて怒りを覚える。

　彼女たちが魔法を使えなくなる、それは即すなわちファルバザード皇国から魔法が失われることをも意味する。

　そうなれば、ファルバザード皇国は大混乱に陥るだろう。

　でも、そうならずに、本当によかった。俺は心の底から、安あん堵どしたのだった。

　ところが、

「それはそれとして騎士様!?　魔力を取り戻すのが、あんなっ、あんな破は廉れん恥ちな行こう為いだったなんて、どういうことですのっ!?」

　急に思い出したように、ブリジッタが真っ赤になって俺に文句をぶつけてきた。

　え～？　やだなぁ、ブリジッタさん、破廉恥だなんて。お互いに全裸を見られただけじゃないですかぁ、大おお袈げ裟さだなぁ。

　あれ？　俺もしかして、ソフィアとマリーとはその後裸で抱き合ったりしたせいで、感覚が麻ま痺ひしちゃってる？

「こうなってしまっては、やはり騎士様に責任を取っていただくしかっ！」

　ブリジッタは思いつめたようにすごい剣けん幕まくで、

「そ、そうだな……、それしかねぇかもな……」

　珍めずらしくエルッカはしおらしく頬ほおを桜色に染めて、

「姉様が嫁とつがれるというなら、我もついていきます！」

　アリッサは相変わらずのシスコンっぷりを披ひ露ろうして、俺を包囲する。

「ちょ、ちょっとお待ちください、三皇女殿っ。ミナトの後宮は、すでに満員御おん礼れい状じよう態たいでしてっ！」

　ソフィアがわざわざ誤解を生むような言い回しで、三皇女を止めに入った。

　ん？　別段、誤解でもなんでもないのか？　いいのか!?　こんな俺のムフフ生活!?

　よくない気がする。

　冷静になるとかなり、おまえそれサバンナでも同じこと言えんの？　って注意されそうだ。

　って、んん？　むしろサバンナなら普通にハーレムはありっすかね？

　もはや俺の思考がわけのわからないくらいにパニクったところで。

「後宮って……騎士様!?　あなたという人はやはり手て当あたり次し第だいに女の子を毒どく牙がにかけてますのねぇっ!?　恥はじをお知りなさい！」

　ブリジッタに本気で怒られてしまった。

　あうう、俺だって、やろうと思ってやってるわけじゃあ……。

「それでも……今回のことは、本当に感謝してもし切れないほどに、感謝しておりましてよ。わたくしたち、魔法国家の監かん視し者という看板を降ろさなければならなくなるかと、生きた心ここ地ちがしませんでしたもの」

　と、ブリジッタはスッと真ま面じ目めな口調に戻り、

「さぁ、のんびりしていられませんわっ。瞬間転送装置でダラ＝カーハへ、いざ乗り込みましょう！」

　号令する。

「「「「「「「「「「「「おおっ！」」」」」」」」」」」」

　俺たち――シャルスティア、ファルバザード、トランカナン、エルキシュの連合軍は、士気高く応こたえるのだった。
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インターミッション







　どこまでも砂さ漠ばくが続く大地と、対照的な青い海岸線。

　近代的な高層ビル群が整備された沿岸部の一角に、ダラ＝カーハ首長国連邦大統領府はあった。

　パラララララッ、ダダダダダダッ、ダァァァンッ、ダァァァンッ、ドドーーーンッ！

　軽快なマシンガンの連射音から、対戦車ライフルの重い射しや撃げき音おんまでが、青空に響き渡わたる。

　重じゆう厚こうかつスタイリッシュな建築デザインの大統領府からは現在、黒こく煙えんが上がっていた。

　その原因は、一人のうら若き着物姿の女性と、一人の冴さえない風ふう貌ぼうの中年男性だった。

「は～っ、こちとらそろそろ無理の利きかない年ねん齢れいにさしかかっているんだ。お手て柔やわらかにお願いしたいんだがなぁ」

　肩かたをコキコキと鳴らし、男は気だるそうに呟つぶやく。

　男の右手には、一ひと振ふりの長ちよう剣けんが握られていた。

　その剣は、シャルスティア王国騎き士し団だんにおいて支給される物と瓜うり二ふたつだ。

　男は銃じゆう弾だんをひょいひょいとかわし、ときには剣けん先さきで弾はじきつつ、マシンガンを乱射する兵士へと近づいていく。

「ご冗じよう談だんを。さすがは剣けん聖せい、風かぜ原はら凪なぎ人と様ですね。その技わざはいよいよ円熟し、人の身にして神の高みへと踏ふみ込んでおられるのでは」

　言いながら、着物の女性は。

　チュンッ。

　自分に向かってきた弾だん丸がんを、正面から日本刀で真っ二つに斬きって落とした。

「はっはっ、口が上う手まいねぇ。そういうお嬢じようさんも、相当なもんだよなぁ？　その型は、頭かしら木ぎ流りゆう剣けん術じゆつとお見受けするが」

　わき見をしながら男は、機き関かん銃じゆうを構えるえんじ色のブレザーの制服を着た少女の間合いに一瞬にして詰め寄り。

　ヒュッ、ブッシュゥゥゥーーーーーッ！

　神速の一いつ閃せんを少女の右肩口に打ち込むと。

　当然のごとく、少女の右みぎ腕うでは胴どうから切きり離はなされ、銃じゆうを掴つかんだまま宙に舞まい。

　少女のぱっくりと開いた傷口からは、真しん紅くの鮮せん血けつが噴ふん水すいのように噴ふき出だす。

　と見えたのだが。

　少女の傷口から溢れるものは、血ではなかった。

　最初は赤い液体に見えたそれは、空気に触ふれると、シュウシュウと音を立て赤い煙けむりとなって霧む散さんしていく。

「っていうか、敵が全部ロボットっていうのは、平和的でいいやな」

　男は面おも白しろくもなさそうに言った。

「魔力で動いているようですね」

　着物の女性が、一言見解を述べる。

「ダラ＝カーハ大統領府に、シャルスティア王立プリムヴェール学園の制服。おかしいと思えばこういうカラクリかね。女子高生のお相手ができるなんて、役得だと張り切ってみればぬか喜び、か」

　男は、はぁっと溜ため息いきを吐つき、

「人間じゃないなら、遠慮は無用！」

　少女型の自動人形の頭を左手で掴むと、右手に持った剣を口の中に突つき立たてた。

　ガ、ガ、ピーッ、キュゥゥゥンッ……。

　自動人形が、活動を停止する。

「急所も、よくご存じですね」

「ダラ＝カーハの魔動人形を見るのも、初めてじゃねぇしなぁ」

　女性と男は、ものの数秒で、一フロアを制圧していた。

　それどころか、大統領府前からエントランスを越えてここまで、数あま多たの兵士たち――魔動人形が、死し屍し累るい々るいと転がっている。実際は死体ではないわけだが、さながら地じ獄ごく絵図のような光景が続いているのだった。

「さて、大統領閣下は、どこにおられるのかな？」

　男と女性は、素す早ばやく階段を上っていく。




　ガチャッ。

　執しつ務む室しつのドアは、簡単に開いた。

「ご不在……か」

　室内を見回し、男はぽりぽりと頭を掻く。

「人質の子たちも見つからねぇし、こりゃあまずいかねぇ？」

　男はのんびりとした口調ながらも、瞳に宿る真しん剣けん味みは確実に増していた。

「凪人様、こちらに」

　着物の女性は、部屋に入るなりまっすぐに高級机の裏に回り込み、何かを調べているようだったが、顔を上げ男を呼ぶ。

「ん？　どうしたい？　おっ……？」

　ガガガガガッ、ガコンッ。

　男がやってきたところで、女性は机の裏に設置されていたボタンを押す。

　すると、机の後ろの壁かべが音を立ててスライドしたのだ。

「隠し扉とびらです」

「大したもんだ、よくわかったなぁ」

「このような仕し掛かけのある建築物には、慣れておりますので」

　隠し扉の先には、下りの階段が伸のびていた。

　無論、危険が潜んでいそうな未知の場所に、尻しり込みするような二人ではない。

　だが、階段に足を踏み出す、その前に。

　男は男で、高級机の引き出しの中を検あらためていたのだった。

「おっと、こいつは……」

「何か見つかりましたか？」

　問う女性に、男は小さなイヤホンとマイクのセットのような物体を差し出す。

「ああ、ダラ＝カーハ製アーティファクトの、超ちよう小こ型がた自動翻ほん訳やく機きだな。ちょうどいい、使わせてもらおうか。ほら、お嬢さんの分も」

「恐おそれ入ります」

　二人は怪あやしげな機械を悠ゆう然ぜんと装着した。

「これはもう、ダラ＝カーハは完全にクロってことでいいのかねぇ？　ちょっとした人ひと捜さがしのお伺うかがいのつもりだったのに、ずいぶん手て荒あらな歓かん迎げいだもんなぁ」

「そうですね。明らかに共謀しているか、こちらが主犯である可能性も……」

　会話を交かわしつつ、階段の終わりに到とう達たつした、瞬間。

　ダァァンッ。

　突とつ然ぜんの発はつ砲ぽうが、男を襲おそった。

　が、男は難なく、不意に向けられた銃じゆう口こうを握った敵の腕うでを即そく座ざにきめ、やはり剣先を口こう腔くうに押し込む。

　ザシュッ、ピガッ、キュゥゥゥンッ……。

　士官クラスと思おぼしき軍服を着た男の魔動人形は、その一撃で完全に動きを止めた。

　そこは、小さな部屋だった。まるで監かん獄ごくや留置所のような。

　家具と呼べるものは、唯ゆい一いつみすぼらしいベッドのみ。

　そのベッドの上には、薄うす着ぎ姿の美しい長身の女性が腰こしかけていた。

「ドンピシャだな。エルキシュ大公殿でん下かが囚われておいでだ。主犯、ダラ＝カーハ大統領確定！」

　男は、長身の女性の顔を見み遣やるなり、声を上げる。

「あ、あなた方は……!?」

　長身の女性――エルキシュ大公は、急な来訪者たちに戸と惑まどっている様子だった。

「ん～、名もなきシャルスティアの使い走りです」

　男は、ここでも脱だつ力りよくした自己紹しよう介かいを披露してみせる。

　着物の女性も、否定するでもなく、こくんと頷く。

　ただし、シャルスティアの使いを名乗るこの怪しい二人組は、どちらも日本人なのではあったが。

「そ、そうなのですか？　ではシャルスティアの方、どうかシャムスを、大統領を止めてください！」

　エルキシュ大公はまだ多少混乱気味だったが、最優先事じ項こうが自然と口を衝ついて出たのだろう。

「そうですなぁ、それは間に合えばウチの息むす子こに任せたいところだが。その前に……動かないで」

　男は、エルキシュ大公に要よう請せいすると。

　キンッ！　カラッ、カランッ。

　エルキシュ大公につけられていた、魔力を封ふうじる首輪を一刀のもとに切断した。

　首輪が床ゆかに落ちる。エルキシュ大公の肌はだには、傷一つついていない。

「で、大統領閣下はどちらに？」

　男は何事もなかったように、飄ひよう々ひようと尋ねる。

「おそらく、聖地に……！」

「聖地までは、どれくらいかかりますか？」

「瞬間転送装置を使えば、一瞬です！」

　問答は滞とどこおりなく進行する。

「先ほど、なにやら大おお掛がかりな魔法機械が組まれた、大きな部屋がありましたが」

　着物の女性が、心当たりを口にした。

「それです、それが転送装置です！」

「よし、いくか」

「はい」

　男と着物の女性が、頷き合うのを見て、

「私も、参ります」

　エルキシュ大公が、生まれたての子馬のように、よろりと立ち上がる。

「大公様は、どれほどの間、監禁されていたのですか？　あまり無理をなさらない方がよろしいのでは……」

　気き遣づかう着物の女性に、

「いえ、これしきのことで休んではいられません。今は、世界が滅ほろんでしまうかもしれない一大事なのですから」

　エルキシュ大公は気き丈じように答えた。

「その意気やよし！　いやぁ、若いってのは、素す晴ばらしいねぇ」

　男が、茶ちや化かしているのか、本気で褒めているのかわからない口調で、無ぶ精しよう髭ひげの生えた顎あごを摩さする。

「凪人様、戯たわむれている場合ではないのでは？」

　やはりふざけていると受け取った着物の女性に窘たしなめられると、

「いやいや、いつの時代も、若き恋人たちが、未来を切り開くもんさ」

　男は不器用にウインクしてみせ。

　三人は、階段を駆け上のぼって隠し部屋を後にした。

　……その際、エルキシュ大公も、大統領執務室の高級机の引き出しから、超小型自動翻訳機を拝借するのを忘れなかった。







第三章　魔法五大国連合、砂漠の大決戦！







　ダラ＝カーハ首長国連邦大統領府。

　エルキシュ公国王宮内に設置されていた瞬間転送装置を使って、俺おれたちは確かに、そこに出たはずだった。

　なのに。

「おっ、親おや父じぃぃぃっ!?」

　ばったりと出くわした相手が、数すうヶか月げつぶりに会うしかも日本にいるはずの肉親って、どうなってやがりますか!?

「よぉ、湊みなと。元気そうでなによりだなぁ」

　親父はのほほんと言ってのける。

　あかん。このおっさんといると、極限状態であるべき緊きん張ちよう感が、ガラガラと音を立てて崩くずれ去さっていく気がするのはなんでなんだぜ？

「偲し乃の!?　どうしてここに!?」

「クリス様、予期せず、ずいぶん早い再会と相なりましたね」

　一方、俺の横では師し弟ていの邂かい逅こうも同時進行中だ。

　はっ!?　まさか、アシエルがダラ＝カーハへの潜せん入にゆうを要請した頼りになる助すけっ人とって、俺の親父と偲乃さんだったのか!?

　ようやく俺は、真相に思い至る。

「ナギト！」

「ナギトさん！」

　アホ親父に、ソフィアとマリーがそれはもう嬉うれしそうな顔をして、駆け寄よってきた。

「お～～っ、ソフィア、マリー、大きくなったなぁ～っ。もうすっかり立派なレディじゃないか」

　アホ親父もすっかり鼻の下を伸ばしてデレデレである。

「そ、そんなことは……。ナギトも、健勝そうでなによりじゃなっ」

「ナギトさんも、お変わりなく」

　ソフィアとマリーは頬を赤らめながら、キラキラした瞳で親父を見上げている。

　くっそ～、なんだよこの意味不明なＮネＴトＲラレ感……。

　親父にソフィアとマリーが昔から懐なついてたってのは聞かされてたけど、実際に目の前で見ると、無む性しように腹立つなぁ。

　などと俺が、度量の狭せまさを遺い憾かんなく発揮していると、

「姉上！　ご無事だったのですねっ!?」

「ミレーユ、心配をかけてしまいましたね」

　姉妹の感動の再会までが、行われていた。

「それは……初代エルキシュ大公が魔ま界かいを統すべる魔ま王おうから譲ゆずり受けたと伝わる大おお鎌かまですね。墓前から持ち出したのですか？」

　姉のイレーヌさんは、妹ミレーユさんが手にした武器について尋ねる。

「はい、姉上。なぜか無性に、ここに持ってこなければいけない気がしたのです」

　小こ柄がらで愛らしいミレーユさんには不ふ釣つり合あいな、大きくて不気味な得物だ。

　だが、そういえば、ラニタもトランカナンの英えい雄ゆうの墓に供えられていた、英雄が愛用していたという銛もりを、今もお守りのように背中に括くくりつけている。

　かつて邪神を封印した三人の英雄の武器が、遥はるかなる時を超こえて再び役に立つこともあるかもしれない。

　さて、役者も揃い、いよいよだ。

　俺、ソフィア、マリー、クリス、雪ゆき花か、茜あかね、アシエルのシャルスティア組と。

　コレット、ラニタのトランカナン召しよう喚かん士し代表。

　ブリジッタ、エルッカ、アリッサのファルバザード三皇女。

　エルキシュ大公イレーヌさん（本物）と、その妹のミレーユさん。

　そして、俺の親父に、偲乃さんまで。

　総勢十六人とか、すごい大所帯になっちまった。

　事件の重大性を考えたら、邪神の復活と世界の命運が懸かかっているのだから当然、というかこれでもまだ全然足りないくらいかもしれないけどな。

「ところで凪なぎ人とさん、偲乃さん、いまだ人質となっている硯すずり姉きよう弟だいは、この官かん邸てい内ないには？」

　アシエルがさり気なく、大事な確かく認にんを取る。

「残念ながら、発見できませんでした」

　偲乃さんは目を伏ふせ、首を横に振ふった。

「大統領の姿も、ないようですね」

「大統領はすでに人質を連れて、邪神の封印がある聖地へと向かったはず……、私たちも、急いで追わなければ」

　イレーヌさんが、大切な友人である桜さくら子ことモモを無事に奪だつ還かんしたい俺たちに負けないくらい、深刻な決意を宿した瞳で言う。

　それを見る俺は……ついさっきまで、てっきり黒幕だと思っていた人物が、実は被ひ害がい者しやだったと知らされたわけで、なんとも複雑な気分だ。

「こちらが、最近新しく設置されたダラ＝カーハの聖地への転送装置です」

　イレーヌさんが指差したのは、俺たちがエルキシュから飛ばされてきた転送装置の隣となりに置かれた、もう一つの転送装置。

　うわっ、これ、けっこうそっくりじゃね!?　うっかりしてると、右か左かで間ま違ちがっちまいそうだ。

　だが、イレーヌさんはさすがに転送装置を使い込んでいたところを見せつけ、スタスタと迷いなく進む。

　俺は、ビビりそうになる思いを、ぐっと飲み込む。

　魔法国家が起こした問題は、魔法国家間で解決！　という、どうやら世界の常識、暗あん黙もくの了りよう解かいに則のつとって、少数精せい鋭えいでいざ決戦の地へ！　と言ったところか。

　上等だ、やってやるぜ！

　俺たちは皆、凛りんとした面おも持もちで転送装置の中央に立ったのである。




　　　　　◇




　ヒュォォォォォーーーーーーッ。

　吹ふき荒すさぶ風が、砂さ塵じんを巻き上げる。

　瞬間転送装置で飛ばされてきた先は、まさに広大な砂漠のど真ん中だった。

　で、英雄の墓はどこかなー？　と辺りを見回すと……。

　数十メートル離れたところに、それらしきものを発見した。

　ブォォォッ！

　俺は、オーラを全開にし、大地を蹴ける。

　これまで暗黒精せい霊れいたちに行く手を阻はばまれ続けた教訓を生かし、俺はスタートダッシュをかけることにしたのだ。

　赤い疾しつ風ぷうとなった俺の視界には、古ぼけた石造りの墓標が、グングン肉にく薄はくしてくる。

　そして、よく知っている、二つの人ひと影かげを捉とらえた。

「湊くん！」

「湊さん！」

　約二週間ぶりに見る、桜子とモモが、俺に気づいて声を上げた。

　二人とも、ちょっと、やつれたんじゃないか？　でも、声にはまだ覇は気きがある。

「桜子！　モモ！　今、助けてやるからなっ！」

　そう叫さけんだところで俺は、二人の全身の格好をようやく把は握あくしたのだった。

　桜子は、ボサボサの黒くろ髪かみロングに人を食ったようなとろんとした黒い瞳、親友である茜に負まけず劣おとらずの貧乳がトレードマークの……変化球ではあるがまぁ美少女と言えなくもない、そんなやつだ。

　その桜子の頭には、黄色い園児帽ぼうが被かぶせられており、となれば服はもちろん水色の園児服、スカートはピンクとなっていた。しかも園児服もスカートも、おへそとぱんつが見えそうなくらい、丈たけがかなり短い。

　姉の桜子がこんな出いで立ちであるなら、弟のモモはというと。

　黒髪の坊ぼつちゃん刈かりでくりくりとした黒い瞳のモモはそもそも、男子に見えないほどの可愛かわいさを有しているわけだが。

　モモの首から胸むな元もとには、よだれかけがつけられていて。下半身には……お、オムツが装着されている!?

　しかも、それ以外に衣服といえるものは、なぁ～んにも身につけていない。肌はだ色いろ分ぶんかなり多めの赤ちゃんスタイル！

　二人とも童顔なせいで、あんまり違い和わ感かんがないなぁ……。

　なんつってる場合ではない。

　これはもう、ロリコンっつーか、それ以下!?　相当危険な領域、むしろネタのレベルに踏み込んでしまっている感が強い。

　俺の大事な友人二人が、こんな最上級の辱はずかしめを受けているのを、許しておけるはずがない。

　今、周囲には厄やつ介かいな暗黒精霊もいないようだし。

　このまま突っ込んで、二人の身体を操あやつっているのだろう、あのバネみたいな装置を外してやる！

　あと、十メートル、五メートル……。

　とても順調に、俺が桜子とモモまで、残り三メートル程度にまで接近した、そのとき。

　バシバシバシバシバシッ！

「ぐわぁぁっ!?」

　俺の身体は、まるで目に見えない透とう明めいな壁にでもぶつかったように、弾かれ撥はね返かえされた。

　すると、英雄の墓の裏から、スッと。

　一人の、黒いマントで全身を覆おおった男が、姿を現したのだ。

「クックックッ、いかがかな？　我わがダラ＝カーハ特製、完全防ぼう御ぎよ結界発生装置の性能は」

　男は、悪意に満ちた顔で、俺を睨にらみつける。

　こいつが、ダラ＝カーハ大統領か！　俺は直感した。

「完全防御結界!?」

　それはマリーの十八番であり、俺も何度もその恩おん恵けいに与あずかっている。

　だが、敵に使われてこれほど打つ手がなくなる技も、そうそうない。

　ぞっとする俺に、

「貴様が、シャルスティアの神しん託たくの騎士とやらか？　ふん、己おのれの無力を噛かみ締しめながら、邪神が復活するさまを指をくわえて見ているがよかろう」

　大統領は、憎にく々にくしげに言い放った。

「湊殿どの！　桜子殿！　桃とう一いち郎ろう殿！」

　クリスが、こちらに向かって全速で駆かけてくる。

「モモーーーっ！　桜子ーーーっ！」

　コレットがその後を追っている。

　以下、皆続々と、集結しつつあった。

「みんなっ！　来てくれたんだねぇっ!?」
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　桜子が、キャラに似合わず感かん涙るいに咽むせぶ感じで、泣き笑いの表情を浮うかべる。

「コレットちゃん！　湊さん！　皆さんも！　あ～ん、この格好は見られたくなかったですぅ～っ」

　モモは、涙なみだ目めではあるもののけっこう精神的に余よ裕ゆうがあるのか、自身の見み栄ばえを気にしていた。

　そうだよなぁ、さすがにおしめは、ねーよなぁ。

　いくらコスプレが趣しゆ味みのモモでも、この羞しゆう恥ちプレイはキツいみたいだ。

　そんなモモの名めい誉よを守り、邪神の復活を阻そ止しすべく、

「おぉぉぉぉぉっ！」

　薄うす々うす無む駄だだとは思いつつも、俺は詠えい唱しようする。

「冥道に木こ霊だませよ　鬨ときの鐘かね　緋ひの軛くびき　煉獄紅焔尖槍ヴアルハトロイデン！」

　ッドォォォォォーーーーーンッ！

　派手な爆炎が逆巻き、俺の周りを火の粉が舞うも。

　完全防御結界によって閉じられた空間は、微び動どうだにしない。

　ですよねー。

　予想できる展開でも、お約束の行動を取っておかなければならないのが、ヒーローの悲しい務めだ。ありがとう！　そしてありがとう！

　心中を軽口で誤ご魔ま化かそうとしても、悔くやしさと焦あせりは、急速に高まっていく。

　完全防御結界内部では、操られた生いけ贄にえ二人による無理やりの茶番劇が開かい催さいされ始めた。

「わぁ～、これが英雄のおじちゃんが使ってた武器なのぉ～？　しゅごいね～、おっきいね～。どひーーーっ!?　私、なにキモい言こと葉ば遣づかいで、思ってもいないこと口走っちゃってんのぉーっ!?」

　桜子が、自分が発したセリフに仰ぎよう天てんする。

　はい、邪神の封印を解く儀ぎ式しきを強要されたみなさん漏もれなく、そんな感じのことをおっしゃいますねぇ。

　桜子の子供のように小さな手がなでなでと、墓に立てかけられた、ごつい戦せん鎚ついの金属でできた柄えの部分を撫なでる。

　どうやらダラ＝カーハの英雄が愛用したのは、マジックアイテムの匠たくみの技が伝えられた国に相応ふさわしい、大おお金かな鎚づちという珍しい武器であるみたいだ。

「ばぶ、ばぶ。こっ、こんなの嫌いやですぅ～っ、助けてください湊さぁぁんっ！」

　モモは赤ちゃん言葉を呟かされながら、そのぷにっとしたほっぺを近づけていき、戦鎚の柄にすりすりと頬ずりをする。

　……これって正直、萌もえなの？　エロいの？　なにか違ちがうんじゃね？

　俺の脳のう裏りに疑ぎ問もん符ふが浮かびかけた瞬しゆん間かん、

「ふぇぇっ、あうぅ～、まんまぁ～っ」

　赤ちゃんモモが、ぐずるように泣き出したのである。

　お腹なかが空いた仕草なんだろうか？

　それに応え、

「よしよし、いい子でしゅねぇ～。ちゃんと、お姉ちゃんのおっぱい、飲ませてあげまちゅからねぇ～っ。って、えぇぇぇぇっ!?」

　桜子がごそごそと自分の園児服を捲まくり上あげ始めつつ、驚きよう愕がくする。

「だっ、ダメだよ姉さん!?　ぼ、僕ぼくたち姉きよう弟だいなんだよっ!?」

　姉の上半身に顔を寄せていきながら、モモは必死に抗あらがおうとするも。

「そ、そんなの私だってわかってるって！　でも、身体が勝手にぃぃっ！　いやぁ～～っ、見ないでぇ～～～っ!?」

　桜子も、下乳付近のすべすべときめ細かな肌を惜おしげもなく外気に晒さらし、懇こん願がんするのだが。

　ちょっ、これって俺の位置からは見えないけど、もしかしてもうモモには見えちゃってるんじゃ!?

　俺もまるで自分が当事者であるかのように、ハラハラする。

　前言撤てつ回かいするわ。エロいです、うん。

　だけど、赤ちゃんプレイとは本質的に関係ない部分でのような気もする。それっておかしくねぇ？

　俺は危き惧ぐしたものの、できた弟、モモは目を固く瞑つぶって、姉の無む垢くな裸ら体たいを視界に入れまいとがんばっていた。

　しかし、問題は目ではなく口にこそあったのである。

　モモの唇くちびるが、桜子のささやかなふくらみの先せん端たんに、徐々に近づいていき。

　ついに両者が、触れようとした刹せつ那な。

　バッッッシュゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥッ！

　桜子とモモの全身を、白く輝かがやくオーラが包つつみ込んだかと思うと。

　それは一いつ瞬しゆんにして光の柱となって、天へと立ち昇のぼる。

　がくんっ、と見えない結界に阻まれていた俺の身体が、前のめりに傾かたむく。

　邪神の封ふう印いんが解かれるのと同時に、結界も解かれたらしかった。

　桜子とモモは気を失い、ばったりと地に倒たおれる。

　間に合わ……なかったのか……。結局、三度も……！

　茫ぼう然ぜんとする俺の耳に、

「ふははははははははははーーーっ！　余が呼び出した邪神の前に、全人類がひれ伏すのだぁーーーーーっ！」

　大統領の狂きよう気きじみた笑い声が、忌いま々いましく響いた。

「シャムス！　あなたは、あなたは自分がしたことを、わかっているのですかっ!?」

　俺のそばまでやって来たイレーヌさんが、かつての恋こい人びとを強い口調で諫いさめるも、

「おお、イレーヌ！　やったぞ！　余はついに、余と其そ方ち、二人の夢を叶かなえてみせたのだ！」

　話が、どこか噛み合わない。

　大統領の目の焦しよう点てんが、微び妙みようにイレーヌさんと合っていないことに、気づく。

　こいつ……、正気じゃないのか……？

　俺の背筋を冷たいものが走った。

　そこに――。

　ズダァァァァァァァンッ！

　雲一つない砂漠の空から、一本の雷かみなりが、大統領を目指して降りてきて、直ちよく撃げきしたのだ。

「ぐわぁぁぁぁぁーーーーーーーっ！」

　絶ぜつ叫きようが轟とどろく。

　あまりにも衝しよう撃げき的てきな光景に、俺は瞬まばたき一つできずに、息を呑のむしかない。

「シャムス!?　ああぁぁぁぁぁーーーっ！」

　イレーヌさんが、悲鳴を上げる。

　一度は自分が愛した男が、黒くろ焦こげになるさまを目まの当あたりにしたのだから、無理もない。

　が、異変はそこからだった。

　真っ黒に変色した大統領の身体の――体積が、質量が、むくむくと広がる暗雲のように高速で増大してゆく。

『サガレみなとヨ！　ダイトウリョウノカラダヲヨリシロトシ、ジャシンガジッタイカスルゾ！』

　剣となって俺の手に握にぎられているリアマが、突とつ如じよ警告を発する。

「んなっ!?　だったら逆じゃないのかリアマ!?　今すぐ大統領を攻こう撃げきすっ……わぁぁっ!?」

　ビュォォォォォォォォーーーーーーーーーーーーーーッ！

　その暇ひまはなかった。

　猛もう烈れつな突とつ風ぷうが、大統領を中心として全方向に吹き荒あれ、俺たちを後方へ吹き飛とばす。

　ピシャーーーーーーーンッ！　ガラガラガラガラッ……！

　周囲に閃せん光こうが走り、雷らい鳴めいが響ひびき渡った。

　上空は今や、一面厚い黒雲に覆われている。

　大統領の姿は、もはやどこにもない。

　というか、すでに人間の姿なんてこれっぽっちも留とどめていない、雲の発生源が渦うず巻まいているだけだ。

　ググッ……。

「ミナト！　避けよーーーっ！」

　いきなりソフィアが、俺に向かって鋭するどく叫んだ。

　ブゥゥゥーーーーーーーンッ！

　直後、黒い雲のようなものの一部が、巨きよ大だいな鞭むちのようにしなり、俺を狙ねらって振り出されたのだ。

　俺は、すんでのところで回かい避ひに成功する。

　正直、ソフィアが危険を察知してくれていなければ、危なかった。

　それは、人間の腕のような形を取り始めていた。

　手だけでなく、足も、二本ずつできあがりつつある。

　肩も、首も、頭も。

　黒い光こう沢たくのある、山のようにデカい物体が、俺たちの眼前に生み出されたのだった。

「これが……邪神……!?」

　見上げながら、俺は呟くしかない。

　どんな力を持っているのかまだ見当もつかないが、その大きさだけでも、畏い怖ふの念を起こさせるのに十分である。

「みんな、下がりましょう！　距きよ離りを取らないと危険です！」

　マリーの指し摘てきに、誰だれも異論はなく、素す直なおに従った。

　意識のない桜子とモモは、クリスと雪花、茜とコレットが、それぞれ肩と足を持って運んでいた。

　今から、邪神と戦うのか？

　実感が湧わかない。

　本当に、やれるのか？　いや、やれるとかやれないとかではなく。

　だんだん思考が、回り始める。

　それに、大丈夫さ。

　俺ひとりじゃない。みんなが、いるじゃないか。

　全員で戦えば、きっとなんとかなる。

　だって俺たちは、その筋では天下に轟く知名度を誇ほこるという魔法五大国のうち、四か国から最強レベルの術者たちが集まった、精鋭部隊なんだからな！

　と、俺が己を鼓こ舞ぶしているときに、それは起こった。

　ぼろっ……。

　不意に、なんの予兆もなく、ソフィアのドレスのスカートが塵ちりとなって崩れ去ったのだ。

　どぉぉぉぉぉ!?　なってんだこりゃぁぁぁぁぁっ!?

　ソフィアのむちっと白くて眩まぶしい太ももが、露あらわになる。

　異常に気がついたものの、俺とソフィアはどう反応することもできず、しばし硬こう直ちよくする。

　ぼろっ、ぼろっ、ぼろぼろぼろっ。

　だが、突然の消しよう滅めつは、スカートだけでは済まなかった。

　上半身も、さらにはぱんつとブラジャーまでが、すべて、原子分解でもしたかのように、形を失っていく。

　どっひーーーっ！　は、肌色率百パーセントぉーーーっ!?

「な……、なんじゃこれはぁぁぁっ!?」

　ついに、すっぽんぽんになってしまったソフィアが、堪たまらず叫ぶ。

　見れば、他も全員、一糸纏まとわぬ生まれたままの姿になってしまっていた。
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「きゃぁぁぁっ!?」

「なっ、なによどうなってんのぉっっ!?」

「はわぁっ!?　ふっ、服がっ!?」

「大だい惨さん事じですね」

　マリーも茜もクリスも雪花も、目を見開いて自分の身体を凝ぎよう視しする。

「えー？　みんな、裸はだかになっちゃったのー？」

　コレットはあまり恥はじらう様子もなく、ただびっくりしている。

「そんなっ、裸になったら女だってバレちゃ……あ、もうバレてたんだっけ」

　ラニタも困っているようでいて、ボケをかますくらい余裕がある……のだろうか？

「エルキシュ、ダラ＝カーハ、トランカナンの英雄が力を合わせ封印したという邪神は、文明破は壊かいの神であったと伝えられています！」

「なるほど、それで人類とそれ以外の生物を分ける決定的な文明の象しよう徴ちようである衣服が、消し去られてしまったのですね！」

「ええ、邪じや神しんから一定範はん囲い内ないに、文明破壊フィールドとでもいうべきものが、展開されているのでしょう」

　イレーヌさんとミレーユさんは、やけに説明的な、しかもトンデモ本かよっていうようなやり取りを繰くり広ひろげた。

「やれやれですわ、下着姿の次は全ぜん裸らだなんて。これほどにまで汚よごされてしまっては、もはやわたくしたちを娶めとってくださる殿との方がたなど、どこにも存在しないのではなくって？」

「まったくだぜ。この遣やり場ばのない怒いかりは、どこにぶつけりゃあいいんだろうなぁ？」

「姉様、かくなる上は、男性のことなどきれいさっぱり諦あきらめ、姉妹で仲良く末永く暮らすというのはどうでしょう？」

　ファルバザード三皇女も相変わらず、自分たちのペースを崩さず、飄々とした会話を交わしている。

　あれぇ？　みんな思ったほど、パニックになってないなぁ？

　こういうハプニングばっかりで、慣れっこになってしまったんですかねぇ？

　俺は、かつてない規模の美少女肌色パラダイスを前に、実じつ況きようする。

　女の子が多過ぎて異性が少ないと羞しゆう恥ち心しんが薄うすれてしまう、女子校の教室みたいな風景？

「シャルスティアの皆みな様さまのみならず、世界の緊きん急きゆう時だと聞きき及および、急きょ日本から馳はせ参さんじてみれば、この扱あつかいですか……。私、心が折れそうです」

　正座をして両手で胸を隠かくしながら偲乃さんが、ぽつりと愚ぐ痴ちをこぼした。

「だいたい、なんで騎き士し様だけ、鎧よろいがなくなっていないんですのっ!?　不公平ではありませんこと!?」

　急にブリジッタから、俺を糾きゆう弾だんする声が上がる。

「うえぇっ、俺だけっ!?　……あ、ほんとだ」

　そんなバカな、と思い見比べてみると、ブリジッタの指摘は確かに間違っていなかった。

　まず、女の子たちの全裸にばかり目を奪うばわれていて、自分のことを注意していなかったのを反省しよう。

　言われたとおり、俺の聖焔輝エラシツカア盾鎧装スピデイオは、普ふ段だんと変わらず炎のオーラが結けつ晶しよう化かし燦さん然ぜんと輝き、傷一つついてはいない。

　次に浮かんだ疑ぎ惑わくは、もしかしてこの邪神の力は、都合よく女の子の服だけ、脱ぬがすようにできてるんじゃね？

　というものだったのだが。

　俺は、確認して即座に後こう悔かいした。

　アシエルも、しっかり全裸なのだった。

　あら、でもアシエルさんったら、無む駄だな贅ぜい肉にくのついていない、それなりに引ひき締まった身体をしてらっしゃるんですね。

　って、なに一瞬まじまじと見つめちゃってんだ俺!?

　うん、アシエルは画面から外れてていいから。カメラさん、アシエルはカットでお願いしまーす！

「このままでは、我々はともかく、レディの皆みなさんは戦力低下を免まぬがれませんね」

　アシエルはそう言って、誰かを振り返った。

「うーむ、さすがは邪神、恐るべし。まさかこの歳としになって、こんなとびきり可愛いお嬢じようさんたちのウルトラスーパー大サービスショットが拝めるなんてなぁ。長生きはするもんだ」

　老人みたいな言い草で、それに答えたのは……。

　そうだった、親父もいたんだった。

　アシエル以上に、見たくないもんを視界に入れちまったじゃないか。中年のおっさんのヌードなんて、どこに需じゆ要ようがあんだよ!?

　けど、親父のやつ、昔と同じ筋骨隆りゆう々りゆうのいいガタイしてやがるぜ。

　それにしても二人とも、大事な部分を隠そうともしないで男らしいっつーか……。なんかだんだん、銭湯の中にでもいるんじゃないかって、錯さつ覚かくしてくるな。

　などといつまでも脱だつ線せんしていて、いいはずがない。

　俺たちはこのまま、邪神と裸で戦わなければならないのだろうか？

　だとしたら、なんという目の保養……じゃなかった、気が散って集中できないうえに、防ぼう御ぎよ力りよくとかもゼロに等しくなって、圧あつ倒とう的てきに不利なんじゃないか？

　そこまで考えての能力なら、かなり手て強ごわい相手だ。

　俺が、改めて恐きよう怖ふを感じていると。

　ォォォォォォォンッ。

　不気味な咆ほう哮こう？　慟どう哭こく？　邪神から、謎なぞの音が発せられる。

　しかし、邪神自身はさっきから、もうずっと動き出す気配がない。

　攻撃するなら、今がチャンスなんじゃないか？

　みんな裸だからといって、まったく戦えないってわけではないのだ。羞恥心さえ克こく服ふくすれば、どうとでもなるはず。

「お、おい、みんなっ……、んなぁぁぁ!?」

　そう声をかけようとして、俺は目玉が飛び出しそうになった。

「クリス……大好きです」

「雪花……そんな可愛いこと言われたら、私……」

　俺の周りの女の子たちは、みんな仲がいいとは思っていた。

　中でも、クリスと雪花の親密さは相当なものだ。

　そんな二人が、そのままちゅーしちゃうんじゃないかってくらい、ぽーっとした瞳で見つめ合っている。しかも全裸で。

「マリー……、そなたの柔やわらかでとろけそうな肢し体たい、もう我が慢まんできぬ！」

「ソフィアこそ、そんなわがままな身体を見せつけて、誘さそっているんですか？」

　ソフィアとマリーも、従い姉と妹こ同士とはいえ、そこらの実の姉妹よりずっとわかり合っている。

　でも、だからって、お互たがいの乳を揉もみ合うみたいに、そっと手をふくらみに乗せてああああああ！

「姉上……シャムス様のことはお忘れになって、私だけを見てくださいです」

「ミレーユ、そこまで私のことを……？」

　エルキシュ大公姉妹も。

「姉様、今日こそ我の想おもい、受け取ってくださいませ」

「姉貴、オレだけ仲間外れになんて、しないでくれよな？」

「もちろんですわ、エルッカちゃんもアリッサちゃんも、わたくしの可愛い妹ですもの」

　ファルバザード三皇女も。

　いつのまにか、みんな邪神そっちのけで、退たい廃はい的てきな百ゆ合り百合ムードに突とつ入にゆうしちゃってるじゃありませんかぁぁぁぁぁっ!?

『ジャシンガハッセイサセタふぃーるどニハ、リセイヲスイトルコウリョクモアルヨウジャナ』

　リアマが、目を白黒させるしかない俺に、解説してくれた。

「り、理性を吸い取る!?　それって、エッチな気分になっちゃうってこと!?」

『ウム』

「け、けどなんで女の子同士で!?　誰でもいい状態!?」

『イヤ、ドウセイニメザメサセ、シソンヲノコセナクスルイトモコメラレテオル』

「げっ!?　それじゃあ、アシエルや親父も!?」

　気持ち悪い想像に打うち震ふるえつつ、若じやつ干かんの怖こわいもの見たさも手伝って、俺が視線を向けると。

「ど、どうしたんでしょう？　女じよ性せい陣じんがみんな、正気を失ってしまったようですが……!?」

「ん～、たぶん邪神の能力なんだろう。しかし、遥はる々ばる日本から来た甲か斐いがあるなぁ」

　ほっ。心の底から、俺は安あん堵どの溜ため息いきを漏らす。

　アシエルと親父は、面食らってはいるものの、まだ理性を保っているみたいだ。

『みなとヨ、オトコハソノママホウチシ、オンナカラアイテニサレナクナルゼツボウヲアジワワセヨウトイウ、ジャシンノアクイガびんびんニツタワッテクルゾ』

　リアマが追加情報を教えてくれる。

　なにそれひどい。

　確かに、周りで女の子たちがきゃっきゃうふふしている横で、男はずっとお預けをさせられたりなんかすると、男たちは悶もん々もんとストレスが溜まって勝手に争あらそい出すかもしれない。

　それはそれで、理性の崩ほう壊かいと言えるだろう。

　そこで俺は、一人ぽつんとまるで瞑めい想そうにでも耽ふけるように正座し続けている、偲乃さんに気がついた。

「なぁ、リアマ、偲乃さんはなんで平気なんだ？」

『アノモノハ、オノレノセイシンリョクデ、テイコウデキテオルヨウジャナ。チカクニヨクジョウスルアイテガオラヌノモ、コウヲソウシテオル』

　俺の問いに、リアマはすらすらと分ぶん析せきしてみせる。

　ふぅむ。強い精神力があれば、この百合百合発情モードから、脱だつ却きやくできるのか。

　だったら、みんなに注意を喚かん起きして、正気に戻もどってもらえばよくね？

　と俺が考えている間にも、

「ラニタぁ、裸でくっつくのって、気持ちいいねぇ？」

「んっ、コレットぉ、そこ、気持ち、いいのぉ」

　コレットとラニタまで、いけない遊びに興じ始めてるし。

「桜子ぉ、起きてよぉ。でも、無事でよかった」

　茜も、気絶したままの桜子の頬ほおを、愛いとおしそうになでなでしている。

「うふふ。眠ねむってるんなら、いたずらしちゃうんだからねっ？」

　茜はそう言って、つつつーっと人差し指で、桜子の身体をなぞっていく。

　ふぅ。つくづく恐おそろしい邪神だぜ。まだ戦ってすらいないのに、味方が次々と脱だつ落らくしていくんだからな。

　なんて、そこかしこで行われている美少女たちのエロエロプレイに、見蕩れている場合じゃねーっつーのぉっ！

　でもなんか、止めづらい雰ふん囲い気きだし、できることなら俺もずっと彼かの女じよたちの成り行きを眺ながめていたい……って、いかぁぁぁーーーん！

　これって、知らないうちに邪神の術中に、嵌はまっちまってるのではっ!?

　あーもう、こうなったら俺一人だけでも、やるしかねーのか!?　邪神とのタイマン、張ってやるよっ！

　俺が、半ばやけくそ気味に決心しかけた、そのとき。

　ズズ……ズズズズ……。

　砂の地面から、なにやら不ふ審しんな振しん動どうが、伝わってきたのだ。

　まるで、地下鉄が自分のもとへと近づいてくるような。

　と思った瞬間。

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴッ、ボコォォォッ！

　それは、大量の砂を宙に撒まき散ちらし、いきなり地中から飛び出してきた。

「どわぁぁぁっ!?　きょっ、巨大ミミズ!?」

　あたかも邪神を祀まつる尖せん塔とうのように聳そびえ立たったそれを見上げ、俺は驚愕するも、

『さんどわーむデアルゾ、みなとヨ』

　やれやれといった口調のリアマに、正解を告げられる。

　ははぁ、サンドワームね。

　手も足もないヘビのような姿。頭部にぽっかりと開いた円形の口には、ノコギリ状に歯がびっしりと並んだおぞましい怪かい物ぶつである。

「みんなぁぁぁぁぁっ！　逃げろぉぉぉぉぉぉっ！」

　俺は、サンドワームの出現に動じる様子もなく、いちゃいちゃを続ける女の子たちに、叫ぶ、が……。

　ダメだ！　誰も俺に注意を向けようとしない！

　そうこうするうちにも、サンドワームは鎌かま首くびをもたげ。

　ブゥゥゥンッ！

　一番近きん距きよ離りにいたクリスと雪花に照準を定め、襲いかかった。

「どぉぉぉぉぉりゃあぁぁぁぁぁっ！」

　俺は高く跳ちよう躍やくし、紅玉灼苛神剣レヴアンデミトレイを振るう。

　バッシュゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥッ！　ゴォォォォォォォォッ！

「シャギャァァァァァァァァァァッ！」

　炎のオーラが巨大な刃やいばとなってサンドワームの胴どう体たいを両断する。

　同時に、火山神の炎によってサンドワームは一瞬にして焼き尽つくされ、消炭となって散っていった。

「大だい丈じよう夫ぶか、二人とも!?」

　俺が振り返ると、

「雪花、雪花、雪花ぁ！」

「あぁ、クリス、クリス！」

　クリスと雪花は、熱く激しく抱ほう擁ようを交かわしている最中だった。

　邪神は、何もしていないようでいて、実はしっかりと俺たちを殲せん滅めつする策を講じていたのだ。

　まず物理的に全裸にして行動を制限してからの精神汚お染せん。獲え物ものたちが完全に戦せん闘とう意欲を失ったところで息の根をとめるべくサンドワーム投入。

　このままでは、なんの反はん撃げきもできないまま、いいように料理されてしまう。

　どうにか俺たちの意地を見せなければ！

「すごい……、ソフィアのここ、もうとろとろですよ？」

「なにを……マリー、そなたとて、こんなに溢あふれているではないか？」

　ちょぉぉぉぉぉっ、たんまたんまっ！

　俺ひとり気合いを入れても、周囲はこんな感じ。

　ソフィアとマリーが、お姫ひめ様さまらしからぬ、おいたに励はげんじゃってますよぉぉぉっ!?

　そうだよね、よだれがとろとろに溢れちゃって、大変だよねっ！

　その間にも。

　ズズズズッ、ボコッ、ボコッ、ボコォォッ！

　サンドワームは、一匹ぴきだけではなかった。

　一挙に五体が、新たに出現する。

「ソフィア！　マリー！　クリス！　雪花！　しっかりしてくれよっ、茜ぇぇぇっ!!」

　窮きゆう地ちに立たされ、俺は堪らず、声を限りにみんなの名を叫んだ。

「もぉ～っ、桜子ぉ～？　これだけやっても、起きてくれないのぉ～？　……って、湊？　何か言っ……きゃぁぁっ!?」

　桜子が失神中で相手が無反応だったため、いまひとつ邪神の精神汚染のかかりが甘あまかったのだろう。

　唯ゆい一いつ、茜が俺の呼びかけに応え、この最悪の現状を理解したのである。

「どどどどど、どうすればっ!?　あ……魔ま法ほう制せい御ぎよチップは、壊こわれてない……!?」

　茜は、自身の手足に巻かれた、腕うで時ど計けいにも似た形状の装置の存在に気づく。

　本当だ。他のすべての身につけていたものは、邪神の特とく殊しゆフィールドによって消滅してしまったというのに。

　どういうわけか、魔法制御チップのみが、まったく影えい響きようを受けていないのだった。

「これならっ……えぇぇぇぇいぃぃっ！」

　茜が、かけ声とともに魔法制御チップを起動させる。

　澄すんだ水色のオーラが迸ほとばしり、茜は機械でできたワンピース水着のようなコスチュームに変身を完かん了りようした。

『雪花、クリス、コレット、魔法制御チップを使って！』

　茜は、まるでリアマみたいに、俺たちの脳内に直接意思を伝えてきたのだ。

　変身後、電子の魔ま女じよとなった茜の精神リンクとでもいうべき能力！

「はわっ!?　私、いったい何を!?」

「了解しました、茜様」

「アカネ!?　うん、わかった！」

　決戦に備え、予あらかじめ魔法制御チップを装着していた三名が、すぐさま反応する。

　俺が呼んでも、全然相手にしてもらえなかったのに……。やっぱ、テレパシーは効果あるなぁ。

　パァァァァァァンッ！

　クリスの身体を薄うす紅べに色のオーラが、雪花の身体を深緑色のオーラが、コレットの身体をパッションピンクのオーラが、包み込む。

　クリスはミニスカ巫み女こ装束。

　雪花は大きな三角帽ぼう子しに半はん透とう明めいのローブ、周囲には分厚い本が環かん状じように浮ふ遊ゆうする、図書館の魔女。

　コレットは、アイドルのステージ衣装のようなへそ出しひらひら衣装を、身に纏ったのだった。

「で、結局、なんで魔法制御チップは問題なく作動したんだ!?　邪神のフィールドが文明を破壊するってんなら、魔法制御チップなんて、文明の最先端もいいとこだろっ!?」

　俺は誰にともなく、強きよう烈れつに引っかかった疑問を口にすると、

「検けん索さくできました。湊様、邪神のフィールドは、魔ま法ほうが関かん与よする物体には干かん渉しようすることができないようです」

　すかさず、雪花が神界の智ち慧えの泉にアクセスし、回答を導き出す。

「そっか、だから湊のオーラの鎧も、無事だったのねっ」

　それを聞いて、茜もうんうんと納なつ得とくしている。

　だが、直後。

　グォォォォォッ！

　五体のサンドワームのうち一体がまた、標的を決めたらしく、牙きばを剥むき迫せまる。

　そこには、まだ精神汚染にかかったままの、ソフィアとマリーがいた。

　ビュンッ、とクリスと雪花が、疾風のごとく急行し、二人を抱だき上げて救出する。

「姫様、お気を確かに！」

　クリスと雪花が、ぺちぺちと優やさしく主君の頬を叩たたく。

「む？　私は……」

「私は、何をしていたんでしょう？」

　ソフィアとマリーは、ようやく正常な意識を取とり戻したのだった。

『姫様！　湊みたいに、オーラで身を守るものを創つくり出すことはできませんか!?』

　茜が、正気にはなったものの、いまだ全裸であることには変わりのない二人に、問う。

『「術式は、こうです！」』

　続けて、茜と雪花の声が重なった。

　茜は、茜の親父さんたちが蓄ちく積せきしていた、火山神顕現騎士ヴオルカエクエスのデータから解かい析せきした様々な魔法の術式を学んでいた。

　雪花は、古代シャルスティア魔法文明博物館で借りたたくさんの文ぶん献けんや、やはり神界の智慧の泉から、引き出したのだろう。

　それをソフィアとマリーの脳内に、ダイレクトに送り込む。

「うむ、同じシャルスティアの神族である空の女め神がみと」

「海の女神の加護を受ける私たちに、できないはずがありませんね」

　ソフィアとマリーは、自信ありげにこっくりと頷うなずき合い、

「飄つむじかぜ　無む縫ほう　霄しよう壤じようの梁はり　聖眩宜浄空衣セリユ・アエロツト！」

「漣さざなみ　更さら紗さ　玉たま響ゆらの華はな　聖幻簾清海衣フイネ・アキユーテ！」

　高らかに、唱えた。

　魔法制御チップなどなくても、空と海の女神の奇き跡せきとして、神の衣は二人のために用意されていたのだ。

　ソフィアとマリーに授さずけられたのは、スカイブルーとマリングリーンの衣装。

　王女に相応ふさわしい宮きゆう廷ていドレスのような、いやむしろ、ふわりとしているが、半ば透すき通とおるほどに薄く、女神の羽は衣ごろもとでも言うべきものだった。

『よし、これで後は……。ラニタさん、オーラを鎧化する術式を教えるわっ！』

　茜が次に呼びかけたのは、コレットのそばでまだすっぽんぽんでぽや～っとしているラニタだ。

「は、はい！　アカネさんが心に直接話しかけてくれたおかげで、邪神の術が解けました！」

　が、ラニタもすぐに茜に応こたえる。

　茜の精神リンクの効果は絶大である。

　一流の術者であれば、魔法制御チップに頼たよる必要はない。

「はぁぁぁーーーっ！」

　ラニタが、オーラを高め気合いの一声を上げると。

　パァァァァァンッ！

「あの、ラニタ……？　どんなイメージで、その格好を選んだんだ？」

　その姿を見て、俺は思わずツッコまざるをえない。

　ラニタの変身した衣装は、よくＲＰＧゲームの中で女戦士って感じのキャラが着ているような、けっこうな露ろ出しゆつ度どを誇るいわゆるビキニアーマーってやつだったのだから。

「え？　……あれ？　きゃぁぁぁっ!?　ぼくっ、せっかくだから、凛り々りしくてかつ女の子らしい服がいいなぁって思ったはずなのにっ!?」

　今さら真っ赤になって狼ろう狽ばいするラニタ。

　凛々しくてかつ女の子らしい……まぁ、そう言えなくもないのかもしれない？

　やっぱり、男のふりしての生活が長かったせいで、ラニタの女の子らしいっていう感覚は微妙に、いやかなり、普ふ通つうの女の子からズレてしまっているんではないだろうか。

　不ふ憫びんだ。

「でも、これでもないよりはマシです！　いくよ、コレット！」

「うんっ、ラニタ！」

　トランカナン召喚士の揃そろい踏ぶみ。二人は、素す焼やきの笛のようなものを手に取った。

「お？　その笛も、壊れなかったのか？」

「召喚の笛は、魔ま力りよくの宿る特別な土から作りますからね」

　俺の疑問に、ラニタがノータイムで答える。

　ヒューヒューと耳鳴りのような音を響かせ、二人は――。

「出でよ、トライホーンホエール！」

「出でよ、ラフレシアドラゴン！」

　自身が呼び出し得る、最強の魔ま物ものの名を叫ぶ。

　バッシャァァァーーーンッ！

「グルォォォーーーンッ！」

　それにぴったりと合わせるように。

　空中にどこからともなく水みず飛沫しぶきを上げ、鋭く長い三本の角を生やした、浮遊するクジラが。

　威い風ふう堂どう々どうたる咆哮を轟かせ、背中から首にかけてピンクの花弁状のトサカをつけ、それ以外の体表は全身緑色の鱗うろこで被おおわれた、二枚の翼つばさを持つ竜りゆうが。

　ラニタとコレットの召喚に応え、降臨したのだった。

　たぶん、名前は呼ばなくても出てくるはず。ただのかっこつけだろうが、まぁよしとしよう。
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　ラニタとコレットは、素す早ばやく二体の魔物の背に飛び乗り、臨戦態勢を整える。

　トライホーンホエールとラフレシアドラゴンはかなりの大きさなのだが、それでもサンドワームと比ひ較かくすると大きさは同じくらい？　体長的には、倍以上サンドワームの方が長いと思われた。

『で、次は、ファルバザード三皇女様は……』

　茜がきょろきょろと視線を彷徨さまよわせると、

「ご心配には及びませんわ、シャルスティアの皆様！」

　ブリジッタが、

「これだけ脳内会話が飛び交えば、嫌でも正気に戻るってもんだぜ！」

　エルッカが、

「待たせたな、我らの力、とくと見せてやろう！」

　アリッサが、不敵な笑えみを浮かべ、雄お々おしく並び立っていた。

　とはいえ、まだやはり全裸状態のファルバザード三皇女は、両手で胸と股こ間かんを隠しつつ、呪じゆ文もんを詠唱する。

「腐くさり病毒満つるは死の必定　魂こん葬そうには紊びん乱らんなる　痩餓黒ブラン・ブラ法師ンデイツシユ！」

「流る転てんし続けるは石動いするぎ　忘ぼう我が楼ろう　起たちしろしめすは　咬劫灰トラン・ト居士ランセンド！」

「歓かん喜きせよ　祝福の杯さかずき　孔く雀じやく石の胎たい盤ばん　漕こぎ出ずる　茫爛白グラン・グラ虚子ンギニヨル！」

　すると、ブリジッタの前には漆しつ黒こくの人型の影かげが、エルッカの前にはテレビ放送終しゆう了りよう後の砂すな嵐あらしのごときノイズが走る灰色の人型が、アリッサの前には純白の強く発光する人型が、主人を守るように佇たたずむ。

「わたくしたちは、これら化け身しんと、融ゆう合ごうすることができますのよ」

　続けてブリジッタが、自じ慢まんげに言い、

「喝かつ采さいせよ　黒法師と殲滅ブラン・エステ姫の輪舞曲イント・ロンド！」

「慨がい嘆たんせよ　灰居士と均衡トラン・ビランチヤ姫の円舞曲トウーラ・ワルツ！」

「裂れつ帛ぱくせよ　白虚子と誕生グラン・ジエニト姫の行進曲ウーラ・マーチ！」

　再び、三皇女が呪文を唱えると、辺りは眩まばゆい黄こ金がね色いろの光に包つつまれ。

　キュゥゥゥンッ、パキィィィーーーンッ！

　光が消えると、ファルバザード三皇女は、化身との融合を果たしていた。

　と言っても、外見的にほとんど変わりはない。

　ブリジッタもエルッカもアリッサも、その美しい相そう貌ぼうはそのままに、顔や身体に、一部変身ヒーローみたいな模様が塗ぬられたように見える。

　まるでボディペインティングみたいに。大事なところはそれぞれ黒、灰色、白の模様で隠されてはいるものの、正直身体のラインはほぼ全裸時と同じと思っていい。

　それでもまぁ、やっぱり全部が丸見え状態よりは、いくらもマシなのだった。

『残るは、エルキシュ大公様と、妹さん……』

　茜の呟つぶやきが聞こえたのかそうでないのか、

「ミレーユ、私たちも、乗のり遅おくれてはなりません」

「はい、姉上、暗黒精せい霊れい憑ひよう依いを行うのですね？」

　エルキシュ王家の姉妹、イレーヌさんとミレーユさんも、すでに戦線に復帰する準備が整ったらしい。

「私は汚火精せい霊れいの上位種を」

「ならば私は、腐風精霊の上位種を」

　二人の間では、すっかり意思の疎そ通つうが図はかられているのだろう。

「アッシャー界へと来たれ！　暗黒死不死鳥デス・フエニツクス！」

「来たれ！　暗黒死獅子鷲デス・グリフオン！」

　イレーヌさんとミレーユさんが、両手を振り上げる。

　もちろん、全裸で。ぶふっ！　見ちゃいかーーーーーんっ！

　俺の動どう揺ようをよそに、

　ボォォォォォッ！

　ビュォォォォォッ！

　黒い炎の羽う毛もうと翼を持つ、巨大な鳥が。

　黒くろ豹ひようのような後半身と、黒い鷲わしの前半身を持つ、巨大な獣けものが。

　イレーヌさんとミレーユさんのもとに、召喚されたのである。

　イレーヌさんとミレーユさんは、躊ちゆう躇ちよなくその黒い炎と黒い瘴気に包まれている背に跨またがった。

　ずぶずぶと、二人の裸ら身しんは二体の上位暗黒精霊に沈しずみ込んでいき、ついには肩かたから首、顔だけがちょこんと見えている程度にまで呑み込まれる。

　え、これ、憑ひよう依いさせるっていうより、自分が憑依する側に見えるんですけど!?　まぁ、どっちでもいいか、そんなことは……。

　これで、魔法五大国選えりすぐりの腕うで前まえを有する美少女たちは全員、高い戦せん闘とう力りよくと衣服の両方を一挙に手に入れたのだ。

　よかった。本当によかった。邪神との決戦的な意味でも、目の遣り場的な意味でも。

　などと、すっかり万ばん事じ解決した気分になった俺だったが、実はまだ偲乃さんとアシエルと俺の親おや父じと、気を失ったままの桜子とモモが、すっぽんぽんのままであることに思い至る。

『あっ、偲乃さんたちは、どうしよう……！』

　茜も、俺の心の声が聞こえたのか、心配してみせる。

「私は、しばらくこのままでも大丈夫です。お気になさらず」

　まっ、アシエルさんってば、男らしい発言！

「はっはっ、砂すな風ぶ呂ろにでも入りに来たと思えば、どうってことないやな」

　まぁ、親父くらい、いい歳したおっさんにもなれば、羞恥心なんて一番遠いところに置いてきているんだろう。

「私も特に不自由はしておりませんので」

　いやいやいや、偲乃さんは気にした方がいいですって。そんなに美人で、ナイスバディなんだしっ！

　そんなわけで、三人にはとりあえず、そのままで我慢してもらう流れとなり。

　残念ながら今は自分の意見を口にできない硯姉きよう弟だいには、引き続き眠っていてもらうのが、本人たちにとっても最善であるだろう。

「三人はそこで、安心して見物しててくれ！」

「おう、俺はもう神託の騎士の任を解かれて久しい。火山神顕現騎士ヴオルカエクエスにはなれんからなぁ。人間の手に余る相手は、任せるわ」

　親父は、緊きん張ちよう感なくひらひらと手を振って、端はなから丸投げ気分らしい。

　はぁ、そんなこったろうと思ったぜ。

　俺は、気を取り直し、

「さぁ、みんなっ、邪じや神しん討とう伐ばつ、開始といこうぜっ！」

　紅玉灼苛神剣レヴアンデミトレイを振りかざし、仲間たちの奮起を促うながす。

「うむ、ミナトに言われるまでもない。これまでの借り、たっぷりと返させてもらうとしようか！」

　ソフィアも、いつもの調子が戻ってきた。

「しまった！　剣けんは邪神に消滅させられちゃったんだった！」

　一方、自分が丸まる腰ごしとなってしまっていたことに気づき、クリスは慌あわてふためく。

「クリス、オーラで剣を創りましょう。形はどうでもいいので、オーラを刃状にできれば十分です」

　雪花が助言し、

「そ、そうだね、よし！」

　クリスの右手のひらから、細長くオーラが伸のびる。

　キィィィィィンッ！

　オーラが硬こう質しつ化かし、鋭く輝かがやく。いけそうだ。

　まずは、邪神を護衛するように立ちはだかる、五体のサンドワームを倒さなければ。

　俺たちの意識は、しっかりと統一されていた。

　ダンッ！

　クリスが、高く跳とぶ。

「頭かしら木ぎ流りゆう剣けん術じゆつ奥おう義ぎ三の太た刀ち、巍ぎ々ぎ殊しゆ妙みよう！」

　ザシュザシュザシュザシュゥッ！

　クリスが着地したときには、サンドワームの輪切りが、十切れほど、一瞬にして出来上がっていた。

「シャァァァァァァァッ！」

　仲間がやられ逆上したのか、一体のサンドワームが、マリーを狙って突とつ進しんする。

「凍いてつかせよ　陣じん雲うん成す水の粒りゆう子し　絶え間なく満たす世の理　滞たい留りゆうせよ　無限なる水の壁かべ　我らが母　海の女神の名のもとに　湧き出いでよ　揺ゆるぎなき奔ほん流りゆう　結けつ封ぷう　海嘯母ポロロクイア神障壁ル・テナリオ！」

　パァァンッ、ドゴォッ！

　空気が破は裂れつするような音と、車がコンクリートの壁にでも激げき突とつしたかのような音が上がった。

「シャギャァァァァァッ！」

　サンドワームがぐらりと、大きく後方に仰のけ反ぞる。

　マリーを中心とした全方位に、球体状の水の膜まくが張られている。マリー最強の、絶対の防ぼう御ぎよ結界である。

「聴け　飄ひよう漠ばくの戦歌　劈つんざけ　陽かげ炎ろうの帷とばり　我らが母　女神の裁き　墜おち揺るぎ見よ　慙ざん愧きの墓標　蒼弦空クランシユア刃裂断ル・ヴアラツツ！」

　ビュゥゥゥゥゥーーーーーッ！

　機を逃のがさず、ソフィアが無数の風の刃を放つ。

　ザクザクザクッ、ズバァァッ！

　今度は、サンドワームの乱切りだった。

　シャルスティア勢は、早くも二体のサンドワームを血祭りに上げる。

　続けて、まるで功を競きそうように。

「次はボクたちの番だねっ、ラニタ！」

「よぉし、行くよ、コレット！」

　トランカナン代表、コレット＆ラニタが操あやつる、ラフレシアドラゴンとトライホーンホエールが発進した。

　二体の魔物は、すでに自在に宙を舞まうそのスピードで完全にサンドワームを翻ほん弄ろうしている。

　さらに、ラフレシアドラゴンが右から、トライホーンホエールが左から回り込み、サンドワームを挟はさみ撃うちにする。

　バッフゥゥゥゥゥッ！

　ラフレシアドラゴンが催淫ブレスを吐はき出す。

　サンドワームにどれほどの効果があるかは不明だが、目のないサンドワームの他の感覚器、嗅きゆう覚かくや聴ちよう覚かくを一瞬でも麻ま痺ひさせられれば十分だった。

　音もなく、トライホーンホエールが全速で接近する。

　ズズゥゥゥンッ、ブッシュゥゥゥゥーーーッ！

　重い重い体当たり。

　トライホーンホエールの長く鋭い三本の角が、サンドワームに深々と突つき刺ささり。

　トライホーンホエールが、身体をひねってサンドワームを投げ捨てると、どす黒い体液が勢いよく撒き散らされ、サンドワームは絶命した。

「含皓のボンヤージユ降魔棍・テイゲーレ！」

「絶帯のハープーン喪欺杖・ドロツセル！」

「瞞顛のコラツプ・蓬莱扇クラツプト！」

　ファルバザード三皇女の凛りんとした声が響く。

　棒立ちの三女アリッサに、サンドワームが襲おそいかかるも。

　コポコポコポコポコポコポッ。

　白い光の泡あわが次から次へアリッサの周囲に湧き出し、サンドワームを阻はばむ。泡を噛かんでも、泡に突とつ撃げきしても、まったくダメージを与あたえられない。

　バシバシバシバシバシッ、パキィンッ！

　すると、サンドワームの体たい躯くが、空気が硝子がらす化し、それに閉じ込められるかのように、端から固まっていく。

　次女エルッカの、森しん羅ら万ばん象しようを停てい滞たいさせる能力が発動したのだ。

　ズズズ……ウジュグジュグジュッ、ゴボッ、ザァァァーーーッ！

　そして、サンドワームが、黒いカビの菌きん糸しのようなものに瞬またたく間まに覆おおわれていき、腐ふ敗はいし、崩くずれ落おちていく。

「三人でかかるまでもなかったな」

　物足りなそうに、エルッカが吐き捨すてた。

「本来、技わざの名を叫さけぶ必要はないのだがな」

　アリッサが、仏ぶつ頂ちよう面づらながら少し恥ずかしそうに、黙だまっていればいいようなことをバラす。

「雰囲気は大切でしてよ、アリッサちゃん」

　ブリジッタが、そんな妹にお小言を言う。

　やはり、ファルバザード三皇女の力は、壮そう観かんだ。

　エルキシュ公国代表、イレーヌさんとミレーユさんは、暗黒死不死鳥デス・フエニツクスと暗黒死獅子鷲デス・グリフオンを駆かって、サンドワームに肉にく迫はくしていた。

「このまま突き抜ぬけますよ、ミレーユ！」

「はいです、姉上！」

　ほとんど黒い火球と黒い疾しつ風ぷうとなって、二人はサンドワームに飛び込んでいく。

　ボォォォォォォォッ！

　シュゴォォォォォォォッ！

　汚火精霊系の侵しん食しよく燃ねん焼しようと、腐風精霊系の破は傷しよう刺し風ふうが、サンドワームを貫つらぬき。

　ボボ……ボボボッ、ゾゾッ、バキバキバキッ！

　サンドワームは黒い炎ほのおに焼かれ、瘴気の風に滅めつ多た刺ざしにされ、ぼろぼろと朽くちるように分解されてしまった。

　五体のサンドワームはみるみるうちに、すべて退治されたのだった。

　おーっ、みんなすげぇなーっ！　これならけっこう、楽勝なんじゃね？

　なんて観客気分で眺めていた俺おれに、

『湊っ！　なにボサッとしてんの!?　左四十度から来るわよっ！』

　茜の注意が飛んだ。

「ん？　おわぁぁぁっ!?」

　ブゥゥゥゥゥーーーンッ！

　いつのまにか、邪神の巨大な黒い腕うでが、俺を捕とらえようとでもするように、迫っていた。

「でぇぇぇぇぇいぃぃぃぃぃっ！」

　俺は、とっさに紅玉灼苛神剣レヴアンデミトレイで斬きりつける。

　ズバァァァッ！　サラッ、サラサラサラサラッ……。

　その腕一本がサンドワーム一体分はあろうかという、邪神の太い腕を見事真っ二つ。

　どうよこの切れ味！　さすがリアマが化身した神剣！

　胸の内でひとり自画自賛する俺だったが、どこかおかしいことに気がついた。

　紅玉灼苛神剣レヴアンデミトレイで斬られた物体は、たいてい剣から発せられる炎のオーラによって、燃もえ尽きるのが常であるのに。

　邪神の腕には、炎が全然燃え移っていない!?

　それどころか、斬った邪神の腕の傷口からは、一いつ瞬しゆん血かとも思ったがそうではない、無数の黒い砂粒つぶがサラサラと溢れていて。

　ズズズ……ググッ……ガシィィンッ！

　切断された両方の腕から噴ふき出す砂と砂が引き寄せ合うように伸び、いったん取れた腕が、再び何事もなかったかのように、ぴったりとくっついてしまったのだ。

「ちょぉぉっ、そんなんありかよぉ～～～っ!?」

　手て柄がらを立て損そこなって愕がく然ぜんとする俺に、

「どうやら邪神の身体はすべて砂でできていて、ダメージを受けても砂化してから再構成することで、修復されるようですね」

　雪花の冷静な解説が届く。

「それじゃあ、邪神はどうやっても倒たおせないのっ!?」

　コレットが不安げに、尋たずねる。

「いや、ぼくたちのご先祖様である三人の英えい雄ゆうは、確かに一度邪じや神しんを封ふう印いんしてるんだ。何か方法はあるはず……」

　ラニタがそう言って勇気づけると、

「全員で一いつ斉せい攻こう撃げきをしませんこと？　全身跡あと形かたもなく吹ふき飛とばせば、修復も追いつかないのではなくって？」

　ブリジッタが提唱した。

「とりあえず、試ためしてみる価値はありそうだな」

「ええ、手をこまねいても、埒らちが明きませんもの」

　俺とマリーが、賛同するも、

「イレーヌ殿どの……、その、ダラ＝カーハ大統領が、邪神の依代となってしまっておるようですが……」

　ソフィアが言い辛づらそうに、イレーヌさんの顔色を窺うかがった。

　そうだった。あの邪神は、ダラ＝カーハ大統領の身体を乗っ取るようにして、この世界に実体化したのだ。

　つまり、邪神を倒すということは、ダラ＝カーハ大統領の肉体も、ただでは済まないのではないか。

　イレーヌさんの表情は、険しい。

　歯を食いしばり、大変な葛かつ藤とうに苦しんでいるのが見て取れた。

　それでも、ついに口を開き、言葉を絞しぼり出す。

「私がやるべきことはわかっております。シャムスは自じ業ごう自じ得とく……ならばせめて、私の手で……！」

　イレーヌさんが示した覚かく悟ごで、皆の腹は決まった。

　俺たちは散開し、それぞれ邪神の頭、左右の腕、左右の足、胴体を受け持つ形となる。

「「「「「「「「「「「「「おおぉぉぉぉっ!!」」」」」」」」」」」」」

　自然と、俺たちの気合いの叫びがきれいに重なり。

　ッッッドッオォォォォォォォーーーーーーーーーンッ！

　俺たちの魔力の最大出力を乗せた必ひつ殺さつ技わざが、同時に放たれた。

　ある者は物理攻こう撃げき重視で――正直これはあまり効き目はないだろうが、ある者は生と死と均きん衡こうの魔法で、ある者は暗黒精せい霊れい魔ま法ほうで、ある者は空と海と火山の神から授かった魔法で。

　強烈な閃せん光こうと爆炎と暴風が、周囲を満たした。

「ォォォオオォォーーーンッ」

　邪神が、音を発する。

　苦しんでいるというよりは、嘆なげいているような？　いや、歓喜に打ち震えているようだ。

　邪神の両手足はなくなり、胴体にもぽっかりと穴が開き、頭部もほぼ粉々だ。

　にもかかわらず、その傷口からはサラサラと、俺たちを嘲あざ笑わらうかのように砂が舞っているのみ。

　何か、ヤバい。

　俺の勘かんが、警けい鐘しようを鳴らしていた。

「邪神の魔力数値が、急激に上じよう昇しようしているわっ！」

　茜が、電子の魔女となることで、おそらく己おのれの脳内モニターに表示されている画面に慄りつ然ぜんとし、叫ぶ。

「自じ爆ばく!?　邪神には、自爆能力があるようです！」

　図書館の魔女と化した雪花の検索に、恐るべき事実がヒットしたようだ。

「皆みな様さま、早くこちらへ！」

　イレーヌさんの緊きん迫ぱくした声が響ひびく。

　見れば、イレーヌさんとミレーユさんは、偲乃さんと親父とアシエル、まだ横たわっている桜子とモモがいる場所に、集まっていた。

　邪神の自爆って、どれくらいの威い力りよくなんだ!?　範はん囲いは!?　イレーヌさんには、何かそれを防ぐ策があるのか!?

　いくつもの疑問が交こう錯さくする中、俺たちの身体はほとんど本能的に、イレーヌさんたちのもとへ急行していた。

「魔ま界かいへの扉とびらを開きます！　急いで中へ！」

　イレーヌさんが両手で素早く印を結ぶと。

　グパァッ、ギュルルルルンッ！

　突とつ如じよ、空間に渦うずのような黒い穴が現れた。

「この中です！　お早く！」

　俺たちは、言われるまま、穴の中へと飛び込む。

　カッ、ドッ……。

　凄すさまじい閃光と轟ごう音おんが、背後から追いかけてきた、が。

　ぶつん、とすべての感覚が、テレビの電源でも落としたかのように、途と切ぎれた。




　　　　　◇




　一瞬の後、またすぐに感覚が戻ってくる。

　荒こう涼りようとした、薄うす暗ぐらい地平が広がっていた。

「ここが、魔界……？」

　俺は辺りを見回しつつ、目まぐるしい展開についていくのがやっとだ。

　ただ、ソフィアもマリーも、クリスも雪花も茜も、コレットもラニタも、ファルバザード三皇女も、イレーヌさんもミレーユさんも、アシエルも桜子もモモも偲乃さんも親父も、全員の無事な姿がそこにはあった。

　それだけでも、十分幸運に感謝すべき状じよう況きようではある。

　と、ほっと一息ついたところで、俺は強烈な違い和わ感かんに目を見張った。

　ラニタとコレットは、トライホーンホエールとラフレシアドラゴンに乗ったままだったのだ。

「よ、よく入れたな、コレット……。そんなでっかいの連れて……」

　魔界の扉と呼ばれた渦のサイズを思い出しつつ、俺はラフレシアドラゴンを見上げた。

「うん、普通に通れたよ？」

　コレットはあっけらかんと、答える。

　あの渦は、次元の裂さけ目めみたいなものだから、物体の大きさとかあんまり関係なく通り抜けられるってことなんだろうか？

　まぁ、今さら魔法五大国で目にする現象に、いちいち驚おどろいていてもしかたがない。

　見れば、イレーヌさんとミレーユさんが同化している暗黒死不死鳥デス・フエニツクスと暗黒死獅子鷲デス・グリフオンも、人間の倍以上は大きい。

「間かん一いつ髪ぱつでしたね、姉上」

「あのままあそこにいたら、皆みな跡あと形かたもなく消し飛んでいたでしょう」

　ミレーユさんとイレーヌさんは、うんうんと頷き合う。

「お二人は、なぜ邪神が自爆するのを見み越こしていたような行動が取れたのでして？」

　ブリジッタが、疑惑の視線を二人に向けた。

「エルキシュ公国に残る、邪神との戦いに関する伝承には、『一度たび倒たおしたと思っても油断してはならない。英雄たちはすぐに魔界へと一時退たい避ひし、九死に一生を得た。そして、そこからが真の勝負となる。英雄の武器は、真に英雄の武器であった』というくだりがあるのです」

　イレーヌさんは、すらすらとそらんじてみせた。

「英雄の、武器……」

　ラニタが、はっとしたように、トランカナンの英雄が愛用していたという、銛もりを差し出してみせる。

　それに倣ならって、ミレーユさんが、エルキシュの英雄が愛用していたという、大おお鎌がまを。

　続けて、イレーヌさんが、さっきまでダラ＝カーハの英雄の墓に祀られていた、戦せん鎚ついを。

「これらが、何か鍵かぎを握にぎっているのでしょうか……？」

　雪花が、わずかに首を傾かしげる。

　その問いに答えられる者はなく、しばし沈ちん黙もくが支配した。

　すると、

「さぁ、もう魔界から出ても大丈夫でしょう。人の身で、魔界に長く留とどまっていることはできませんので」

　イレーヌさんが、さらっと怖い発言をする。

　確かに、皮ひ膚ふにピリピリとした刺し激げきを感じる。

　オーラの鎧よろいを纏まとっている俺ですらこうなのだ。今なお全裸のままの桜子やモモやアシエルには、もっと大きな負ふ荷かがかかっていることだろう。

「再び、扉を開きますです」

　今度はミレーユさんが、ばばばっと両手を複雑に動かし印を結んだ。

　ガパァァッ。

　さっきと同様、空間に穴が開く。

　俺たちは意を決して、魔界から躍おどり出でた。




　巨きよ大だいなクレーターが、できあがっていた。

　まるで、核かく実じつ験けんが行われた後のような。隕いん石せきでも衝しよう突とつしたみたいな。

「こりゃあ……なるほど、危なかったな……」

　今さらになって、ドッと冷ひや汗あせが噴き出す俺である。

「あそこをっ！」

　一番早く、それに気がついたクリスが、指差す。

　いまだ黒雲に覆われた上空。

　赤い色をした、直径一メートルほどの鉱物のような球体が、ふわふわと三つ空中に浮遊していた。

「あの三つの球に、邪神の魔力の総量が感知されているわっ！」

　茜が、赤い球体を見て、愕然とする。

「あれは……邪神の核のようです」

　雪花が、謎なぞの球体の正体を特定した。

「核!?」

　聞き返す俺に、

「あの核が、砂でできた邪神の身体を制せい御ぎよしています。あれがあるかぎり、邪神はどんな攻撃を受けても、自爆と再構成を繰くり返かえすことが可能だと考えられます」

　雪花は邪神の厄やつ介かいな特性をも指し摘てきする。

　ってことは、あの核が邪神の本体とでも言うべきもので、あれを破壊できれば、邪神を倒せるってわけか。

　しかし、さっきの俺たちの総そう攻こう撃げきでも、あの核には傷一つつけられなかったのだ。

　おそらく、核は砂でできた邪神の体内を自由に動き回り、巧たくみに回かい避ひしていたのではないか。

　さて、どうしたものか。

　と俺たちが思いあぐねているうちに、三つの赤い核を中心に大量の黒い砂が集まっていき。

　邪神の巨大な、黒い光こう沢たくを持つ四し肢しが、頭部が、再び形作られてしまったのだった。

　こうなってしまうと、核がどこにあるのか目視できなくなり、核にダメージを与えるのは非常に困難だろう。

「あちゃ～、これじゃあ、もう一回みんなで集中攻撃して、核を露ろ出しゆつさせないと無理そうだなぁ……」

　嘆く俺に、

「それ以外にも、次で確実に核を仕留められるくらい、完かん璧ぺきな連れん携けいが必要ですわ。わたくしたちの魔力は無限ではないのですから、そう何度も大出力の魔法を続けられませんもの」

　ブリジッタがさらに条件を提示する。

「問題は、三つの核をどうやって一箇か所しよにまとめて拘こう束そくするかですよね」

　クリスが険しい表情で言った。

「しかも、邪神が砂の身体を再構成してしまうまでの、短い時間内にです」

　雪花も難問を前に、眉み間けんに皺しわを寄せる。

　サラサラサラサラ……。

　ん？　なんか変な音がするな？

　と気がついたのと同時に、急に辺りが埃ほこりっぽくなる。

「みんなっ！　避さけてぇっ!!」

　茜の咄とつ嗟さの警告に。

　バッ！

　さすがは、手て練だればかりが名を連ねる集団だ。俺たちは素早く、広く散開する。

　グッシャァァッ！

　大量の砂が圧縮し、すり潰つぶされるような音が響き。

　俺たちがもといた場所には、大きな黒い握り拳こぶしが、悔くやしげに小刻みに震えていた。

　邪神は、砂と化した身体の一部を、遠えん隔かく操作で急に再構成することまで、できるってのか……！

　あの砂の拳に取り込まれていたら、圧死か窒ちつ息そく死しは免まぬがれないところだろう。俺は肝きもを冷やす。

　のらりくらりと戦っていたのでは、今みたいなトリッキーな攻撃で、危険に晒さらされてしまう。

　かといって、こちらが一いつ気き呵か成せいに攻せめ立てると、核かく爆ばく弾だん級の自爆というド派手な反撃が待っている。

　この邪神、なんとも神経をすり減らされる、いやらしい相手だ。

　そのとき。

　ラニタがはっとしたように、口を開いたのだった。

「もしかして、三人の英雄の武器は、邪神の核を仕留める際に使われたんじゃないでしょうか!?」

　みんなバラバラに散っているので、声のボリュームはかなり大きめである。

「邪神の核は三つ。英雄の武器も三つ。確かにきれいに符ふ合ごうしていますね」

　イレーヌさんが、よく通る声で同意する。

　そうだった。過去に三人の英雄が、この邪神の封印に成功しているのだ。決して達成不可能なミッションではないと、俺は思い直す。

「それでは、私とミレーユと、トランカナンの勇者様が、核の拘束を受け持ちます」

　イレーヌさんが、力強く申し出た。

「え……？　トランカナンの英雄の銛はぼくが、エルキシュの英雄の大鎌はミレーユさんが使うのはいいとして、ダラ＝カーハの英雄の戦鎚を、あなたが使えるのですか？」

　が、それを耳にしたラニタは、びっくりした様子で聞き返す。

　言われてみれば、ダラ＝カーハの血を引く人間が、生あい憎にくこの場にはいないのだった。

　いや、正確には、最も適任なはずのダラ＝カーハ大統領がいたというのに、その大統領は邪神と一体化してしまった。

　俺が使うことを許されているリアマの紅玉灼苛神剣レヴアンデミトレイだって、リアマに認められた人間以外扱あつかえないだろうし。

　おそらく三人の英雄の武器も、それぞれ並々ならぬいわくつきの代しろ物もの……、ラニタが心配するのも、もっともだと思われた。

　ところが、イレーヌさんは、断固たる決意を宿した瞳ひとみで、言い切ったのだ。

「私は、シャムスと……、ダラ＝カーハ大統領と一度は将来を誓ちかい合った仲。今わかりました。私はまだ、シャムスを愛しています。私は、ダラ＝カーハ大統領の妻として、この戦でたとえ夫を失うことになったとしても、ダラ＝カーハの英雄の戦鎚を用いて邪神を討とう伐ばつしてみせましょう！」

　パァァァァァッ！

　呼応するように、イレーヌさんの手に握られた戦鎚が、眩く輝きを放った。

　これは、イレーヌさんが、ダラ＝カーハの英雄の魂たましいに、認められたって思っていいんだろうか？

「よくぞ仰おつしやいましたわ、エルキシュ大公様！　ならば、これより行う邪神討伐の先せん陣じん、わたくしたち魔法国家の監かん視し者、ファルバザード三皇女がお引き受け致いたします！　邪神の核を、直ちに剥き出しにしてご覧に入れましてよ！」

　えらい張り切りようで、ブリジッタが会話に交ざってきた。

　イレーヌさんの告白に、感じ入るところがあったのだろう。

「ですので、拘束した邪神の核への止めは、シャルスティアの双そう姫き様さまと騎き士し様に、お願いしてよろしいですかしら？」

　いきなり、ブリジッタは、そこで俺たちに振ふってきたのである。

　わたわたする俺とは対照的に、

「心得ました」

「はい、必ずや」

　ソフィアとマリーはしっかりと頷いてみせる。

「お、おうっ、まかしとけっ！」

　結果、俺もワンテンポ遅れて、了りよう解かいするのだった。

　というわけで、ついに邪神を倒す算段は整った。

　まずはファルバザード三皇女が、邪神の核を再び外気に晒すべく、挑いどむ。

　他の者は皆みな、また魔界へと避ひ難なんできるように、自爆に備える。

　ファルバザード三皇女は宙に浮うき、対たい峙じする邪神の胸くらいの位置で、逆三角形を作った。

　右の頂点にブリジッタ、左の頂点にアリッサ、下の頂点にエルッカが収まっている。

　三皇女が詠えい唱しよう体勢に入る。三皇女の身体から黄金色のオーラが立ち昇のぼり、金粉のように粒子が舞った。

　一度めは俺たち全員で邪神を総攻撃して与えたダメージを、今度は三人だけで叩き出そうというのだ。

　相当大がかりな魔法が繰り出されるだろうことは、予想に難かたくない。

「「「寂じやくたる禽きん蒙もうの宴うたげ　妙たえなる仙せん椎ついの調しらべ　冠かんぜる亡ぼう陵りよう　戦慄わななき　煌きらめきて　禍まが星ぼしを砕くだけ　虚神譚デルキツソス恢榴弾・エブラニカ！」」」

　逆三角形に重なるように、巨大な黄金色の光の球体が形作られた。

　ゴゥンゴゥンゴゥン……ブブブブブッ。

　ややゆっくりとした速度で、プラズマを発しながら、ファルバザード三皇女が放った必殺の光球が邪神に接近していく。

　邪神は山のようにどっしりと佇み、避ける素そ振ぶりもない。相変わらず、完全なノーガード戦法だ。

　ビシビシビシビシビシビシッ！

　光球が邪神に接せつ触しよくした。

　直後、光の筋が邪神の身体からだ中じゆうに走っていく。

「本来なら、虚神譚デルキツソス恢榴弾・エブラニカが触ふれた物質はなんであろうと光に呑のまれ、消しよう滅めつするのですけれど」

　ブリジッタが冷やかに眺ながめ、

「このまま核ごと消滅してくれると楽なんだがなぁ」

　エルッカが淡あわい期待を口にし、

「無理だな。核に届く前に、自爆で中和するであろう」

　アリッサがバッサリと切り捨てる。

「三皇女様！　すでに魔界の扉は開いております！　お早く！」

　イレーヌさんが、そんな悠ゆう長ちような三姉妹にやきもきした様子で呼びかけた。

　空間に浮かぶ渦の中に、俺たちの半数は突とつ入にゆう済みだ。

　ビュンッ！

　三皇女が猛もうスピードで飛び込んできた。

　さすがに余よ裕ゆうをこいていただけのことはある。

　魔界の扉が閉じる。

　視界が暗転し、再び太陽のない空、暗い大地。魔界。

　今、もといた場所では、大だい爆ばく発はつが起こっているはずだ。

　俺たちは誰だれも一言も発せず、待った。数秒が過ぎる。

　ギュルルルルルッ、とかなり早めに、イレーヌさんが出るための魔界の扉をこしらえた。

　すると茜が、一番に魔界の扉へと近寄っていく。

「大丈夫、出られるくらいには収まっているわ。大気が乱れて、風はまだ強いけど」

　外界の熱量などを測定したのだろう。

　茜はそう言うと、ひょいっと渦の中へと潜もぐっていった。

　俺たちも、すぐさま後に続く。

　ゴォォォォォーーーッ！

　茜の言ったとおり、熱い風が吹き荒あれていた。

　俺は薄うす目めを開けて、空中を見回す。

「ありました！」

　ラニタと、

「あそこにもあるのです！」

　ミレーユさんと、

「では、わたくしはあちらを！」

　イレーヌさんが、三人ばらばらの方向を指差した。

　邪じや神しんを倒す唯一の方法。三つの核を一まとめにし、核ごと破は壊かいする。予め手順がわかっていれば、決して高過ぎる難易度ではない。

　三つの英雄の武器を携たずさえた勇者三人が、邪神の赤い三つの核目がけ、飛ひ翔しようする。

「お二人とも、核をぼくの方へよこしてください！」

　何か考えがあるのだろう、ラニタは他の二人を見み渡わたせる自身の分担となる核の後方に位置取り、注文をつけた。

　ミレーユさんは、暗黒死獅子鷲デス・グリフオンを駆り、核へと迫る。

　上半身を暗黒死獅子鷲デス・グリフオンの背から露出させ大鎌を構えているが、バストどころかお腹なかもおへそも黒い瘴気に覆われているので、大事な部分は見えない安心仕様だ。

　ミレーユさんは、エルキシュ英雄の大鎌を振り上げると。

「食くらえですっ！」

　ブゥゥンッ！

　狙ねらいすました見事な手つきで、大鎌を核に向かって投げた。

　んがっ!?　投げちゃうんだっ!?

　意表を突いた使い方に、俺は度ど肝ぎもを抜かれる。邪神の核も俺と同じ思いだったかもしれない。

　ガキィンッ！　ブンッ、ブンッ、ブンッ！

　ミレーユさんの手から放たれた大鎌が、見事邪神の核を捕らえた。

　核は、ちょうど鎌の刃はのカーブと柄えの間にはめ込まれた形となって、ブーメランのような軌き道どうを描えがきラニタのいる方へと飛んでいく。

　すげぇ！　英雄の武器はずっと墓の前に安置されていたんだろうから、ミレーユさんが実戦で用いるのは初めてなんだろうに。

　とてもそうは思えない、ミレーユさんの完璧な使いこなしっぷりだ。

「とっても扱いやすい鎌なのです！　腐風精霊の制御で、軌道を自在に操れるのです！」

　ミレーユさん自身も興奮気味に叫ぶ。

　なるほど、あの鎌には暗黒精霊の力を宿すことができるからなんだな。

　一方、イレーヌさんは戦鎚を携え、暗黒死不死鳥デス・フエニツクスで核を追う。

　核は高速で逃とう走そうしていた。

　しかし、暗黒死不死鳥デス・フエニツクスの方が速い。ついに、核の先へと回り込んだ。

「逃にがしませんよ！　お逝いきなさい！」

　ドッゴォォォンッ！

　イレーヌさんは、ゴルフクラブのようなスイングで、ダラ＝カーハ英雄の戦鎚に全ぜん身しん全ぜん霊れいを込め、核を打うち抜く。

　これまた、初使用だとは信じられないくらい、完全に真ま芯しんを捉とらえていた。

「いい武器です。標的を捕ほ捉そくする機能が備わっているようですね。さすがダラ＝カーハの魔ま法ほう技術です」

　吹っ飛んでいく核を満足そうに眺めやり、イレーヌさんが感想を漏もらす。

　もちろん、戦鎚によって弾はじかれた邪神の核は、ラニタへと向かっていた。

　右から大鎌に引っかけられた核が、左から戦鎚でナイスショットされた核が、飛んでくる。

　そして最後の一つの核は、ラニタが正面に追い込んでいた。

　トライホーンホエールという、揺るぎない足場にどっしりと構え、ラニタは銛を肩に乗せ、投とう擲てき体勢に入る。

　飛んでくる三つの核が、まるで惑わく星せい直列のように、一直線に並んだ瞬しゆん間かん。

「いっけぇぇぇぇぇっ！」

　ラニタは、トランカナン英雄の銛を渾こん身しんの一投。

　ギュルルルルルルルルゥンッ！

　突如、トライホーンホエールの角で造られたという銛が、通常の長さの何倍にも伸び。

　ザッシュゥゥゥゥゥッ！

　三つの核を、団子のように串くし刺ざしにしてみせたのである。

「どうです!?　いかなる物質でも貫く、トライホーンホエールの角から造られた銛の威力はっ！」

　誇ほこらしげにラニタが胸を張った、刹せつ那な。

　ォォオォォォォオォオォオオオオオォオォォォォォォーーーーーーーーーンッ!!

　苦痛に満ちた邪神の叫びなのか、不気味な音が砂さ漠ばくに響き渡わたった。

　邪神の姿が、ぼんやりと空中に映し出されていく。

　貫かれ数じゆ珠ずつなぎにされた血のように赤い核は、その痛みに喘あえぐように明めい滅めつしながら、現れた邪神の身体の中に埋うもれ見えなくなっていく。

　ズズズズズ……ズゥゥゥンッ！

　邪神の両足が、砂の地面にめり込む。

　今までとは明らかに、様子が異なっていた。

　自由に砂化してダメージを受けることがなかった邪神の身体。それが、はっきりと肉感を持って存在している。

　これなら、ついに致ち命めい傷しようを与える攻撃を通せるに違ちがいない。

　だが、俺の現時点での最強の必殺技、灼華閻獅咆斬レヴイルバルタザンをもってしても、邪神はあまりにも大き過ぎて焼き尽つくすのが難しそうだ。

　俺は、リアマの神しん剣けんを眼前に掲かかげ、悩なやむ。

「ミナトよ、邪神を倒す自信が湧わかぬか？」

　ソフィアが俺に、尋ねてきた。

「あ、ああ……」

　俺は、歯切れ悪く、肯こう定ていする。

　邪神に止めを刺すなんて大役を勢いで引き受けちまったものの、本当にそんなことができるのか、不安は募つのるばかりだ。

「大丈夫ですよ、ミナトさん」

　と、今度はマリーが、励はげましてくれるように、にっこりと微ほほ笑えむ。

「そうじゃぞ、ミナト。強大な敵とも戦えるよう、火山神顕現騎士ヴオルカエクエスには私たち、空と」

「海の女神の加護を受ける、王女がついているのですから」

「敵の大きさなど気にせずともよい武器が、あるではないか」

　ソフィアとマリーが、交こう互ごに言った、直後。

　ブゥゥゥゥゥンッ……！

　青と緑のオーラが、二人を眩まぶしく包つつみ、スゥッと二人は目を閉じる。

　ソフィアとマリーは意識的に、トランス状態に入ったように見えた。

『『火山神顕現騎士ヴオルカエクエスよ、そなたに再び武器を授さずけましょう』』

　聞き覚えのある慈じ愛あいに満ちた二つの声が、俺の脳内に響く。

　これはシャルスティアの、空と海の女神の声！

『『そなたと王女たちの信しん頼らいは、至高にまで昇しよう華かされました。火山神顕現騎士ヴオルカエクエスの力は、騎士と王女の絆きずなの力……存分に振るいなさい』』

　シェライエ山の火口で、リアマと戦ったときの記き憶おくが甦よみがえる。

　俺は、ソフィアとマリーの胸に左右の手をかざした。

　パァァァァァンッ！

　共鳴するように、俺の赤いオーラが噴き出し、三人の三色のオーラがいっそう輝きを増していく。

「我は天空を司つかさどる乙おと女めなり」

「我は大海を司る乙女なり」

　目を閉じたまま、ソフィアとマリーが厳おごそかに口を開いた。

「「神の怒いかりに触れし　重じゆう篤とくなる　我わが民たみよ　我が子こ等よ　我が血けつ晶しようもて　穢けがれ　吹き払はらわん　汝なんじ　我が半身に授く　其を拝さんや？」」

「拝さん　我は女め神がみが剣　炎を司る勇者なり」

　俺の口が火山神の意思を、答える。

「「ならばよし　降誕せよ　穹淵颯デユアランダル[image: ]叉槍・フアンダルグ！」」

　キィィィィィィィンッ！

　ソフィアとマリーの胸むな元もとから、青と緑のオーラが線状に伸びる。

　二本のオーラの筋が螺ら旋せん状じように絡からみ合あい、二ふた又またの長槍が顕けん現げんした。

「どうじゃ、ミナト！」

「ミナトさん、これで勝ってきてください！」

　ソフィアとマリーが、己の意識を取り戻し、俺の瞳をまっすぐに見つめ、送り出してくれようとする。

　今、俺の手に握られているのは、持つ者の意のままにどこまでも大きくできるという、神によって創つくり出された、神をも屠ほふる槍。

　だというのに――。

「あの、湊、姫様……」

　茜が、弱々しい、消え入りそうな声で、進言してきたのだ。

「その槍の魔力数値、確かに凄すごく凄く高い……。でも、邪神の魔力数値に、あと少し、ほんの少しだけ、足らないわ……！」

「「「!!」」」

　俺とソフィアとマリーは、頭が真っ白になるくらい、衝しよう撃げきを受ける。

　が、すぐに、

『ナニ、アンズルナ』

　余裕のあるリアマの声が、俺たちが絶望の淵に落ちるのを救ってくれた。

『ワラワノチカラモカシテヤロウ。ヒトアシハヤイ、ソナタタチノシュウゲンノシュウギトシテ、ウケトルガヨイ！』

　リアマがそう言った瞬間、

　シュォォォォォォォッ！

　真しん紅くの炎が爆はぜ、穹淵颯デユアランダル[image: ]叉槍・フアンダルグに巻きついていく。

『『『我ら三女神と　永えい劫ごうに添そい遂とげよ　燹蒼淵烽トランダル・フ颯[image: ]三叉槍アンデライデンド！』』』

　リアマだけでなく、空と海の女神の声までが重なって届くと。

　神の長槍は、赤青緑、三本のオーラの筋が眩く輝きを放つ三みつ又またの槍へと変形していた。

「上回ってる！　もうぶっちぎりで、邪神の魔力数値を上回ってるわ！」

　両手を挙げて驚きよう嘆たんしている茜からも、太たい鼓こ判ばんを押おされる。

『キヅイテオルカ、みなと？　ソナタハ、ゔぉるかえくえすトシテモ、ワラワトワラワノオトウトデアルカザンシン、ソウホウノカゴヲドウジニサズケラレタノダゾ？』

　うぉっ、マジすか!?

　リアマに言われ、俺は自分の全身を見回す。

　言われてみれば、鎧とかも、微び妙みようにマイナーチェンジしている!?

『すぴーどモぱわーモヒコウノウリョクモ、ワラワトオトウトノイイトコドリデアルゾ』

　リアマのドヤ声に続いて、

「いわば、完装火山ヴオルカエクエス神顕現騎士・ペルフエクトウスですね」

　ひょこっと雪花も割って入った。

　うん、まぁ、呼び方はこの際どうでもいい。

　ともあれ、俺がこれ以上は望めないほどの完璧な装備を手に入れたのは疑いようがない事実であり、素す直なおに喜んでいいことだろう。

　俺たちは皆、目を合わせ頷うなずき合う。

「じゃ、行ってくる！」

　俺は邪神へと向き直り、宣言した。

「男を上げてみせよ、ミナト！」

「がんばってください、ミナトさん！」

「湊っ、しっかりねっ！」

「湊殿どの、お気をつけて！」

「湊様、どうかご無事で！」

　ソフィアとマリーと茜とクリスと雪花が、俺の背に声せい援えんを送ってくれた。

「うぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　俺は力強く大地を蹴けって、宙を疾しつ走そうする。

　邪神が、高速で接近する俺に気づき、拳を振り上げる。

　ブォォォォーーーーーンッ！

　ビルが丸々一本降ふってくるような、邪神の腕の太さだが。

　当たるかよ、そんな大振りっ！

　俺は軽々とかわし、三又の槍を掲げ、突進する。

「聞けぇぇぇっ、邪神んんっっっ！　いや、邪神になっちまったダラ＝カーハ大統領！　好きな女性ひとりさえ幸せにできずに、そんな自分勝手な奴やつに、世界が応こたえてくれるわけがないだろぉぉぉっ！」

　俺は、なぜか声をかぎりに、叫んでいた。

「俺は絶対にみんなを、幸せにしてみせるっ！　いやっ、みんなで、幸せであり続けられるよう、努力し続けるっ！」

　無む我が夢む中ちゆうで怒ど鳴なる俺に――そんなことが本当にあるのだろうか、だが、俺にはそう見えたのだ――邪神が、一瞬ぴくりと、反応した？

　ギュォォォォォォォォォーーーーーーーーーーーーンッ！

　三神の力が宿る槍が、みるみる巨きよ大だい化かしていく。

　どこまでも、どこまでも。

「これが、俺と、ソフィアと、マリーの、愛の力だぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　ズッ……ッドォォォォオォォォォォォォォーーーーーーーーーーーーーーーンッ!!

　空の女神の大気の刃が、邪神の肉体を切きり裂く。

　海の女神の水の刃が、邪神を束そく縛ばくし自爆をも許さない。

　そして、火山神リアマの炎の刃が、邪神の三つ串刺しにされたままの核へと到とう達たつし。

　ゴォォォォォォォォォォォォォォォォォーーーーーーーーーーーーーーーーーッ!!

　核を、邪神を、跡形もなく、瞬く間に焼き尽くしたのだった。




　空が、晴れてきた。

　辺り一帯はまだ、強大な魔力のぶつかり合いの余よ韻いんに、震ふるえているように思われた。

　みんなが、俺のそばへと、集まってくる。

　終わった……のか。俺は、気が抜けてぼんやりとする思考と視界の中で、考える。

「やったわねっ、湊っ！」

「やりましたね、湊殿！」

　茜とクリスが、口々に声をかけてくれる。

　対照的に、ソフィアとマリーは言葉はなく、笑え顔がおのみで俺を迎むかえてくれた。

「今回は俺、ほとんど働いてないのに、最後の美お味いしいとこだけかっさらっていっちまったみたいで、なんか申し訳ないなぁ……」

　たくさんの美少女に取り囲まれ、気き恥はずかしい思いで俺は頭を掻かく。

「湊様、そこは『みんなの勝利』で、いいのではありませんか？」

　雪花に、早さつ速そく訂てい正せいをされてしまう俺なのだった。

「あははっ、そうだよなっ。まったく、そのとおりっ！」

　いまいち決まらない俺のことは、しばし置いておくとして。

　コレットもラニタも、ブリジッタもエルッカもアリッサも、ミレーユさんも、みんな晴れ晴れとした顔をしていた。

　ただひとり、イレーヌさんを除いて。

　邪神に取り込まれてしまったためとはいえ、俺が邪神とともに、ダラ＝カーハ大統領を殺してしまったのは、言い訳のしようもない。

　俺は、イレーヌさんに言うべき言葉が見つからず、視線を合わせることもできないでいた。

　そのとき、

「姉上！　あれをっ！」

　ミレーユさんが、弾かれたように、驚きの声を上げた。

　皆みな一いつ斉せいに、ミレーユさんが指差した方向を見上げる。

　そこには、ふわふわと。

　人間大の黒い塊かたまりが、ゆっくりと地表へと、降りてきつつあった。

　黒いマントに包くるまれた、ダラ＝カーハ大統領、その人が。







エピローグ







「少年よ、君の声が、余を邪神から今一度、切り離はなしてくれたのだ」

　俺は現在、ダラ＝カーハ大統領に両手を固く握られ、真しん摯しな眼まな差ざしを正面から受け、お礼を言われてしまっていた。

　邪神に取り込まれ、癒ゆ着ちやくしてしまっていた大統領の魂が、俺の声が届いたことで人の心を取り戻もどし、邪神が消滅する間ま際ぎわに、邪神から分ぶん離りしたらしい。

　そんな奇き跡せきみたいな……と呆あつ気けに取られてしまうが、現に大統領がこうして生せい還かんしているのだから、よしとしよう。

　初めて至し近きん距きよ離りで、しっかりとお互たがいに顔を向け合ったダラ＝カーハ大統領は、意志の強そうな精せい悍かんな青年だった。

　イレーヌさんとはお似合いのまさに美男美女カップル、という感想しか浮かばない。

　大統領は、まったく悪意のない、澄すんだ表情をしていた。

　邪神と同化したことで、大統領の中の悪い感情は、すべて邪神に吸収されてしまったのだろうとのことだった。

「思えば、一年ほど前、この英雄の墓に参った際、余には雷かみなりに撃うたれたように突如、世界への憎ぞう悪おと、世界征せい服ふくの野望がむくむくと湧き上がってきたのだ……。あのとき余は、邪神に心の隙すきに入り込まれてしまったのかもしれぬな……」

　大統領は、ぼやけた過去を思い出そうとするように、語った。

　シャルスティアやファルバザードに潜せん伏ぷくしていたスパイは、皆一年前に強制的に本人たちと入いれ替かえられた魔動人形であったらしい。

「いや、都合のいい言い訳だな。余の弱さが、此こ度たびの危機を招いてしまったのは紛まぎれもない事実。謝罪のしようもない」

　大統領は、ただただ平へい伏ふくした。

「いいえ、シャムス、本当にそうだったのではありませんか？　あなたの変わりようは、今思えばあまりにも突とつ然ぜんでしたもの」

　すると、イレーヌさんが、優やさしい言葉をかける。

「イレーヌ……。余を、今一度許し、今一度恋こい仲なかに戻ってくれるというのか……？」

　大統領は、信じられないものを見るような目で、イレーヌさんに問う。

「ええ。あなたを止められなかったのは、私がすぐにあなたのもとを去ってしまったから。私にも、何かもっとできることがあったのではないかと、後こう悔かいしています」

　イレーヌさんは、大統領の視線を正面から受け止め、答えた。

「そして、あなたが邪神に取り込まれ、邪神とともに死んだと思ったとき、はっきりわかりました。私は、あなたを誰よりも、愛しているのだと。これからは、伴はん侶りよとして、ともに歩みましょう？」

　プロポーズ！　プロポーズ入りましたーっ！

　残る俺たちは全員、ごくりと息を呑む。

「イレーヌ！」

「シャムス！」

　まるで映画のワンシーンみたいに、ダラ＝カーハ大統領とエルキシュ大公は、ひしと抱だき合う。

　熱い！　さすが砂漠地帯なだけのことはあるぜ！

　大人な二人の恋れん愛あい関係は、俺たち初心な少年少女には、やや刺激が強過ぎるのだった。




　ダラ＝カーハは、この地域の国としては運悪く、石油を産出する油田が領土内になかったことも災わざわいしたのだという。

　ダラ＝カーハを支える産業は、古いにしえより受うけ継ついだマジックアイテム作製術のみ。

　だがそれは、時代とともに世界での必要性が薄うすれていき。

　さらに追い打ちをかけるように、近年の自然破壊などが、マジックアイテムの動力源や材料をみるみる入手困難にしていった。

　鉱石、特にレアメタルの高こう騰とうも、ダラ＝カーハ財政にとって大だい打だ撃げきとなった。

　結果、ダラ＝カーハは、新しい魔動人形さえもはや一体たりとも作れない、瀬せ戸と際ぎわに立たされたのだ。

　窮きゆう鼠そ猫ねこを噛む。邪神による世界の破壊は、世界と引ひき換かえにダラ＝カーハを起死回生する、究極の選せん択たくだった。

　邪神復活は、ダラ＝カーハの持てる国力をすべてつぎ込んでの大計画だったということだ。

「そりゃあ、なんとも……。大統領府の魔動人形は、一体残らず盛大にやっつけちまったが……」

　バツが悪そうに、親父が頭を掻く。全ぜん裸らで。

「できるだけきれいに壊こわしておきましたので、比ひ較かく的てき修理は容易かと思います」

　偲し乃のさんはキリッとした表情を崩さず、言う。やはり全裸で。
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　もちろん、大事な部分は手で隠かくしているわけだが、それでも微み塵じんも動どう揺ようしていない偲乃さんマジパネェ！

　そんな偲乃さんの盾たてになるように、クリスが前に立っているのだった。

「イレーヌ……、余は其そ方ち以外の、すべてを失ってしまった。余の伴侶となると、大変な苦労をかけてしまうであろう」

　大統領は、苦しげにイレーヌさんを見やる。

「なんの苦労がありましょうか。あなたさえいてくれれば、そこが私の安住の地です」

　イレーヌさんは、微笑みでそれに答えた。

「なに、また復興すればよろしいでしょう。どれだけ時間がかかろうとも」

　ソフィアも、大統領を勇気づける。

「国力とは、経済的な豊かさだけを指すものではないと思います。その国の国民が、どれだけ幸せに暮らせるかが、重要なのではありませんか？」

　マリーも、大統領を諭さとした。

「ダラ＝カーハのために、シャルスティア王国としても協力を惜おしみません」

　ソフィアが言い、マリーも深く頷く。

　そうだよな。魔ま法ほう制せい御ぎよチップとかの、茜あかねの親父さんが開発した技術が、役に立つかもしれないし。シャルスティアが支し援えんできることは、決して少なくないだろう。

　そして、ソフィアとマリーを眺めて、俺は思う。この二人の姫ひめ様さまがいるかぎり、シャルスティアは大だい丈じよう夫ぶだ、と。

「今後は、魔法五大国間の連携をもっと密にする必要がありますわね」

　ブリジッタも、神しん妙みような顔で会話に加わる。

　場はさながら、首脳会談の様相を呈ていしてきた。

「この度たびの事件も、わたくしたち五大国が親しくしていれば、起きなかったのではないかしら？」

「同感です」

「ええ、ぜひ改善いたしましょう」

　ブリジッタの言に、ソフィアとマリーが賛同する。

「そうですね。私たちの鎖さ国こく的てきな体質が、招いてしまった側面も否定できません」

「面めん目ぼくない。余も心を入れ替え、より開かれた政を執とり行おこなっていきたく思う所存」

　イレーヌさんと大統領は、真しん剣けんに詫わびるのだった。

「ここでいつまでも話しているのは、得策ではないと存ずる。皆様の服も新調せねばなるまい。どうか、大統領府へお立ち寄りいただきたい」

　大統領の申し出を、俺たちはありがたく受けることにする。

「もはや壊れた魔動人形しかおらぬ無人の館やかただが……、それでも衣服程度なら、余一人でも用意できよう」

　それはすべてを失い、裸はだか一いつ貫かんで出直そうという、大統領の決意表明だったのかもしれない。

「瞬間転送装置は、邪神の自爆で吹き飛んでしまったみたいなので、トライホーンホエールに乗っていきましょう」

　どこまでも便利な、出し入れ自在の乗り物持参の運転手、ラニタ様様なのだった。




　大統領府に着き、無事着き替がえを終えた俺たちは、エルキシュ公国王宮と繋つながっている瞬間転送装置を使った。

　それから一息もつかずエルキシュ王宮を出て、今は俺たちが乗ってきた高こう速そく艇ていを停とめた海岸にまで戻ってきていた。

「わたくしたちは、ここでお別れいたしますわね」

　ブリジッタが、まだ皆と離れたくなさそうな素振りながらも、そう切り出す。

　エルキシュ公国とファルバザード皇国は、同じ欧おう州しゆう圏けん内ないにあるので、帰るには都合がよいのだ。

「ああ、ありがとな、ブリジッタ、エルッカ、アリッサ」

　三皇女の助けがなかったら、と思うとぞっとする。

　本当に頼たよりになる三姉妹に、俺は心から感謝した。

「き、騎士様っ。今回は、お礼の申しようもありませんわっ。このご恩はいずれ、どのような形であれ、お返しさせていただきますからっ」

　と、ブリジッタから、予想外の反応が返ってきた。

　なんでそんなに、顔を赤らめてるんだぜ？

「お、おうっ、またな、ヘタレ騎士っ」

　エルッカも、

「う、うむ、また会うことを、特別に許可しようっ」

　アリッサまで、恥はずかしそうに伏ふし目がちに言う。

　どういう風の吹き回まわしだ？　疑問は残りつつも、俺たちはまたの再会を約束し、去りゆくファルバザード三皇女を見送ったのである。




　俺が、しばし別れの余韻に浸ひたっている横で。

「おじさんっ、お久しぶりっ」

「おお、茜ちゃん、大きくなったなぁ……」

　茜と親父が、こちらは今さら、数年ぶりに会った挨あい拶さつを交かわしていた。

　が、親父は言いかけながら、茜の胸元に視線を彷徨さまよわせ、次に近くのソフィアとマリーを一いち瞥べつし、いったん目を閉じる。

「いや、うん、大きくなったよ？」

　そしておもむろに、口を開いた。

「胸は成長してなくって、悪かったわね～～～っ！」

　年長者にも容よう赦しやのない、茜の右フックが親父の顔面を捉える。

「まったくもう、おじさん全っ然変わってないんだからっ！」

　茜がむくれてみせる。

「はは、茜ちゃんもな。パンチは威力を増してるけど……」

　頬ほおをさすりながら親父が言葉を返した。

「あの、凪なぎ人と様、私、月げつ桂けい院いん雪ゆき花かと申します」

「く、クリスティーナ・セレネ・カシラギですっ」

　そこに、雪花とクリスが、もじもじと自己紹しよう介かいをする。

　んん？　なんでキミタチ、頬を染めているのかな!?

「お～っ、君たちがぁっ。息むす子こから噂うわさは伺っています。いやいや、話以上に美しいお嬢じようさんたちだっ」

「はわっ、そっ、そんなっ」

「恐きよう縮しゆくです……」

　親おや父じのベタなお世辞に――いやまぁ二人がとびきりの美少女なのは間ま違ちがっていないのだが、クリスと雪花はさらに真っ赤になって俯うつむいてしまう。

　ぬわ～っ、なんかムカつくぅ～っ！　親父、テメェ、年とし甲が斐いもなくみんなとべたべたすんじゃねぇっ！

　と俺が、焼く必要もないようなやきもちに、こめかみをぴくぴくさせていると、

「んじゃ、湊みなと、俺もここから日本に帰るわ」

　実に軽い口調で、親父は言ったのだ。

「私もご一いつ緒しよ致いたします」

　すぐさま、偲乃さんも便乗する。

「シャルスティアの皆様、硯すずり桜さくら子こ様、桃とう一いち郎ろう様につきまして、新たに判明しました事実がございます。シャルスティア王宮宛あてに送っておりますので、後ほどご確かく認にんください」

　偲乃さんは、そんな言葉も付け足すのだった。

　話題に上った硯姉きよう弟だいは、心配なことに、まだ意識が戻らない。なので現在、一足先に高速艇に運び安静にさせていた。

　はぁ、親父に売うり払われるようにして俺がシャルスティアに渡ったのが、数すうヶか月げつ前。それ以来の再会だったってのに、ずいぶん慌あわただしい別れになっちまうなぁ。

　俺としては……、ソフィアとマリーと将来を誓い合おうと決心して。ダラ＝カーハ大統領とエルキシュ大公の復ふく縁えんも目もく撃げきし。親父に、どうしても聞いてみたいことがあった。

「ん？　どうした？　湊」

　言いあぐねている俺に、意外にも親父は目ざとく気づきやがったのだ。

　ええい、ままよ！　俺は、俺の心の中にずっとわだかまっていた想おもいを、ついに口にする。

「なぁ親父。俺の母さんは、幸せだったんだよな？」

　俺が、記憶がないくらい昔に、死んでしまった母さん。

　親父は、目を見開き、俺を見つめ返した後。

「当たり前だ。おまえが生まれて、こうしてすくすくと育っているんだからな」

　親父は屈くつ託たくなく、言い切ったのだった。

　その瞬間、俺の脳のう裏りに、フラッシュバックしてくる光景があった。

「ねーねー、みなとくんのお父さんって、アソビニンなんでしょー？」

　幼よう稚ち園えんで、小学校で、俺が何度も訊きかれた言葉だ。

　俺が知っている親父は、家でごろごろしていたり、チャンバラごっこをやろうと言ってきたり、俺をばあちゃんに預けてふらっと何日もいなくなったりする、そんな人間だった。

　だから俺は、シャルスティアに来るまで、親父はそういうだらしのない大人なのだと信じ込んでいた。

　親父は敢あえて、俺を含ふくむ周囲の人たちの誤解を、無理に解こうとはしなかった。

　まぁ、「自分、昔、騎士をやっておりました」なんてご近所に言って回ったら、白い目どころか、危ない人を見るような目を向けられかねないし。

　俺はそんな親父を嫌きらって、憎にくんでさえいたのに。

　ばかやろー。あんた、良い親父じゃねーかよ。




　二日かけて。

　高速艇は、トランカナン共和国領海近くまで、帰ってきていた。

「それでは皆さん、ここで大丈夫です。後はトライホーンホエールで、帰れますから」

　俺たちは、ラニタとの別れを迎えていた。

「またね？　ラニタぁ……」

　ぐしっ、とコレットが鼻を鳴らす。

「うん、コレット、また必ず」

　ラニタも瞳を潤うるませて、コレットの頭を撫なでた。

「ラニタ殿、プリムヴェール学園に留学してみる気はありませんか？　特待生として、ぜひ」

　ソフィアが、粋いきな提案をしてみせる。

「え……本当ですか!?」

　目を丸くするラニタと、

「うわぁっ、やったね、ラニタ！」

　飛とび跳はねて喜ぶコレット。

「で、では、父上に許可をもらえるか聞いてみます！」

　瞳を輝かがやかせ、ラニタはトライホーンホエールの背に飛び乗る。

「近日中に、シャルスティアから使者を送りますゆえ」

「心よりお待ちしています、ラニタさん」

　ソフィアとマリーがにっこりと頷く。

　俺たちは、遠ざかっていくトライホーンホエールに乗ったラニタに、いつまでも手を振り続けた。




「ふわぁ～～～っ、よく寝ねたぁ～～～っ」

「あれ……？　おはようございます、皆さん」

　船室に戻ると、パジャマ姿の桜子とモモが、ちょうど数日ぶりに目を覚ましたところだった。

「桜子！　桃一郎くん！　よかったぁ～～～っ！」

「モモ！　サクラコぉーっ！」

　茜とコレットが、まっ先に二人に抱きつく。

「ど、どうしたのみんな……？　それになんか、お腹ぺこぺこなんだけど……」

　桜子はまだ、自分が置かれた状況が理解できていないらしく、目を白黒させていた。

　二日間、点てん滴てきだけでしか栄養を補給できなかったのだから、当然だろう。

　ともあれ、これでようやく、あのコスプレ大会以来、全員が無事に戻ってこれたのだ。こんな嬉うれしいことはない。

　桜子とモモがパジャマから着替え、食事を取った後、俺たちは改めて操そう舵だ室しつに集合した。

「二日間も……僕ぼくたちは眠ねむっていたんですね……」

　軽い眠り姫ひめ状態を味わったモモが、やや浮かない表情で呟つぶやく。

「魔ま力りよく……お二人の場合は霊れい力りよくですか。その素質があるとはいえ、生まれて初めてのオーラ放出が強制的に体内からすべて搾しぼり取とられるものだったのですから、長時間意識を失うのも無理はありません」

　雪花が、専門的知識を駆く使しして長々と慰なぐさめた。

「偲乃さんが調査してくださった報告書の内容を、メールで送信してもらいました」

　アシエルがすぐに、本題に入る。

「硯家、桜子くんと桃一郎くんの家系は、日本で古来より言こと霊だまを操あやつる術者集団であったのだそうです」

「ほえ～、初耳だわぁ～」

　アシエルが読み上げると、桜子は他人事のようにのほほんと驚いてみせた。

「ただ、その宗そう家けはやはり途と絶だえており、日本にはすでに硯の血を引く者は一人も残っていなかった、と。むしろシャルスティアの地に、硯の血筋が渡っていたのが明らかになったことの方が驚きである、と」

「なんだか僕たち、珍ちん獣じゆうみたいな扱いですね……」

　続けるアシエルに、モモも困こん惑わくした様子で、言いえて妙みような感想を述べる。

「それで……、偲乃さんが硯家について調べたために、日に本ほん霊れい術じゆつ協会なる団体が、興味を示してしまったとのことです。そのへんは上う手まく誤ご魔ま化かしておいたが、一応、シャルスティアでも注意してほしい、と。どうやらこれが、一番伝えたかったことのようですね」

　アシエルが読み終え、

「ありゃりゃ、なんだか本当に珍獣ハンターに追われるような感じね……」

　茜が、親友とその弟に同情した。

　日本霊術協会……？　なるほど確かに、そんな胡う散さん臭くさそうな団体とは、できるだけお近づきになりたくないと、俺も思う。

　しかし、幸か不幸か二人の霊力は現在、邪神に吸い取られ完全に枯こ渇かつし、このまま何もしなければ一生戻らない状態だ。

　つまり二人は、貴重な家系の能力者としての価値を失ってしまったわけで。

　おかしな団体に追っかけられなくて済むという意味では、むしろよかったのかもしれない？

　だが、

「……ん～、でも、どうする？　二人とも、もしその霊力ってやつを取り戻したかったら、俺とリアマで、なんとかできるけど」

　俺は、ぽりぽりと頬を掻きながら、尋たずねてみる。

　そんな由ゆい緒しよ正しい、発現すればきっと凄い才能を、簡単に闇やみに葬ほうむってしまっていいのだろうか？　という気もするのだ。

　ところが、

「あははっ、ありがと湊くん。気持ちだけもらっておくよぉ」

　俺の余計なお世話を、桜子は一いつ蹴しゆうした。

「はい、僕たちは、霊力とかいうものがなくても、全然生活に支障ありませんし」

　モモも、きっぱりと答える。

「そうだよねぇ。そんなのがあるせいで誘ゆう拐かいされるくらいなら、ない方がいいよねぇ」

　至し極ごく真っ当な意見を桜子は、桜子らしいふにゃりと脱だつ力りよくした笑えみとともに付け加えた。

　まったく、二人の言う通りだ。何を変に気を回していたんだろうな、俺は。

「そっか、そうだよな。うん、じゃあ今から、桜子とモモの全快祝いでも、ぱーっとやろうぜっ？」

「そうね、それがいいわっ」

　俺と茜が立て続けに言い。

　もちろん、誰からも反論の声など上がるはずもなく。

　俺たちは、久しぶりに心から楽しい一時を過ごした。




　その後。

　往復で約二十日間も航海してしまう破目になった俺たちは、当然その期間中、プリムヴェール学園を欠席しているわけで。

　これでは授業に遅おくれてしまう、と船上勉強会の開かい催さいが提唱され、ほぼ満まん場じよう一いつ致ちで可決された。

　まぁっ、なんて真ま面じ目めな人たちっ！

　俺は、涙なみだ目めでその決定に従うのだった。




　　　　　◇




　ザァ……ザザァ……。

　なんだろう？　遠くから、波の音が聞こえる。辺りは一面の暗くら闇やみで、風も感じられない。

　ザァ……ザザァ……。

　天地の上下もわからない空間に、放ほうり出されたみたいな気分。なのに、波の音だけは、だんだんと近くなってくる。

　そして。

「……さん、みなとさん」

　美しくて優しい声が聞こえる。

「……と、みなとっ」

　美しくて凛りんとした声が聞こえる。

　初めて聞く声。だけど、どこか懐なつかしい声。俺を呼んでいるのか……？　記憶を超ちよう越えつした記憶。ＤＮＡの奥おく底そこから響いてくるような……。




「みなと、湊ぉっ」

　まただ。

　なぁ、きみは誰だ？　どうしてそんなに、俺を呼び続けているんだ？

「湊っ、いい加減に起きろぉ！　おいこらっ、風かぜ原はら湊ぉ～っ！」

　そんな乱暴な声に続いて、ペチペチと、俺の頬ほっぺたを叩たたく柔やわらかい手のひらの感かん触しよく。

　あれ？　この感じには覚えがあるぞ、俺？

　俺がまだガキだった頃ころに、毎日のように行われていた日常の営み。

　そう……これは……、って、あれ？　ここは、どこだ？　今は……、何時だ!?

「茜……」

　俺は目を開き、映った幼なじみの名前を呼ぶ。

　そう。今は、邪神を倒たおしシャルスティアに帰き還かんしてから一週間ほどが経たった日の朝で、ここはファムネリア島にある俺の下宿部屋。

　シャルスティアに来た初めての朝と、同じ夢を見るなんてなぁ。なにやら感かん慨がい深ぶかいものが、俺の胸にこみ上げてくる。

「もうっ、湊ったら、こんな大事な日にぐっすり眠ってられるなんて、ほんと神経の図太さは、おじさん譲ゆずりよねっ!?」

　茜は呆あきれ顔がおで、俺を眺めている――、そのときだった。

　コンコンッ、ガチャリッ。

　ノック音の直後、突然部屋のドアが開き……。

「やあ、おはよう、雪花」

「おはよっ、雪花」

「おはようございます、湊様、茜様」

　俺たち三人は、もう当たり前のように、気安い挨拶を交わす。

「車の用意ができていますので、お乗りください」

　雪花に促うながされ、

「わかった。着き替がえるから、二人は先に車で待っててくれよ」

　我ながら、だいぶ慣れた振ふる舞まいで答えた。

「かしこまりました」

「早くしなさいよねっ」

　雪花と茜が、素直に部屋を出ていく。

　俺はしばし、顔を上げ天てん井じようを見つめる。

　はぁっ。やっぱりちょっと、緊きん張ちようするな。だって今日、俺は……。
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　俺と茜と雪花がリムジンで向かった先は、俺たちが通う、シャルスティア王国王立プリムヴェール学園。

　スーッと、振しん動どうもブレーキ音も最小限で、リムジンが正門前に止まる。

　まだ俺たち以外に、人の姿はない。

　俺たちは車を降り、高等部の校舎へと歩いていった。

　立派な校舎が近づいてくる。

　そこでふと、俺は校舎脇わきの林に、目が止まったのだ。

　ピンときた、っていうか。

「あ、俺、ちょっとだけ寄ってきたいところが……」

「了解しました」

「じゃあ、先に生徒会室に行ってるわね」

　雪花も茜も、やけにあっさりと俺を残して去っていく。

　二人も、俺の意図を察して、気を利きかせてくれたんだろうか。

　俺は、林の中に足を踏ふみ入れる。

　カァァンッ、カキーンッ！

　少し進むと、すぐに木を打ちつけるような音が聞こえてきた。

　金きん髪ぱつポニーテールの少女が、木の枝に吊つるされた丸太目がけ、剣けんを振るっていたのだ。

「クリス」

　俺はやや遠めから、驚かさないように声をかける。

　こんなときでも、朝稽げい古こを欠かさないんだな。クリスとは、こういう娘むすめなのだ。

「湊殿、どうしてここへ？」

　クリスが俺に気づき、尋ねてきた。

「うん、クリスがいるかなって。一いつ緒しよに生徒会室に行こうと思ってさ」

「あっ、もうそんな時間でしたか!?　これは失礼しました！」

　焦あせって駆かけ寄よってくるクリスだが、今日はコケたクリスのたわわなバストをダイレクトキャッチ、とはならない。

　俺とクリスは、並んで校舎へと向かった。




　生徒会室に入ると、雪花と茜が待ち構えていた。

「さぁ、湊様、お召めし替えを」

「一世一代の晴れ舞ぶ台たいだもんねっ！　おめかしおめかしっ」

「あ、ああ……」

　二人のテンションの高さに気け圧おされつつ、俺は上着を脱ぬいでいく。




　今日、俺は、ソフィアとマリー、二人のお姫様と、結けつ婚こん式しきを行う。

　ソフィアとマリーは別の場所で準備をしているらしい。

　そういうわけで俺の準備を手伝ってくれるのは、茜、クリス、雪花の三人なのだ。俺としても、この三人がいてくれるのは心強い。

　だがなぜ、こんな急に、王家の結婚式が行われるのかというと。

　ソフィアとマリーが誘拐されたことが、よほど衝撃だったのだそうだ。

　運命のルビーを二人の姫のどちらかが手にした時点で、手に入れた姫が女王に、手に入れられなかった姫が副女王になる決まり。

　が、今回ばかりは事情が特とく殊しゆだった。

　運命のルビーを依代とするリアマから直々にその所有者であると任命されてしまったのが、誰あろう俺だったのだから。

　その意味するところは、俺がソフィアとマリー二人を妻とし、シャルスティア王国の王となる、というとんでもないものだった。

　おかげで俺はすぐには承服できず、ソフィアとマリー二人がプリムヴェール学園高等部を卒業するまで、猶ゆう予よ期間が与あたえられた。

　その間に、俺の決心が固まるのを――あるいは辞退するのを――待っていたわけだ。

　しかし、そんな悠ゆう長ちように構えていたところ、突然起きてしまったソフィアとマリーの誘拐事件。

　無事解決し、結果的に二人を無傷で奪だつ還かんできたからよかったものの、一歩間違えばシャルスティア王国が傾かたむくほどの大だい惨さん事じになっていたかもしれない。

　不幸中の幸いというか、この一件で俺おれも、ソフィアとマリーが俺にとってどれだけ大切な二人であるかがはっきりしたこともあり。

　ならばもうすぐに結婚式を挙げて、俺が王となる即そく位い式しきもやってしまおう、ということになったのだそうだ。

　これは、国民や、みんなを、安心させるセレモニーとしての意味合いが強いらしい。

　まぁ正直、この先ソフィアとマリーがまた誘拐されるなんて事件が起こるとは思えないのだが。

　そもそも、シャルスティア王国が、今回のように魔ま法ほうによって王女二人を誘拐されるくらい遅れを取る相手など、他の魔法五大国以外にはありえないだろうし。

　その魔法五大国は、今回の一件で積極的に友好関係を結び、緊きん密みつに連れん携けいし合うことになったのだから、なおさらである。

　まぁ、それでもいいか、と俺自身思ったのだ。

　まずこれから、プリムヴェール学園講堂において、結けつ婚こん式しき兼けん即位式が執り行われる。

　その後、俺とソフィアとマリーは、ファムネリア島の市街地をオープンカーに乗って練り歩くらしい。

　いわゆる、パレードである。なんつーか、客寄せパンダにでもなった気分だ。

　そして、ナーバスになっているのは、俺一人ではなかった。

「ねぇ、湊……。姫様たちと結けつ婚こんして王様になっても、湊は、湊よね？」

　茜が、思おもい詰つめた表情で尋ねてきたのである。

　クリスと雪花も、茜の後ろで不安そうに俺を見つめている。

　実は俺も、三人と同じ恐おそれを抱いていた。

　でも、みんなが同じ気持ちだとわかれば、そんな心配は吹ふき飛ばしてしまえばいい。

「あたりまえだろ？　何があったって、俺は俺だし、茜は茜だし、クリスはクリスだし、雪花は雪花だろ？」

　俺はにかっと、笑顔で三人に聞き返す。

「そ、そうですよねっ。湊殿と、明日から会えなくなったりするわけでは、ないんですからっ」

「まだまだ学校生活もありますし」

　クリスと雪花は、ほっとしたように大きく息を吐はき出した。

「よかったぁ。なんだか、湊がどこか遠くに行っちゃうような気がして……」

　茜なんて、涙を拭ぬぐうような仕草まで見せちまって。

　まったく、大げさなやつだぜ。って、あれ？　目からよだれが出そうになり、俺は慌ててぐっと堪こらえた。

　俺たちは、みんなで一緒に冒ぼう険けんをし、戦い、怒り、悲しみ、笑い合った。

　そんなすべてを共有してきた俺たちの関係は生しよう涯がい、決して変わらない。そう、信じたい。

「けど、そっか。ソフィアとマリーは、もうすぐ卒業なんだよなぁ」

　俺は、この場にいない二人の近い未来を口にする。

「はい、ソフィア様とマリー様は、卒業後はシャルスティア本島で大学に通いながら、王宮で政務に就つかれる予定です」

　二人の世話係でもある雪花が、スラスラと教えてくれた。

　ん？　それってつまり、俺たち新しん婚こんさんにして、数ヶ月後には早くも別居しなきゃならないってこと？　ははっ、ワロタ、ワロタ……。

　などと俺が、ちょっぴりショックを受けていると、

「私も、卒業後はシャルスティア本島に戻ります。本島には、騎き士し団だん本部もありますから。姫様の近衛騎士を他の者に譲るつもりは毛頭ありません！」

　クリスが、いったい誰と戦っているんだ、っていうくらい気合いの入った声で、宣言する。

　いや、これもクリスの、ソフィアとマリーに対する忠誠の証あかしなのだ。

「あたしも、卒業したらシャルスティア本島に行って、お父さんとお母さんが働いている、魔法エネルギー開発研究所で働くわ。あっ、その前にやっぱり、大学かしら？」

　茜もかっこよく主張したかに見えたのだが、順番を少し間違ってビシッと決まらなかった。

　でもまぁ、魔法エネルギー変へん換かん抽ちゆう出しゆつ装置や魔法制御チップの改良なんかを、すでにできてしまっている茜なら、大学も研究所も余裕で入れるだろう。

「私も、卒業後は本島で、シャルスティア王国のみならず、魔法五大国や、その他の国々の、魔法史や魔法体系について研究したく思います。古代シャルスティア魔法文明博物館もありますし」

　雪花も、珍めずらしくぽーっと夢見る瞳になって、熱っぽく語った。

　これはもう、学問というよりは単なる趣しゆ味み、マニアの域だろう。それでも、これまた雪花の才能なら、何の障害もなく望む進路に進めそうだ。

「俺も、卒業したら……やっぱ王宮で、王様をやるのか……？」

　言いながら、俺は、その職業のイメージが、まったく湧かなかった。

「おお、○○よ、死んでしまうとは何事だ」とか言う仕事しか、思いつかない。

　まぁ、それはそれとして。

「そっか。じゃあみんなっ、一時的に離れ離ばなれになっても、シャルスティア本島で合流だなっ！」

　俺が言いたかったのは、そういうことだ。

「そうねっ」

「そうですねっ」

「はい」

　茜もクリスも雪花も、嬉しそうに頷いてくれた。

　と、ここで締しめておけば、爽さわやか青春ストーリーで済んだのに。

「合流してからが、湊様の後宮ムフフ生活の真の始まりとなりますね」

　真顔で俺をいじる雪花のセリフが、それを台無しにする。

「ぶほぉっ!?　なななななっ、何を言ってるんだ君はぁぁぁっ!?」

　慌てふためく俺に、

「そういえば、私も湊殿に責任を取っていただかなければならない身であることを忘れていました！」

　クリスまでが真剣に、身を乗り出して訴うつたえてきた。

「あたしも参加するからっ！　か、勘かん違ちがいしないでよねっ？　湊がハメを外し過ぎないように、あたしが監かん視ししなくっちゃいけないのよっ？　感謝しなさいよねっ！」

　茜が、顔を真っ赤にして、がなり立てる。

　あわわわわわ……、これはもうダメかもわからんね。

　これだけ大おお騒さわぎにしておきながら、雪花は、

「そろそろ時間です。湊様、参りましょう」

　しれっと時間を確認し、立ち上がった。

「お、おうっ」

　戦場に赴おもむくような気き迫はくで、俺は答える。

　俺たち四人は、生徒会室を後にし、講堂へと向かった。




　茜と雪花とクリスに、左右と背後を固められ、講堂に到とう着ちやくする。

　荘そう厳ごんな石造りの講堂は、いつにも増して威い圧あつ的てきだ。

　入口から、一歩足を踏み入れると。

　真っ赤な絨じゆう毯たんが、舞台までまっすぐに敷しかれていた。

　席はびっしりと埋め尽くされている。全校生徒プラス余った席に入れるだけの島民の人たち、って感じだ。

　にもかかわらず、静せい粛しゆくな講堂内。ピンと張りつめた緊張感が充じゆう満まんしている。

　この雰ふん囲い気きは、俺が初めてソフィアとマリーに会って直後、同じ場所で行われた騎き士し叙じよ任にんの儀ぎ式しきを思い出させた。

　すべては、ここから始まったのだ。

　俺は、三人と一緒に、その注目の視線が集中する中を進んでいった。

　舞台に上がる。階段を登る足が震えたのは内ない緒しよだ。が、たぶんバレバレだっただろう。

　司会がアシエルだと気づき、ちょっとだけほっとした。

　舞台から客席を見み渡わたすと。

　最前列には、げっ、親父!?　いや、別に驚おどろくべきことじゃない。新しん郎ろうの父なんだし。

　それから、偲乃さん。

　おおっ、ブリジッタ、エルッカ、アリッサのファルバザード三皇女も。

　桜子、モモ、コレットに……、なんと、ラニタの姿もあった。

　学園の保健医で実は魔法エネルギーの研究者でもあるナタリー先生、茜のお父さんお母さん、古代シャルスティア魔法文明博物館の館長アミナさん、アシエルの父親の元宰さい相しようまで来てくれている。

　さらに、ダラ＝カーハ大統領、エルキシュ大公イレーヌさん、その妹ミレーユさん。

　凄い。なんだよこれ、勢せい揃ぞろいじゃん。

　舞台の最さい奥おうには、マリーのお母さんである女王様と、ソフィアのお母さんである副女王様が、並んで立っている。

「それではミナトくん、舞台中央へ」

　アシエルに小声で囁ささやかれ、俺はひとりで、ぎくしゃくと歩いていった。

　一拍ぱくの間。

　すると、舞台のそでから。

　まるでお伽とぎ話ばなしにでも出てきそうな、ロイヤルなウエディングドレスに身を包んだ、それはそれは美しいお姫様二人が現れたのだ。

　ソフィアとマリーは、二人のお父さん――女王様と副女王様の夫である――に手を引かれて。

　俺は、初めて出会ったみたいに、魂たましいを抜ぬかれてしまったように、見蕩れてしまう。

　二人とも俯いている。

　俺は、心臓がバクバクしっ放しだ。

　こんな綺き麗れいな女の子たちが、本当に俺のお嫁よめさんになってくれるなんて……！

　割れんばかりの拍はく手しゆが起こる。

「姫様ーっ、おめでとうございますーっ！」

「ミナトーっ、スゲーぞテメーコノヤロー！」

　クラスメイトたちの歓かん声せいも上がる。

　俺に対してのはなんか、冷やかしややっかみも混じってる気もするが、それでも。

　みんな、祝福してくれていた。

　ざわめきが自然と収まる。

　マイクの前に立つアシエルが、コホンとひとつ、咳せき払ばらいをすると。

「これより、神しん託たくの騎士、カゼハラミナトのシャルスティア王国国王即位式、並びにカゼハラミナトと、シャルスティア王国王女、ソフィア・マルガリータ・デ・シャルスティア、マリー・アンジェリーナ・デ・シャルスティアの結婚式を始めます」

　アシエルは、高らかに宣言した。

「三人、どうぞ前へ」

　アシエルに促され、俺の右にソフィアが、左にマリーが、歩み出る。

「それでは、ソフィア様……。あなたは――」

　アシエルが、これ以上ないほどに、厳げん粛しゆくな声こわ音ねで、

「その健すこやかなるときも、病やめるときも、喜びのときも、悲しみのときも、富めるときも、貧しいときも、これを愛し、これを敬い、これを慰め、これを助け、その命ある限り、真心を尽くすことを誓ちかいますか？」

　これでもかってくらい、ベッタベタな、決まり文句を述べる。

「誓います」

　ソフィアが、あの気の強いソフィアが、とっても慎つつましやかに、答える。

「マリー様、あなたは――」

「誓います」

　マリーが、あのほわほわ天然っ娘のマリーが、とっても真剣に、答える。

「では、カゼハラミナト、あなたは――」

「ち、誓います！」

　どひ～～～～～っ！　きっ、緊張したぁぁぁ～～～～～っ!!

　よかった、それほど噛かまなくて。誓いまひゅ、とかにならなくって！

「それでは、指輪の交こう換かんを」

　アシエルが粛しゆく々しゆくと進行する。

　雪花が、三つの指輪が仕し舞まわれている、平たい箱を持って俺たちの前に来た。

　俺は震える手で指輪を取り、順にソフィアとマリーのたおやかな左手の薬指に嵌はめていく。

　それが終わると。

　今度は、ソフィアとマリーが二人で一緒に、小さな指輪を器用に摘つまんで、俺に嵌めてくれた。

　俺たち三人の視線が、交わる。

「ミナトさん、幸せにしてくださいね？」

　少し不安そうにマリーが、

「ミナトよ、幸せにせねば許さぬぞ？」

　ちょっと怒おこったようにソフィアが、聞いてくる。

「ああ。一生、約束する！」

　心からの、俺の言葉に。

　花が咲さきこぼれるような笑顔を、二人は返してくれた。

　俺が心底ほっとした、刹那。

　ちゅっ、ちゅっ。

　ソフィアとマリーの、柔らかな、本当にふわっとホイップクリームみたいな、二人の桜色の唇くちびるが、俺の唇の左右の端はしに、触ふれたのである。

　ああ、これが、キスか……。

　魔法をかけるためとか。邪神に枯渇させられた魔力を取り戻した神界でとか。

　二人とは何度か口づけしたけど。

　うん、このキスは、じんわりと、体温を伴ともなって、ゆっくりと実感がこみ上がってくる。

　この二人が、俺にとって替えのきかない、それぞれオンリーワンの、大切な人だ。

　わあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっっ!!

　万ばん雷らいの、拍はく手しゆ喝かつ采さい。

「続きまして、女王陛下より、新国王、カゼハラミナトに戴たい冠かんをお願い致いたします！」

　アシエルが言うと、女王様は、すでに俺たちのだいぶ近くまで、歩み寄ってきていた。

　俺は跪ひざまずき、恭うやうやしく頭を下げる。

　女王様は両手で、大きな赤い宝石が埋うめ込まれた、立派な王冠を掲かかげ、

「カゼハラミナト、ソフィアとマリーを、シャルスティア王国を、よろしく頼たのみますよ？」

　慈じ愛あいの籠こもった、真摯な声で尋ねる。

「はい。ソフィアもマリーも、シャルスティア王国も、絶対に幸せにしてみせます！」

　俺は、俺にできる精いっぱいの正直な想いで、答える。

　女王様は、マリーによく似たその顔で、にっこりと微笑み。

　俺の頭には、そっと、王冠が載のせられたのだった。




　この島に来るのを初めすごく嫌いやがっていたやつがいた気がするんだが、それはきっと俺の記き憶おくの誤りだろう。

　俺の第二の故郷、シャルスティア王国こそ、地上に残された唯ゆい一いつの楽園に違いない。

　ちょっぴり生命の危険があって、色々とドタバタしてばかりだけど、美少女五人――どころかなんか、無限に増ぞう殖しよくを続けていく気さえするのだが――に囲まれたこんな生活も悪くない。

　たとえ王様なんてわけのわからないもんになったとしても、この美しき姫ひめ君ぎみたちを守る騎き士しってやつを、この命果てるまで、全ぜん身しん全ぜん霊れいを懸かけて尽つくそう。

　そう、万ばん感かんの思いで決意する、俺がいるのだった。
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あとがき







　本作が十一冊めとなります、糸いと緒お思し惟いです。

　冊数的には新たな一歩ですが、ひとまずこの『突然騎士になってムフフな俺がいる』というシリーズに一区切りをつけることができました。

　思えば本シリーズ一巻でデビューして約二年。二年間というのは、中高一年生だった読者様は三年生に、二三年生だった読者様はすでに新しい環境へと進まれているであろう期間です。それほどの時間を、本シリーズと一緒に歩んでくださった読者様に、最大級の感謝を。

　担当の南部さん、本シリーズを通して、お互いに成長できたのではないかと思います。

　本当に素晴らしいイラストを提供し続けてくださった、三さん色しよく網あみ戸ど。先生、大変お忙しい中、ここまでお付き合いくださり、感謝の念に堪えません。

　と、感無量の謝辞を述べた後でなんですが。

　実は、作者的に心残りな、まだ回収できていない伏線が一つだけ残っているのです。そう、硯すずり姉弟と日本霊術協会についてです。

　ですので、読者様。ＨＪ文庫に挟まれているアンケートハガキなどに、ムフフ続刊希望！　ムフフのコミカライズなどのメディアミックス展開希望！　などと書いてドシドシ送っていただけますと、もしかしたら続きが書けたりなんかしないこともないかもしれません!?

　また、まだ本シリーズをお読みでない読者様におかれましては、絶好の大人買いするチャンスです！　などと宣伝もしてみたり。

　まだ書くスペースがあるので、裏話を少々。

　ヒロイン陣が次々に変身したのは、『ウイングマン』のウイングガールズをイメージしました。暗黒精霊魔法は、『聖闘士聖矢』の暗黒聖闘士から着想を得ています。ですが、火山神顕現騎士ヴオルカエクエスは、一巻を書いている時点では、スーパーサイヤ人はまったく意識していなかったのです！　本当ですよ？　で、完成したイラストを見せていただき、あ～なるほど、オーラってこう表現するしかないよね～、と妙に納得したのを昨日のことのように思い出せます。

　それでは、次の作品で、あるいは本シリーズの続きで？　読者様とまたお会いできますように。
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◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

糸緒思惟先生／三色網戸。先生
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